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はしがき 
本報告書は、2010 平成 22 年度〜2014 平成 26 年度に実施した、文部科学省科学研究費助成事業・科

学研究費補助金新学術領域研究、研究課題「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相—学習能力

の進化に基づく実証的研究」（領域番号 1201）の研究成果をまとめたものである。 
 
本研究は、20 万年前アフリカで誕生した新人サピエンスがその後(10 万年前以降)、ユーラシア大陸

各地へ移住拡散する先々で遭遇したネアンデルタール人たち(旧人と称する)と交替していった経緯を

交替劇と呼び、その舞台のシナリオを書くことであった。 
 
旧人と新人交替劇の真相は 20 世紀の後半から人類学、考古学、遺伝学などの専門家の間で、とりわ

け欧米世界で脚光を浴びるテーマとなり盛んに研究されてきた。そして、その経緯がさまざまな角

度から調査され、交替原因が、「競合説」「疾病説」「環境仮説」「生存戦略説」「生業仮説」「神経仮説」

などと称される仮説モデルで説明されてきた。 
 
そして近年、ネアンデルタール人と現代人のゲノム解読から、ネアンデルタール人と新人サピエンス

が交雑していたことが分かり、ネアンデルタール人は、私たちの身体に宿って生き続けているという

新事実が明らかになり注目されている。すなわち、旧人ネアンデルタールは新人サピエンスによって

一掃され忽然と消えていったとする単純な交替劇シナリオは見直され、新たに「同化吸収説」「混血

説」などと称される交替劇仮説が提唱され、実証的研究に付されているのが現在の状況である。 
 
このような世界的な交替劇論争の世界にわれわれは、これまで誰も唱えたことのない作業仮説を定義

し、チャレンジしたのである。それが、「学習仮説」(Learning Hypothesis)である。 
 
学習仮説のポイントは、交替劇を演じた新人サピエンスと旧人ネアンデルタールのあいだには、人間

が生きてゆく上で欠かせないもっとも基本的な能力、「学習」能力にもともと違いがあったとする主

張(＝仮説)に基づいている。その違いが結局、両者の命運を分けることになった。以上が学習仮説の

骨子である。 
 
本研究の目的は、旧人と新人の交替劇の主因を、両者の学習能力の違いにあったとする「学習仮説」

を実証的に検証することであった。それを、考古学、文化人類学、数理科学、環境科学、生体力学、

神経科学諸分野が連携する独創的な研究体制のもとに取り組んだ。この種のアプローチは交替劇研究

において例がなく、世界的に注目された。そして、学習仮説は、交替劇の経緯を説明するさまざまな

既設仮説を根源にさかのぼって検証するベースとなる作業仮説として評価され、世界的な交替劇論争

にインパクトを与えることになった。 
 
本報告書の構成は以下の通りである。 
 
1. 研究組織 

研究課題を推進した研究チーム(総括班・計画研究 6 チーム)の構成メンバー(代表者・分担者・

連携研究者・研究協力者・海外共同研究者および研究領域評価委員)、招待研究者(公募研究)を

紹介する。構成メンバーの所属機関および職名等は、研究プロジェクト終了時点(2015 平成 26
年 4 月)で提出した実績報告書に基づく。 

2. 交付決定額 
研究課題の推進に向けて受けた科学研究費補助金の年度別総額(直接経費・間接経費) 

3. 研究発表 
プロジェクトの研究進捗状況と研究成果を発信するために行った諸活動の成果物を網羅的にリス

トアップしたものである。領域出版図書と研究チーム(計画研究 6 チーム)の成果物である。 

(2016 平成 28 年 12 月現在で発表予定のものを含む)。 
4. 研究成果 
  研究課題の全体構想および目的達成のために取り組んだ研究の種類内容、そして学習仮説の検 
  証結果と関連する新知見の要点である。 
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1. 研究組織 
領域代表者：赤澤 威 （高知工科大学・総合研究所・教授） 
 

【総括班】 
研究代表者：赤澤 威 （高知工科大学・総合研究所・教授） 
研究分担者：森 洋久 （国際日本文化研究センター・准教授） 
研究協力者：近藤康久 （総合地球環境学研究所・研究高度化支援センター・准教授） 
連携研究者：西秋良宏 （東京大学・総合研究博物館・教授） 
      寺嶋秀明 （神戸学院大学・人文学部・教授） 
      青木健一 （東京大学・名誉教授） 
      米田 穣 （東京大学・総合研究博物館・教授） 
      荻原直道 （慶應義塾大学・理工学部・准教授） 
      田邊宏樹 （名古屋大学大学院・環境学研究科・教授） 
評価委員： 甘利俊一 （理化学研究所・脳科学総合研究センター・特別顧問） 
      石井紫郎 （日本学術振興会・学術研究センター・相談役） 
      内堀基光 （放送大学・教養学部・教授） 
      木村 賛 （東京大学・名誉教授） 
      古市剛史 （京都大学・霊長類研究所・教授） 
      Ofer Bar-Yosef  （米国・ハーバード大学・教授） 
      Nicholas J. Conard（ドイツ・チュービンゲン大学・教授） 
      Ralph L. Holloway（米国・コロンビア大学・教授） 
      Anne-Marie Tillier（フランス・ボルドー大学・教授） 
 

【計画研究】 
計画研究 A01「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」 
研究代表者：西秋良宏 （東京大学・総合研究博物館・教授） 
研究分担者：加藤博文 （北海道大学・アイヌ・先住民研究センター・教授） 
      門脇誠二 （名古屋大学・総合博物館・助教） 
連携研究者：小野 昭 （明治大学黒耀石研究センター・センター長） 
      大沼克彦 （国士舘大学・教授） 
      松本直子 （岡山大学・社会文化科学研究科・教授） 
研究協力者：高倉 純 （北海道大学・埋蔵文化財調査センター・助教） 
      佐野勝宏 （東京大学・総合研究博物館・特任助教） 
      長沼正樹 （北海道大学・アイヌ・先住民研究センター・准教授） 
      仲田大人 （青山学院大学・文学部・講師） 
      長井謙治 （東北芸術工科大学・講師） 
      近藤康久 （総合地球環境学研究所・研究高度化支援センター・准教授 
      石井龍太 （城西大学・経営学部マネジメント総合学科・助教） 
海外共同研究者：Olaf Jöris（ドイツ・ローマ・ゲルマン中央博物館・研究員） 
 
計画研究 A02「狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の特性の実証的研究」 
研究代表者：寺嶋秀明 （神戸学院大学・人文学部・教授） 
研究分担者：小山 正 （神戸学院大学・人文学部・教授） 
      窪田幸子 （神戸大学大学院・国際文化学研究科・教授） 
      今村 薫 （名古屋学院大学・現代社会学部・教授） 
      大村敬一 （大阪大学大学院・言語文化研究科・准教授） 
      亀井伸孝 （愛知県立大学・外国語学部・准教授） 
      山上榮子 （神戸学院大学・人文学部・准教授） 
連携研究者：安藤寿康 （慶応義塾大学・文学部・教授） 
      市川光雄 （京都大学・名誉教授） 
      高田 明 （京都大学大学院・アジア・アフリカ地域研究研究科・准教授） 
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      早木仁成 （神戸学院大学・人文学部・教授） 
研究協力者：林 耕次 （京都大学・アフリカ地域研究資料センター・特任助教） 
      園田浩司 （京都大学大学院・アジア・アフリカ地域研究研究科） 
      Peng Yujie （京都大学大学院・アジア・アフリカ地域研究研究科） 
海外共同研究者：Barry S. Hewlett  （米国・ワシントン州立大学・人類学部・教授） 
                Bonnie Hewlett   （米国・ワシントン州立大学・人類学部・客員教授   
                Yasmine Musharbash（オーストラリア・シドニー大学・准教授） 
 
計画研究 B01「ヒトの学習能力の進化モデルの研究」 
研究代表者：青木健一 （東京大学・名誉教授） 
研究分担者：川崎廣吉 （同志社大学・文化情報学部・教授） 
      若野友一郎（明治大学・総合数理学部・准教授） 
      木村亮介 （琉球大学・大学院医学研究科・准教授） 
      小林 豊 （高知工科大学・マネジメント学部・准教授） 
研究協力者：山口今日子（英国・リヴァプール ジョン モールス大学・専任講師） 
      大泉 嶺 （厚生労働省政策統括官・人口問題専門官） 
海外共同研究者：Marcus W. Feldman（米国・スタンフォード大学・教授） 
        Laurent Lehmann （スイス・ローザンヌ大学・准教授） 
 
計画研究 B02「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」 
研究代表者：米田 穣 （東京大学・総合研究博物館・教授） 
研究分担者：阿部彩子 （東京大学・大気海洋研究所・准教授） 
      小口 高 （東京大学・空間情報研究センター・教授） 
      川幡穂高 （東京大学・大気海洋研究所・教授） 
      森 洋久 （国際日本文化研究センター・准教授） 
      近藤康久 （総合地球環境学研究所・研究高度化支援センター・准教授） 
連携研究者：横山祐典 （東京大学・大気海洋研究所・准教授） 
研究協力者：Stephen P. Obrochta（秋田大学・国際資源学部・准教授） 
      Chen Wing-le   （東京大学・大気海洋研究所・特任研究員） 
      Song Wonsuh   （東京大学・空間情報研究センター・特任研究員） 
            大森貴之    （東京大学・総合研究博物館・特任研究員） 
海外共同研究者：Tezer M. Esat （オーストラリア・オーストラリア国立大学） 
        Masa Kageyama（フランス・気候環境学研究所） 
        Gilles Ramstein （フランス・気候環境学研究所） 
        Enrico R. Crema（英国・ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン） 
 
計画研究 C01「3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元」 
研究代表者：荻原直道 （慶應義塾大学・理工学部・准教授） 
研究分担者：近藤 修 （東京大学・大学院理学系研究科・准教授） 
      鈴木宏正 （東京大学・大学院工学系研究科・精密工学専攻・教授） 
連携研究者：久保大輔 （筑波大学・体育系・特任助教） 
      森口昌樹 （中央大学・理工学部・助教） 
      道川隆士 （大阪大学・環境イノベーションデザインセンター・特任助教） 
      石田 肇 （琉球大学・医学部・教授） 
      深瀬 均 （北海道大学・大学院医学研究科・特任講師） 
海外共同研究者：Christoph P.E. Zollikofer（スイス・チューリッヒ大学・教授） 
        Marcia Ponce de Leon （スイス・チューリッヒ大学・特別講師） 
        Emiliano Bruner    （スペイン・国立人類進化研究所・教授） 
 
計画研究 C02「旧人・新人の学習行動に関する脳機能マップの作成」 
研究代表者：田邊宏樹 （名古屋大学大学院・環境学研究科・教授） 
研究分担者：定藤規弘 （生理学研究所・大脳皮質機能研究系・教授） 



 

 

5

5

      河内山隆紀（ATR-Promotions・脳活動イメージングセンタ・研究員） 
      三浦直樹 （東北工業大学・工学部・准教授） 
      星野孝総 （高知工科大学・工学部・准教授） 
研究協力者：長谷川国大（名古屋大学大学院・環境学研究科・PD） 
      三谷慶太 （高知工科大学大学院・工学研究科・博士後期課程 
 

【公募研究】 
研究代表者：大石龍太 （国立極地研究所・北極観測センター・特任研究員） 
      大槻 久 （総合研究大学院大学） 
      川道拓東 （生理学研究所・大脳皮質機能研究系・特任助教） 
      小林 靖 （防衛医科大学校・解剖学講座・教授） 
      嶋田 誠 （藤田保健衛生大学・総合医科学研究所・講師） 
      杉浦元亮 （東北大学・加齢医学研究所・准教授） 
      高倉 純 （北海道大学大学院・文学研究科・助教） 
      高橋伸幸 （北海道大学大学院・文学研究科・准教授） 
      中丸麻由子（東京工業大学・社会理研・准教授） 
      早川敏之 （九州大学・基幹教育院・准教授） 
      日暮泰男 （近畿大学・医学部生理学教室・研究員） 
      堀内史朗 （山形大学・COC 推進室・准教授） 
      水野 敬 （理化学研究所・ライフサイエンス技術基盤研究センター・上級研究員） 
      山内太郎 （北海道大学・大学院保健科学研究院・教授） 
研究分担者：松井利康 （防衛医科大学校・解剖学講座） 
 
2. 交付決定額（配分額） 
  直接経費   間接経費   合計 
平成 22 年度  127,900,000  38,370,000  166,270,000 
平成 23 年度  138,400,000  41,520,000  179,920,000 
平成 24 年度  145,400,000  43,620,000  189,020,000 
平成 25 年度  132,100,000  39,630,000  171,730,000 
平成 26 年度  115,700,000  34,710,000  150,410,000 
合計  659,500,000              197,850,000  857,350,000 
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3. 研究発表 
領域出版図書 

【研究大会報告書 (Proceedings) シリーズ】 (日・英文) 
Takeru Akazawa (ed.) 
 2010 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1. 70 
 pp. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. October 23-24, 2010. National Center of Sciences Building, 
 Tokyo (赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証   
 的研究』No. 1. 70 pp.「交替劇」第 1 回研究大会報告書. 2010.10. 23-24. 東京：学術総合センター). 
Hideaki Terashima (ed.) 
 2011 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1. 64 
 pp. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH. February 19-20, 2011. Kobe Gakuin University, Kobe. 
 (寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

No. 2. 64 pp.「交替劇」第 2 回研究大会報告書. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学). 
Yoshihiro Nishiaki (ed.) 

2011 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3. 72 
pp. Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. April 23-24, 2011. National Center of Sciences Building, 
Tokyo (赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証

的研究』No. 3. 72 pp.「交替劇」第 3 回研究大会報告書. 2011.23-24.2011. 東京：学術総合センター). 
Hiroki Tanabe (ed.) 

2011 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4. 
142 pp. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. December 10-11, 2010. Okazawa Conference Center, 
Okazaki (田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証

的研究』No. 4. 142 pp.「交替劇」第 4 回研究大会報告書. 2011.12. 10-11. 岡崎：岡崎コンファラン

スセンター). 
Naomichi Ogihara (ed.) 

2012 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1. 70 
pp. Proceedings of the 5th Conference on RNMH. April 14-16, 2012. National Center of Sciences, 
Hitotsubashi, Tokyo (荻原直道編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に

基づく実証的研究』No. 5. 93 pp.「交替劇」第 5 回研究大会報告書. 2012.4.14-16. 東京：一ツ橋学術

総合センター). 
Minoru Yoneda (ed.) 

2013 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6. 
157 pp. Proceedings of the 6th Conference on RNMH. January 12-14, 2013. The University of Tokyo, Tokyo 
(米田 穣編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

No. 6. 157 pp.「交替劇」第 6 回研究大会報告書. 2013.12.12-14. 東京：東京大学). 
Kenichi Aoki (ed.) 

2013 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 7. 99 
pp. Proceedings of the 7th Conference on RNMH. May 11-12, 2013. The Universioty of Tokyo, Tokyo (青木

健一編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』No. 
7. 99 pp.「交替劇」第 7 回研究大会報告書. 2013.5. 11-12. 東京：東京大学). 

Hideaki Terashima (ed.) 
2013 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 8. 
131 pp. Proceedings of the 8th Conference on RNMH. December 21-23, 2013. Inamori Zaidan Kinenkaikan, 
Kyoto University, Kyoto (寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進

化に基づく実証的研究』No. 8. 131 pp.「交替劇」第 8 回研究大会報告書. 2013.12. 21-23. 京都：京

都大学稲森財団記念会館). 
Yoshihiro Nishiaki (ed.) 

2014 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 9. 
121 pp. Proceedings of the 9th Conference on RNMH. May 10-11, 2014. Koshiba Hall, School of Science, 
The University of Tokyo, Tokyo (西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能

力の進化に基づく実証的研究』No. 9. 121 pp.「交替劇」第 9 回研究大会報告書. 2014.5.10-11. 東
京：東京大学理学部小柴ホール) 

Takeru Akazawa (ed.) 
2015 Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 10. 
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126 pp. Proceedings of the 10th Conference on RNMH. March 7-8, 2015. Kochi Kaikan, Kochi (赤澤 威編

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』No. 10. 126 
pp.「交替劇」第 10 回研究大会報告書. 2015.3. 7-8. 高知：高知会館). 

 
【計画研究報告書シリーズ】 
 計画研究 A01「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」 
西秋良宏編 

2011『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究』No. 1. 76 pp.「交替劇」A01 班 2010
年度研究報告. 東京：東京大学総合研究博物館. 

西秋良宏編 
2012『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究』No. 2. 110 pp.「交替劇」A01 班 2011
年度研究報告. 東京：東京大学総合研究博物館. 

西秋良宏編 
2013『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究』No. 3. 125 pp.「交替劇」A01 班

2012 年度研究報告. 東京：東京大学総合研究博物館. 
西秋良宏編 

2014『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究』No. 4. 111 pp.「交替劇」A01 班 2013
年度研究報告. 東京：東京大学総合研究博物館. 

西秋良宏編 
2015『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究』No. 5. 134 pp.「交替劇」A01 班

2014 年度研究報告. 東京：東京大学総合研究博物館. 
計画研究 A02「狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の特性の実証的研究」 
寺嶋秀明編 

2011『狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究』No. 1. 79 pp.「交替劇」A02 班

2010 年度研究報告. 神戸：神戸学院大学人文学部. 
寺嶋秀明編 

2012『狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究』No. 2. 126 pp.「交替劇」A02 班

2011 年度研究報告. 神戸：神戸学院大学人文学部. 
寺嶋秀明編 

2013『狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究』No. 3. 129 pp.「交替劇」A02 班

2012 年度研究報告. 神戸：神戸学院大学人文学部. 
寺嶋秀明編 

2014『狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究』No. 4. 162 pp.「交替劇」A02 班

2013 年度研究報告. 神戸：神戸学院大学人文学部. 
寺嶋秀明編 

2015『狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究』No. 5. 136 pp.「交替劇」A02 班

2014 年度研究報告. 神戸：神戸学院大学人文学部. 
計画研究 B01「ヒトの学習能力の進化モデルの研究」 
青木健一編 

2011『ヒトの学習能力の進化モデルの研究』No. 1. 50 pp.「交替劇」B01 班 2010 年度研究報告. 東
京：東京大学大学院理学系研究科. 

青木健一編 
2012『ヒトの学習能力の進化モデルの研究』No. 2. 109 pp.「交替劇」B01 班 2011 年度研究報告. 東
京：東京大学大学院理学系研究科. 

青木健一編 
2013『ヒトの学習能力の進化モデルの研究』No. 3. 107 pp.「交替劇」B01 班 2012 年度研究報告. 東
京：東京大学大学院理学系研究科. 

青木健一編 
2014『ヒトの学習能力の進化モデルの研究』No. 4. 109 pp.「交替劇」B01 班 2013 年度研究報告. 東
京：明治大学知財戦略機構.  

青木健一編 
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2015『ヒトの学習能力の進化モデルの研究』No. 5. 77 pp.「交替劇」B01 班 2014 年度研究報告. 東
京：明治大学知財戦略機構. 

計画研究 B02「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」 
米田 穣編 

2012『旧人・新人時空間分布と気候変動の関連性の分析』50 pp.「交替劇」B02 班 2010 年度研究報

告. 東京：東京大学新領域創成科学研究科 (Ninoru Yoneda (ed.) 2012 Reconstructing the Distribution 
of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in Relation to Past Climate Change. 50 pp. 
Research Report 2010, Research Team B02. Tokyo: Graduate Schoool of Frontier Sciences, University of 
Tokyo). 

計画研究 C01「3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元」 
荻原直道編 
 2015『3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元』135 pp.「交替劇」C01 班 2010-2014

年度研究報告. 横浜：慶応義塾大学理工学部機械工学科. 
計画研究 C02「旧人・新人の学習行動に関する脳機能マップの作成」 
田邊宏樹編 

2012『旧人・新人の学習行動に関する脳機能マップの作成』56 pp.「交替劇」C02 班 2010-2011 年

度研究報告. 名古屋：名古屋大学大学院環境学研究科. 
 

【国際会議報告書シリーズ】 
Takeru Akazawa (ed.)  
 2012 RNMH Project 2010-2014. RNMH Project Series No. 001. 137 pp. Kochi: Kochi University of 

Technology. 
Takeru Akazawa and Yochihiro Nishiaki (eds.)  
 2012 RNMH2012: The First International Conference. Abstracts publication of the First International 

Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans. November 18 – 24, 2012. Tokyo 
RNMH Project Series No. 002. 168 pp. Kochi: Kochi University of Technology. 

Yoshihiro Nishiaki (ed.) 
 2013 Neanderthals and Modern Humans: Archaeological Approaches to Their Learning Behaviors. Abstracts 

publication of the International Workshop of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans. 36 pp. 
November 22 – 23, 2013. Tokyo: The University Museum, The University of Tokyo. 

Takeru Akazawa, Yoshihiro Nishiaki, and Kenichi Aoki (eds.) 
 2013 Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans Volume 1: Cultural Perspectives. 277 pp.  
 Tokyo: Springer Japan. 
Takeru Akazawa and Yoshihiro Nishiaki (eds.)  
 2014 RNMH2014: The Second International Conference. Abstracts publication of the Second International 

Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans. November 30 – December 6, 2014. 
Hokkaido: Date City. RNMH Project Series No. 003. 182 pp. Kochi: Kochi University of Technology. 

Takeru Akazawa, Naomichi Ogihara, Hiroki C. Tanabe, and Hideaki Terashima (eds.) 
 2014 Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans Volume 2: Cognitive and Physical  
 Perspectives. 243 pp. Tokyo: Springer Japan. 
Alex Mesoudi and Kenichi Aoki (eds.) 
 2015 Learning Strategies and Cultural Evolution during the Palaeolithic. 169 pp. Tokyo: Springer Japan.  
Hideaki Terashima and Barry S. Hewlett (eds.) 
 2016 Social Learning and Innovation in Contemporary Hunter-Gatherers: Evolutionary and Ethnographic 
  Perspectives. 318 pp. Tokyo: Springer Japan. 
 

【公開シンポジウム報告書シリーズ】(シンポジウム予稿集含む) 

西秋良宏編 
 2012『ホモ・サピエンスと旧人—旧石器考古学からみた交替劇』30 pp. 公開シンポジウム予稿集. 

2012.6.16-17. 東京大学理学部小柴ホール. 東京：東京大学総合研究博物館. 
佐野勝宏編 
 2013『旧人・新人の狩猟具と狩猟法』12 pp. 計画研究 A01/A02/B02 連携公開シンポジウム予稿集. 

2013.2.9-10. 仙台：東北大学. 東京：東京大学総合研究博物館. 
西秋良宏編 
 2013『ホモ・サピエンスと旧人—旧石器考古学からみた交替劇』203 pp. 東京：六一書房. 
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西秋良宏編 
 2013『ホモ・サピエンスと旧人  2—考古学からみた学習』30 pp. 公開シンポジウム予稿集 . 

2013.7.6-7. 東京大学理学部小柴ホール. 東京：東京大学総合研究博物館. 
荻原直道編 
 2014『ネアンデルタール人の脳機能と学習行動を探る』8 pp. 公開シンポジウム予稿集. 2014.9.28. 

東京大学理学部 2 号館講堂. 横浜：慶応義塾大学理工学部. 
門脇誠二編 
 2014『石器文化からさぐる新人・旧人交替劇の真相』5 pp. 公開シンポジウム予稿集. 2014.3.15. 名

古屋大学野依記念学術交流館. 名古屋：名古屋大学博物館. 
門脇誠二編 
 2014『ホモ・サピエンスの起源とアフリカの石器時代—ムトングウエ遺跡の再評価』70 pp. 計画研

究 A01 シンポジウム. 2012.6.16-17. 東京大学理学系部小柴ホール. 名古屋：名屋大学博物館. 
西秋良宏編 
 2014『ホモ・サピエンスと旧人 2—考古学からみた学習』185 pp. 東京：六一書房. 
佐野勝宏編 
 2015『ネアンデルタール人の絶滅の謎に迫る』12 pp. 公開シンポジウム予稿集. 2015.2.7. 東京大学

理学部 2 号館講堂. 東京：東京大学総合研究博物館. 
西秋良宏編 
 2015『ホモ・サピエンスと旧人 3—ヒトと文化の交替劇』189 pp. 東京：六一書房. 
西秋良宏編 
 2015『なぜネアンデルタール人はいなくなったのか—学習仮説からの展望』8 pp. 公開シンポジウ

ム予稿集. 2015.7.5. 東京大学理学部 2 号館講堂. 東京：東京大学総合研究博物館. 
西秋良宏編 
 2015『ネアンデルタール・ミッション—日本人研究者による旧人遺跡の調査』8 pp. 計画研究 A01

シンポジウム. 2015.11.28. 東京大学理学部 2 号館講堂. 東京：東京大学総合研究博物館. 
 

【Replacement of Neanderthals by Modern Humans Project Series】(交替劇報告書シリーズ) 
Takeru Akazawa (ed.)  
 2012 RNMH Project 2010-2014. RNMH Project Series No. 001. 137 pp. Kochi: Kochi University of 

Technology. 
Takeru Akazawa and Yochihiro Nishiaki (eds.)  
 2012 RNMH2012: The First International Conference. Abstracts publication of the First International 

Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans. November 18 – 24, 2012. Tokyo 
RNMH Project Series No. 002. 168 pp. Kochi: Kochi University of Technology. 

Takeru Akazawa and Yoshihiro Nishiaki (eds.)  
 2014 RNMH2014: The Second International Conference. Abstracts publication of the Second International 

Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans. November 30 – December 6, 2014. 
Hokkaido: Date City. RNMH Project Series No. 003. 182 pp. Kochi: Kochi University of Technology. 

 
【Replacement of Neanderthals by Modern Humans Series】Springer Publication Series 

Takeru Akazawa, Yoshihiro Nishiaki, and Kenichi Aoki (eds.) 
 2013 Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans Volume 1: Cultural Perspectives. 277 pp.  
 Tokyo: Springer Japan. 
Takeru Akazawa, Naomichi Ogihara, Hiroki C. Tanabe, and Hideaki Terashima (eds.) 
 2014 Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans Volume 2: Cognitive and Physical  
 Perspectives. 243 pp. Tokyo: Springer Japan. 
Alex Mesoudi and Kenichi Aoki (eds.) 
 2015 Learning Strategies and Cultural Evolution during the Palaeolithic. 169 pp. Tokyo: Springer Japan.  
Hideaki Terashima and Barry S. Hewlett (eds.) 
 2016 Social Learning and Innovation in Contemporary Hunter-Gatherers: Evolutionary and Ethnographic  
 Perspectives. 318 pp. Tokyo: Springer Japan. 
 

【ホームページ】 
 交替劇プロジェクトウエッブサイト (日・英・韓・中文) 
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 http://www.koutaigeki.org/ 
 
【放送大学特別講義】 
『ネアンデルタール人滅亡—われわれは何を学ぶべきか』2013 年度から 
『ネアンデルタール人なぜ滅びたのか—交替劇プロジェクトの探求』2015 年度から 
 
計画研究 A01「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」 

【雑誌論文】 
2016 
・ Fujita, M., S. Yamasaki, C. Katagiri, I. Oshiro, K. Sano, T. Kurozumi, H. Sugawara, D. Kunikita, H. 

Matsuzaki, A. Kano, T. Okumura, T. Sone, H. Fujita, S. Kobayashi, T. Naruse, M. Kondo, S. Matsu’ura, G. 
Suwa, and Y. Kaifu 
2016. Advanced maritime adaptation in the western Pacific coastal region extends back to 35,000–30,000 
years before present. Proceedings of the National Academy of Sciences. doi: 10.1073/pnas.1607857113(査
読) 

・ Kadowaki, S., K. Ohnishi, S. Arai, F. Guliyev, and Y. Nishiaki 
2016 Mitochondrial DNA analysis of ancient domestic goats in the southern Caucasus: a preliminary 
result from Neolithic settlements at Göytepe and Hacı Elamxanlı Tepe. International Journal of 
Osteoarchaeology. 26: 1-16. (published online) (査読) 

・ Kadowaki, S. and Y. Nishiaki 
2016 New Epipalaeolithic assemblages from the middle Euphrates and the implications for technological 
and settlement trends in the northeastern Levant. Quaternary International 396: 121-137. (査読) 

・ Nakao, H., K. Tamura, Y. Arimatsu, T. Nakagawa, N. Matsumoto, and T. Matsugi  
2016.3 Violence in the prehistoric period of Japan: the spatio-temporal pattern of skeletal evidence for 
violence in the Jomon period. Biology Letters. DOI: 10.1098/rsbl.2016.0028(査読) 

・ 赤澤威、西秋良宏 
2016「旧人新人交替劇の真相を探る」『現代思想』44(10): 83–105. 

・ 門脇誠二  
2016「揺らぐ初期ホモ・サピエンス像―出アフリカ前後のアフリカと西アジアの考古記録か

ら」『現代思想』5 月号: 112-126. 
・ 門脇誠二  

2016「書評 海部陽介・出穂雅実・テッド ゲーベル・佐藤宏之・小野 昭編『旧石器時代のア

ジアにおける現代人的行動の出現と多様性』『旧石器研究』12: 233–240. （査読） 
・ 長井謙治  

2016 「朝鮮半島における過去５万年の石器群変遷－年代精査に基づく編年的考察－」『旧石器研

究』12 :185-206.（査読） 
・ 仲田大人 

2016「日本旧石器時代の現代人的行動と交替劇」『現代思想』5 月号: 130-144. 
・ 仲田大人 

2016「後期旧石器時代開始期における石器伝統とその意味」『古代』早稲田大学考古学会.  
・ 仲田大人  

2016「関東地方の旧石器・縄文移行期をめぐる問題」『旧石器研究』12: 135-154. 
・ 長沼正樹 

2016「考古学から見た人類活動の変化－旧石器時代の物質文化を中心に」『現代思想』44(10):127–
139. 

・ 西秋良宏 
2016「松谷敏雄先生と東京大学イラク・イラン遺跡調査団」『西アジア考古学』17: 192–195. 

・ 西秋良宏 
2016「シリア文化遺産保全のための国際ネットワーク shirin について」『西アジア考古学』17: 
169–172. 

・ 西秋良宏 
2016「国際共同展示『Qafqaz Neoliti —東京大学アゼルバイジャン考古学調査 2008–2015』によせ

て」『ウロボロス』21(1): 6–7. 
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2015 
・ Kadowaki, S., L. Maher, M. Portillo, R. M. Albert, C. Akashi, F. Guliyev, and Y. Nishiaki 

2015 Geoarchaeological and palaeobotanical evidence for prehistoric cereal storage in the Southern 
Caucasus: The Neolithic Settlement of Göytepe (mid 8th millennium BP). Journal of Archaeological 
Science 53: 408-425. （査読） 

・ Kadowaki, S. and Y. Nishiaki 
2015 New Epipalaeolithic assemblages from the middle Euphrates and the implications for technological 
and settlement trends in the northeastern Levant. Quaternary International xxx: 1-17. (In Press) (査読) 

・ Kadowaki, S., T. Omori, and Y. Nishiaki 
2015 Variability in Early Ahmarian lithic technology and its implications for the model of a Levantine 
origin of the Protoaurignacian. Journal of Human Evolution 82: 67-87. (査読) 

・ Nishiaki, Y. and T. Akazawa 
2015 Patterning of the early Middle Paleolithic occupations at Douara Cave and its implications for 
settlement dynamics in the Palmyra basin, Syria. L’anthroplogie 119: 519-541. (査読) 

・ Nishiaki, Y., F. Guliyev, and S. Kadowaki  
2015 Chronological contexts of the earliest Pottery Neolithic in the Southern Caucasus: Radiocarbon dates 
for Göytepe and Hacı Elamxanlı Tepe, West Azerbaijan. American Journal of Archaeology 119(3): 279-294. 
(査読) 

・ Nishiaki, Y., F. Guliyev, S. Kadowaki, Y. Arimatsu, Y. Hayakawa, K. Shimogama, T. Miki, C. Akashi, S. 
Arai, and S. Salimbeyov  
2015 Hacı Elamxanlı Tepe: Excavations of the earliest Pottery Neolithic occupations on the Middle Kura, 
Azerbaijan, 2012. Archäologische Mitteilungen aus Iran und Turan 45: 1-25. (査読) 

・ Nishiaki, Y., F. Guliyev, S. Kadowaki, V. Alakbarov, T. Miki, S. Salimbeyov, C. Akashi, and S. Arai  
2015 Investigating cultural and socioeconomic change at the beginning of the Pottery Neolithic in the 
Southern Caucasus – The 2013 Excavations at Hacı Elamxanlı Tepe, Azerbaijan. Bulletin of the American 
Schools of Oriental Research 374: 1–28. (査読) 

・ Nishiaki, Y., F. Guliyev and S. Kadowaki  
2015 Chronological contexts of the earliest Pottery Neolithic in the Southern Caucasus: Radiocarbon dates 
for Göytepe and Hacı Elamxanlı Tepe, West Azerbaijan. American Journal of Archaeology 119(3): 279– 
294. (査読) 

・ Nishiaki, Y., F. Guliyev, and S. Kadowaki  
2015 The origins of food production in the southern Caucasus: Excavations at Hacı Elamxanlı Tepe, 
Azerbaijan. Antiquity 348: Project Gallery, http://antiquity.ac.uk/projgall/nishiaki348 

・ Sano, K., and M. Oba  
2015 Backed point experiments for identifying mechanically-delivered armatures. Journal of 
Archaeological Science 63: 12-23. (査読) 

・ 門脇誠二  
2015「ワディ・ハラール 16R 遺跡とムトングウェ遺跡—新人拡散元における技術革新の再検討」

『異貌』32: 20–39. 
・ 門脇誠二、大西敬子、西秋良宏  

2015「南コーカサス最古の農村遺跡から採取された家畜ヤギ骨の炭素 14 年代」『名古屋大学加

速度質量分析計業績報告書』26: 33–38.  
・ 山崎真治、黒住耐二、佐野勝宏、片桐知亞紀、藤田祐樹 

2015「旧石器時代の貝製ビーズ—沖縄県南城市サキタリ洞遺跡からの報告」『旧石器研究』11: 97-
105.  

2014 
・ Azizi Kharanaghi, M.H., H. Fazeli Nashli, and Y. Nishiaki  

2014 The second season of excavations at Tepe Rahmatabad, Southern Iran: The absolute and relative 
chronology. Ancient Near Eastern Studies 51: 1-32. (査読) 

・ Henry, D., S. Kadowaki, and S. Bergin  
2014 Reconstructing early Neolithic social and economic organization through spatial analysis at Ayn Abu 
Nukhayla, Southern Jordan. American Antiquity 79(3): 401-424. (査読) 

・ Nishiaki, Y.  
2014 Comments. The sounds of pounding: Boulder mortars and their significance to Natufian burial 
customs by Danny Rosenberg and Dani Nadel. Current Anthropology 55: 804-805. (査読) 
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・ Nishiaki, Y. 
2014 The second season of excavations at Tepe Rahmatabad, Southern Iran: The absolute and relative 
chronology. Ancient Near Eastern Studies 51: 1-32. (査読) 

・ Nishiaki, Y.  
2014 Dating simple flakes: Early Bronze Age flake production technology on the Middle Euphrates steppe, 
Syria. Journal of Lithic Studies 1(1): 197-212. doi:10.2218/jls.v1i1.781. (査読) 

・ Nishiaki, Y.  
2014 The development of architecture and pottery at the Neolithic settlement of Tall-i Jari B, Marv Dasht, 
southwest Iran. Marlik: Persian Journal of Iranian Studies (Archaeology) 2/3(5/6): 49-61. (in Persian). (査
読) 

・ Ono, A. 
2014 Modern hominids in the Japanese Islands and the early use of obsidian: The case of Onbase 
Islet.World Heritage Papers 39: 156-163. (査読) 

・ Ono, A.  
2014 Two patterns of obsidian exploitation in the Upper Palaeolithic of the Japanese Islands. The Dolni 
Vestonice Studies 20: 41-44. (査読) 

・ Portillo, M., S. Kadowaki, Y. Nishiaki, and R. M. Albert 
2014 Early Neolithic household behavior at Tell Seker al-Aheimar (Upper Khabur, Syria): A comparison to 
ethnoarchaeological study of phytoliths and dung spherulites. Journal of Archaeological Science 42: 107-
118. (査読) 

・ Sato, T., F. Khenykhenova, A. Simakova, G. Danukalova, E. Morosova, K. Yoshida, D. Kunikita, H. Kato, 
K. Suzuki, E. Lipnina, G. Medvedev, and N. Martynovich 
2014 Paleoenvironment of the Fore-Baikal region in the Karginian interstadial: Results of the 
interdisciplinary studies of the Bol'shoj Naryn site. Quaternary International  333: 146-155. 
http//dx.doi.org./10.1016/j-quaint.2013.12.050. (査読) 

・ 加藤博文  
2014「シベリアの旧石器時代」『季刊考古学』126: 45-48. 

・ 佐野勝宏、大場正義 
2014 「狩猟法同定のための投射実験研究（2）—背付き尖頭器」『旧石器研究』10: 129-149. 

・ 髙倉 純 
2014「北海道での押圧細石刃剥離技術出現以前の石器群における剥離方法の同定」『北大史学』
54: 1-25. 

・ 西秋良宏 
2014「現生人類の拡散と東アジアの旧石器」『季刊考古学』126: 33-36. 

2013 
・ Nishiaki, Y., M.H. Azizi Kharanaghi, and M. Abe  

2013 The late Aceramic Neolithic flaked stone assemblage from Tepe Rahmatabad, Fars, Southwest Iran. 
Iran LI: 1-15. (査読) 

・ 佐野勝宏、洪 恵媛、張 思熠、鹿又義隆、阿子島香、柳田俊雄 
2013「山形県高倉山出土ナイフ形石器に残る狩猟痕跡の研究」『Bulletin of the Tohoku University 
Museum』12: 45-76. 

・ 髙倉 純、金成太郎、杉原重夫 
2013「北海道東部の続縄文時代における黒曜石利用」『考古学と自然科学』64. 

・ 西秋良宏 
2013「共同制作『HUNTERS—渡辺 仁博士の民族学資料収集』展によせて」『ウロボロス』
17(4): 6-8. 

2012 
・ Azizi Kharanaghi, M.H., M. H., Y. Nishiaki, and M. Khanipur 

2012 Tepe Rahmatabad, Pasargadae: The absolute and relative chronology. Iran Nameh 27(2-3): 78-101. 
(査読) 

・ Kadowaki, S.  
2012 A household perspective towards the Pre-Pottery Neolithic to Late Neolithic cultural transformation in 
the southern Levant. Orient 47: 3-28. (査読)  

・ Kondo, Y., T. Omori, and P. Verhagen 
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2012 Developing predictive models for palaeoanthropological research: A preliminary discussion. Technical 
Report, Department of Computer Science, Tokyo Institute of Technology: 1-10. TR12-0001:110. 
http://www.cs.titech.ac.jp/~tr/reports/2012/TR12-0001.pdf 

・ Nishiaki, Y., S. Kadowaki, S. Kume, and K. Shimogama  
2012 Archaeological survey around Tell Gahnem Al-'Ali (V). Al-Rafidan 33: 1-6. (査読) 

・ Nishiaki, Y., Y. Kanjo, S. Muhesen, and T. Akazawa 
2012 Temporal variability of Late Levantine Mousterian assemblages from Dederiyeh Cave, 
Syria. Eurasian Prehistory 9(1/2): 3-27. (査読) 

・ Sano, K. 
2012 Functional variability in the Magdalenian of North-Western Europe: A lithic microwear analysis of the 
Gönnersdorf K-II assemblage. Quaternary International 272/273: 264-274. 
doi:10.1016/j.quaint.2012.02.057. (査読) 

・ 加藤博文、長沼正樹、鈴木建治、S.N. Astakhov、S.S. Makarov 
2012「ロシア連邦トゥーヴァ共和国採集の旧石器資料」『旧石器研究』8: 155-164. 

・ 佐野勝宏 
2012「ヨーロッパにおける中期・後期旧石器時代遺跡の時空間分布」『日本旧石器学会第 10 回講

演・研究発表シンポジウム予稿集 旧石器時代遺跡・立地・分布研究の新展開』63-66. 
・ 佐野勝宏、傳田惠隆、大場正善  

2012「狩猟法同定のための投射実験研究（1）—台形様石器」『旧石器研究』第 8 号：45-63. 
・ 佐野勝宏、鹿又喜隆、洪 惠媛、川口 亮、張 思熠、阿子島香、柳田俊雄 

2012「山形県舟形町高倉山遺跡第 3 次発掘調査」『第 26 回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』
69-78. 

・ 高倉 純 
2012「モンゴル高原に旧石器遺跡を探る」『北方博物館交流』23・24: 20-22. 

・ 高倉 純 
2012「札幌市 K39 遺跡医学部陽子線研究施設地点の発掘調査」『日本考古学』33：113-122. 

・ 傳田惠隆、佐野勝宏 
2012「高倉山遺跡出土資料のファブリック解析」『旧石器考古学』76: 69-82. 

2011 
・ Fujimoto, Y., Y. Kondo, A. Kaneda, Y. Seino, H. Yamaguchi, and T. Uozu 

2011 Organizing diverse and dispersed information on the endangered cultural properties by a voluntary 
initiative: consortium for the earthquake-damaged cultural heritage (CEDACH). ISPRS SC Newsletter 5(1): 
4. 

・ Guliyev, F. Y. Nishiaki, F. Huseinov, S. Kadowaki, K. Shimogama, C. Akashi, S. Kume, and O. Zamanov 
2011 Archaeological excavations of a Neolithic site of Göytepe. Archaeologcial Researches in Azerbaijian 
2010: 52-58. 

・ Jamous, B. and Y. Nishiaki 
2011 Neolithic caves in the Jebel Ansarieh, West Syria. Neo-Lithics 11(2): 16-18. 

・ Nishiaki, Y. 
2011 Excavations at Tell Seker al-Aheimar, Hassake, Tenth season, 2009. Chronique Archeologique en 
Syrie 5: 61-67. 

・ Nishiaki, Y., M. Abe, S. Kadowaki, S. Kume, and H. Nakata 
2011 Archaeological Survey around Tell Ghanem al-'Ali (II). Al-Rāfidān 32: 189-205. (査読) 

・ Nishiaki, Y., S. Kadowaki, H. Nakata, K. Shimogama, and Y. Hayakawa 
2011 Archaeological survey around Tell Gahnem Al-'Ali (IV). Al-Rāfidān 32: 125-133. (査読) 

・ Nishiaki, Y. and K. Nagai 
2011 Obsidian knappers at the Late PPNB consumer settlement of Tell Seker Al-Aheimar, Northeast Syria. 
Paleorient 37(2): 91-105. (査読) 

・ Sano, K. 
2011 Mobility and Lithic Economy in the Terminal Pleistocene of Central Honshu. Asian 
Perspectives 49(2). (査読) 

・ Sano, K., A. Maier, and S.M. Heidenreich 
2011 Bois Laiterie revisited: Functional, morphological and technological analysis of Glacial hunting camp 
in north-western Europe. Journal of Archaeological Science 38(7): 1468-1484. (査読) 
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・ Takakura, J. 
2011 Refitted materials and consideration of lithic reduction sequence among the microblade assemblages: 
a view from the Okushirataki-1 site, northern Japan. Asian Perspectives 49(2): 332-347. (査読) 

・ 小野 昭  
2011「旧石器時代の人類活動と自然環境」『第四紀研究』50: 85-94． 

・ 加藤博文 
2011「旧石器考古学から見たベーリング海峡」『旧石器考古学』75: 93-100. 

・ 門脇誠二 
2011「北レヴァント地方における終末期旧石器時代中葉の石器製作伝統」『オリエント』54(2): 
134-135. 

・ 門脇誠二 
2011「南レヴァントの後期新石器集落における空間アクセスの分析と世帯間関係の考察—タバカ

ト・アルブーマの遺跡構造研究から」『西アジア考古学』12: 1-13. 
・ 門脇誠二 

2011「大地にさぐる人類史」東京外語大学アジア・アフリカ言語文化研究所編『フィールドプラ

ス』6: 18-19. 
・ 佐野勝宏 

2011「石器に残される狩猟痕跡認定のための指標」『考古学ジャーナル』614: 20-25. 
・ 佐野勝宏 

2011「彫器再考: 彫刀面打撃の役割に関する機能論的検討」『旧石器研究』7: 15-35. 
・ 高倉 純 

2011「石器からみた縄文から続縄文時代への変容」『北海道考古学』47: 17-32. 
・ 長井謙治 

2011「旧石器時代終末から縄文時代草創期の北陸」『考古学ジャーナル』610: 25-29. 
・ 長井謙治 

2011「石器づくりの考古学-実験考古学と縄文時代の始まり」『石器文化研究』16: 44-46. 
・ 長井謙治 

2011「鈴木報告へのコメント」『石器文化研究』16: 81-82. 
・ 長井謙治 

2011「〈用語解説〉実験考古学（experimental archaeology）」『知能と情報』23(1): 121. 
・ 長井謙治 

2011「第 3 回アジア旧石器協会国際シンポジウム」『旧石器考古学』74: 105-106. 
・ 長井謙治 

2011「前・中期旧石器時代の石器製作技術—所謂『鈍角剥離』の再検討から」『旧石器研究』7: 
93-106. 

・ 長井謙治 
2011「捏造問題からみた『モノ』」『Digging Up』21: 7. 

・ 西秋良宏、門脇誠二、下釜和也 
2011「ユーフラテス河中流域の先史時代-第四次踏査報告」『オリエント』52(2): 215. 

2010 
・ Akazawa, T., Y. Kanjo, Y. Nishiaki, H. Nakata, M. Yoneda, O. Kondo, K. Tanno, and S. Muhesen  

2010 The 2007-2008 seasons' excavations at Dederiyeh Cave, Afrin, Northwest Syria. Chronique 
Archeologique en Syrie 4: 31-38. 

・ Gibbs, K., S. Kadowaki, and E. B. Banning 
2010 Excavations at a Late Neolithic and Early Bronze I al-Basatin in Wadi Ziqlab, northern Jordan. 
American Journal of Archaeology 54: 461-476. (査読) 

・ Guliyev, F., Y. Nishiaki, F. Fuseinov, S. Kadowaki, K. Tanno, Y. Hayakawa, N. Hacizade, T. Babayeva, S. 
Kume, K. Shimogama, Y. Arimatsu, and C. Akashi 
2010 Excavations of a Neolithic settlement at Goytepe. Archaeological Researches in Azerbaijan 2009: 45-
54. (査読) 

・ Kadowaki, S. 
2010 Holocene book review: A Holocene prehistoric sequence in the Egyptian Red Sea area: The Tree 
Shelter, edited by Pierre M. Vermeersch, Leuven: Leuven University Press. The Holocene 20(2): 304-305. 
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(査読) 
・ Nishiaki, Y.  

2010 The architecture and pottery developments at the Neolithic settlement of Tall-i Jari B, Marv Dasht, 
Southwest Iran. Archäologische Mitteilungen aus Iran und Turan 42: 113-127. (査読) 

・ Nishiaki, Y. 
2010 Early Bronze Age flint technology and flake scatters in the North Syrian steppe along the Middle 
Euphrates. Levant 42 (2): 170-184. (査読) 

・ Nishiaki, Y.   
2010 Excavations at Tell Seker al-Aheimar, Hassake: The 2008 season. Chronique Archeologique en 
Syrie 4: 67-74. 

・ Nishiaki, Y. 
2010 Archaeological evidence of the Early Bronze Age communities in the Middle Euphrates steppe, North 
Syria. Al-Rafidan, Special Issue: 37-48. (査読) 

・ Nishiaki, Y. 
2010 A radiocarbon chronology of the Neolithic settlement of Tall-i Mushki, Marv Dasht plain, Fars, Iran. 
Iran 43: 1-10. (査読) 

・ Nishiaki, Y. 
2010 The development of architecture and pottery at the Neolithic settlement of Tall-i Jari B, Marv Dasht, 
Southwest Iran. Archaologische Mitteilungen aus Iran und Turan 42: 113-126. 

・ Nishiaki, Y. and M. Abe 
2010 Archaeological survey around Tell Ghanem Al-Ali (III). Al-Rafidan 31: 125-128. 

・ Nishiaki, Y., M. Abe, S. Kadowaki, S. Kume, and H. Nakata.   
2010 Archaeological survey around Tell Ghanem Al-Ali (II). Al-Rafidan 31: 115-118 (in Arabic). (査読) 

・ 加藤博文 
2010「シベリアにおける細石刃石器群: 北方狩猟採集民の適応戦略として（下）」『旧石器考古学』
72. 

・ 門脇誠二 
2010「西アジア新石器時代の製粉具に関する技術研究：アイン・アブ・ネケイレ遺跡の事例」

『論集忍路子』3: 1-36. 
・ 近藤康久 

2010「オマーンバート遺跡群」『考古学研究』57(2): 118-120. 
・ 長井謙治 

2010「〈新刊紹介〉愛媛県上黒岩遺跡の研究」『旧石器考古学』73: 57-58. 
・ 長沼正樹 

2010「いわゆるナイフ形石器文化をめぐる学説史と方法論的展望」『論集忍路子』3: 37-58. 
・ 西秋良宏 

2010「シリア、デデリエ洞窟」『考古学ジャーナル』602: 31-33. 
・ 西秋良宏、仲田大人、米田 穣、近藤 修、石井理子、佐々木智彦、Y. Kanjou、S. Muhesen、赤

澤 威 
2010「シリア、デデリエ洞窟の先史人類学的発掘—2009 年度調査報告」『高知工科大学紀要』
7(1): 57-69. 

【学会発表】 
 2016 
・ Arai, S., F. Guliyev and Y. Nishiaki  

2016 Evolution of worked bone industry in the Neolithic Southern Caucasus. Paper presented at the 11th 
Meeting of the Worked Bone Research Group, the International Council for Archaeozoology, Iasi, May 23–
28, 2016. 

・ Nagai, K.   
2016 Variability in East Asian pressure flaking techniques on bifaces during the Final Paleolithic and Early 
Neolithic: Understanding of the knappers’ kinesiological differences as an indicator of culturally learned 
behavior. 7th Worldwide Conference of the Society for East Asian Archaeology (SEAA). 2016.6. 9.-12. 2016. 
Harverd University, Cambridge/Boston, USA. 

・ Nishiaki, Y.  
2016 Towards a high-resolution chronology of the Neolithisation processes of the Southern Caucasus. The 
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8th World Archaeological Congress, Doshisha University, Kyoto, August 28–September 2, 2016.   
・ Nishiaki, Y.  

2016 The emergence and development of the Mlefaatian lithic industry in the Iranian Zagros. The 8th 
Conference on PPN Chipped and Ground Stone Industries of the Near East. Nicosia, November 23–27, 
2016.  

・ Nishiaki, Y.  
2016 Obsidian circulation among the early Neolithic societies in the Southern Caucasus. The 8th 
Conference on PPN Chipped and Ground Stone Industries of the Near East. Nicosia, November 23–27, 
2016. 

・ Romagnoli, F., Y. Nishiaki, F. Rivals, and M. Vaquero  
2016 Session: Multidisciplinary approach in the definition of high-resolution events to interpret past human 
behaviour. The 8th World Archaeological Congress, Doshisha University, Kyoto, August 28–September 2, 
2016.   

・ Sano, K.  
2016 Towards a better documentation and understanding of microwear and residues using the high-speed 
image stitching function: A case study from the middle Upper Palaeolithic site of Shimohara-Fujimicho, 
Tokyo, Japan. World Archaeological Congress 8 Kyoto. 2016.8.28-9.2, 2016. Doshisha University, Kyoto, 
Japan. 

・ Sano, K.  
2016 Evidence for mechanically-delivered armatures on early Upper Palaeolithic trapezoids from Japan. 
The 8th Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2016.6.24-28, 2016. Tokyo Metropolitan University, 
Tokyo, Japan. 

・ Lee, Gi-Kil, and K. Sano 
2016 Functional and morphometric analyses of tanged points from the Jingeuneul site in Korea. The 8th 
Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2016.6.24-28, 2016. Tokyo Metropolitan University, Tokyo, 
Japan. 

・ 門脇誠二 
2016「ホモ・サピエンスの拡散と西アジアにおける上部旧石器文化のはじまり」『日本考古学協

会第 82 回総会』2016.5.5.29 東京：東京学芸大学. 
・ 下釜和也、F. Guliyev、門脇誠二、仲田大人、赤司千恵、新井才二、西秋良宏 

2016「南コーカサス地方の新石器時代―第 8 次発掘調査（2015 年）」『第 23 回西アジア発掘調査

報告会』2016.3.26. 東京：池袋サンシャイン文化会館. 
・ 長沼正樹  

2016「人類の進化と北方への進出－考古学の証拠から」『北海道立北方民族博物館第 31 回特別展

－北からの文化の波北海道の旧石器からオホーツク文化まで関連講座・開催記念講演』2016.7.16. 
網走：北海道立北方民族博物館. 

・ 長沼正樹 
2016「旧石器考古学へのいざない－私たちはどこから来たか」『朝日カルチャーセンター／朝日

JTB・交流文化塾札幌 2016 年公開講座』2016.5.21. 札幌：朝日カルチャーセンター札幌教室. 
・ 西秋良宏 

2016「ユネスコ主催第 2 回シリア文化遺産専門家会議報告」『文化遺産国際協力コンソーシアム

第 27 回西アジア分科会』2016.7.4. 東京文化財研究所. 
・ 西秋良宏 

2016「イラン新石器時代の展開とムレファティアン石器群」『日本西アジア考古学会第 21 回総

会・大会』2016.6.25–26. 東京：立教大学. 
・ 西秋良宏 

2016「ネアンデルタール人の石器」『知の回廊開館記念連続講演会第 9 回』2016.6.25. 東京大学総

合研究博物館 
・ 西秋良宏 

2016「南コーカサスの新石器時代」『公開セミナー：アゼルバイジャン考古学の新展開』

2016.5.14. 東京大学総合研究博物館. 
・ 西秋良宏 

2016「西アジアの先史部族社会の調査 2007–2011」『東京大学総合研究博物館ボランティアの会講

演会』2016.1.13. 東京大学総合研究博物館 
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・ 西秋良宏 
2016「西アジア発、新石器革命とその拡散」『2016 年度西洋史研究会大会』2016.11.19–20. 東北

大学 
・ 西秋良宏・O. Aripdjanov、A. Rajabov、B. Sayfullayev・仲田大人・赤司千恵・新井才二 

2016「北ユーラシアの旧人・新人交替劇―第 3 次ウズベキスタン旧石器遺跡調査（2015 年）」『古

代オリエント世界を掘る-第 23 回西アジア発掘調査報告会』日本西アジア考古学会. 2016.3.26–27. 
東京：池袋サンシャインシティ.  

・ 松本直子 
2016 「こころとモノの境界はどこにあるのか―認知考古学的視点―」『人間環境学府 学際シ

ンポジウム「こころを掘り起こす」』2016.2.14. 福岡：九州大学 
2015 
・ Akashi, C., Y. Nishiaki, and F. Guliyev  

2015 The plant remains from Göytepe, a Neolithic settlement in Western Azerbaijan. International 
Congress of Young Archaeologists. 2015.10.11–14, 2015. Tehran University, Tehran, Iran. 

・ Akazawa, T., Y. Kanjo, and Y. Nishiaki 
2015 The Pakaeolithic Cave Site of Dederiyeh, Afrin, Northwest Syria. ISCACH (Beirut 2015): 
International Syrian Congress on Archaeology and Cultural Heritage. 2015.12.3-6. 2015. Gefinor Rotana 
Hotel, Beirut, Lebanon. 

・ Arai, S., S. Kadowaki, K. Ohnishi, F. Guliyev, and Y. Nishiaki  
2015 Early animal husbandry in Azerbaijan: Implications for the origin and development of Neolithic 
culture in the Southern Caucasus. Paper presented at the 12th International Symposium on the 
Archaeozoology of Southwest Asia. 2015.6.10–14, 2015. Groningen, Netherland. 

・ Kadowaki, S.   
2015 Early Upper Palaeolithic lithic technology in the Syrian Desert and its implications for the dispersal of 
Homo sapiens. International Union for Quaternary Research, XIX Congress. 2015.7.26–8.2, 2015. The 
Nagoya Congress Center, Japan. 

・ Kondo, Y., K. Sano, T. Omori, A. Abe-Ouchi, Wing-Le Chan, S. Kadowaki, M. Naganuma, R. O’ishi, T. 
Oguchi, M. Yoneda, and Y. Nishiaki  
2015 A combination of ecological niche models and cost surface analysis figures out routes and rapidity of  
the dispersal of early modern humans. International Union for Quaternary Research, XIX Congress. 
2015.7.26–8.2, 2015. The Nagoya Congress Center, Japan. 

・ Naganuma, M.   
2015 Migration routes of Homo sapiens and beginning of the Upper Paleolithic cultures in eastern Eurasia. 
"Introductory Course to Prep Subjects RJE3 Program", 2015.6.4. Irkutsk State University, Irkutsk, Russia. 

・ Nishiaki, Y. 
2015 The Pre-Pottery to Pottery Neolithic settlement of Tell Seker-Aheimar, Hassake, Syria: Exacavations 
from 2000 to 2010. ISCACH (Beirut 2015): International Syrian Congress on Archaeology and Cultural 
Heritage. 2015.12.3-6. 2015. Gefinor Rotana Hotel, Beirut, Lebanon. 

・ Nishiaki, Y. 
2015 The steppe exploitation during the Palaeolithic to Bronze Age in the Middle Euphrates Valley: 2007—
2011 surveys. ISCACH (Beirut 2015): International Syrian Congress on Archaeology and Cultural 
Heritage. 2015.12.3-6. 2015. Gefinor Rotana Hotel, Beirut, Lebanon. 

・ Nishiaki, Y.   
2015 Development of the Neolithic industries in the Iranian Zagros. International Congress of Young 
Archaeologists. 2015.10. 11–14, 2015. Tehran University, Tehran, Iran. 

・ Nishiaki, Y.   
2015 The Zagros Neolithic seen from the excavations of Tell Seker al-Aheimar, northeast Syria. Invited 
Lecture by the Archaeological Society of Kermanshah. 2015.10. 18. Kerman Hotel, Kermansha, Iran. 

・ Ono, A.   
2015 Northeast Asian records of early symbolic behavior. Invited lecture of The 57th Hugo Obermaier-
Gesellschaft, Heidenheim, Germany, 2015. 4. 8. 

・ Sano, K.   
2015 Evidence for mechanically-delivered armatures from early Upper Palaeolithic sites in Japan. 
European Society for the study of Human Evolution 5th Annual Meeting. 2015.9.10-12. London, UK. 

・ Takakura, J.   
2015 Identification of blade and microblade flaking techniques and its significance for the Upper Paleolithic 
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research in northeastern Asia. International Conference on the Method for the Study of Stone Artifacts. 
2015.11.16-18. The Institute of the Material Culture History, Russian Academy of Science, St.Petersburg, 
Russia. 

・ Takakura, J.   
2015 Rethinking small: a difference between before and after the appearance of microblade technology in 
northeastern Asia. The 5th Annual Meeting of the European Society for the Study of Human Evolution. 
2015.9.9-11. The British Museum, London, UK. 

・ Takakura, J.   
2015 The Tougeshita method reconsidered: a technological assessment of the microblade assemblages in 
Hokkaido, Northern Japan. The 19th Congress of the International Union for Quaternary Research. 
2015.8.10–14. Nagoya, Japan. 

・ Takakura, J.   
2015 Rethinking the blade and microblade technologies in the middle Upper Paleolithic of Hokkaido, 
Northern Japan. The 19th Congress of the International Union for Quaternary Research. 2015.8.10–14. 
Nagoya, Japan. 

・ 新井才二、O. Aripdjanov、仲田大人、三木健裕、大森貴之、R. Suleymanov、西秋良宏 
2015「ウズベキスタン，アンギラク洞窟出土の動物骨にみる中期旧石器時代人の動物利用」『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補

助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 加藤真二、國木田大、髙倉 純、森川 実、芝康次郎、長沼正樹、尾田識好 

2015「華北土器出現期に関する予察」『第 16 回北アジア調査研究報告会』2015.2.22. 東京：東京

大学. 
・ 門脇誠二 

2015「考古学から見た学習仮説—新人と旧人の文化格差はいつ生じたか」『なぜネアンデルター

ル人はいなくなったのか-学習仮説からの展望』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開

講演会. 2015.7.5. 東京：東京大学. 
・ 門脇誠二  

2015「ネアンデルタール人の消滅と新人サピエンスの拡散」『第四紀年代学、古気候学、考古学

が解き明かす人類進化史の真相—ネアンデルタールの消滅とホモ・サピエンスの拡散』国際第四

紀学連合第 19 回大会記念一般普及講演会. 2015.7.26. 名古屋：名古屋大学野依記念学術交流館. 
・ 門脇誠二、大森貴之、西秋良宏  

2015「新人は技術革新に促進されて西アジアからヨーロッパへ拡散したのか？：石器技術か

らの展望」『日本西アジア考古学会第 20 回総会・大会』2015.6.13–14.名古屋：名古屋大学野

依記念学術交流館. 
・ 門脇誠二、大西敬子、西秋良宏  

2015「新石器時代ヤギの DNA 系統解析：家畜ヤギの西アジア起源説への示唆」『日本西アジ

ア考古学会第 20 回総会・大会』2015.6.13–14.名古屋：名古屋大学野依記念学術交流館. 
・ 近藤康久  

2015「ネアンデルタール人とホモ・サピエンスの環境適応能力：彼らは共存できたのか」『第四

紀年代学、古気候学、考古学が解き明かす人類進化史の真相―ネアンデルタールの消滅とホモ・

サピエンスの拡散』国際第四紀学連合第 19 回大会記念一般普及講演会. 2015.7.26. 名古屋：名古

屋大学野依記念学術交流館. 
・ 近藤康久、佐野勝宏、大森貴之、阿部彩子、W. Chen、大石龍太、門脇誠二、長沼正樹、小口 

高、西秋良宏、米田 穣 
2015「旧人・新人の生態ニッチモデリング共同研究のまとめ」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 近藤康久、佐野勝宏、門脇誠二、長沼正樹、西秋良宏 

2015「交替劇関連遺跡・石器製作伝統データベース Neander DB 構築のまとめ」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 佐野勝宏 

2015「ネアンデルタール人の絶滅プロセスとその背景」『ネアンデルタール人の絶滅の謎に迫る』
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科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開講演会. 2015.2.7. 東京：東京大学. 
・ 髙倉 純  

2015「ニセコ町内の旧石器時代遺跡」公開講演会ニセコ町の先史時代遺跡. 2015.12.6. ニセコ：有

島記念館. 
・ 髙倉 純  

2015「フラクチャー・ウィングの分析と押圧細石刃剥離技術の研究」岩宿フォーラム 2015『石器

製作技術』. 2015.10.31-11.1. みどり：岩宿博物館(群馬県). 
・ 髙倉 純  

2015「『細石刃』剥離技術をどのように定義すべきか」第 13 回日本旧石器学会大会. 2015.6.20. 仙
台：東北大学.  

・ 髙倉 純  
2015「旧石器時代遺跡にみる石器製作技術伝達のための学習行動の変異」『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研

究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 髙倉 純  

2015「広郷型細石刃核を伴う石器群での剥離技術分析」第 16 回北アジア調査研究報告会 . 
2015.2.22. 東京：東京大学. 

・ 長沼正樹  
2015「ホモ・サピエンスの拡散と各地への適応」『人類進化の跡をたどる－考古学の証拠から－

朝日カルチャーセンター／朝日 JTB・交流文化塾札幌 2015 年秋季講座』2015.12.9. 札幌：朝日カ

ルチャーセンター札幌教室. 
・ 長沼正樹  

2015「旧人文化と新人の登場」『人類進化の跡をたどる－考古学の証拠から－朝日カルチャーセ

ンター／朝日 JTB・交流文化塾札幌 2015 年秋季講座』2015.11.25. 札幌：朝日カルチャーセンタ

ー札幌教室. 
・ 長沼正樹  

2015「初期人類の出現とかれらの暮らし」『人類進化の跡をたどる－考古学の証拠から－朝日カ

ルチャーセンター／朝日 JTB・交流文化塾札幌 2015 年秋季講座』2015.11.11. 札幌：朝日カルチ

ャーセンター札幌教室. 
・ 長沼正樹  

2015「エミランに類似する石器群の問題」『北海道旧石器文化研究会』、2015.6.27.札幌：北海道大

学. 
・ 長沼正樹 

2015「考古学とアイヌ」『平成 26 年度第三期イオル伝承者（担い手）育成事業研修考古学講座』

2015.3.23. 白老：アイヌ民族博物館（白老）. 
・ 長沼正樹、加藤博文 

2015「草原景観と旧石器時代における人類移住ルートの可能性」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 西秋良宏 

2015「東ユーラシアのネアンデルタール人—ウズベキスタン現地調査から」『ネアンデルタール

ミッション—日本人研究者による旧人遺跡の調査』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

公開講演会. 2015.11.28. 東京：東京大学本郷キャンパス理学部 2 号館講堂. 
・ 西秋良宏 

2015「東京大学のシリア調査」『シリア内戦下の文化財危機シンポジウム』2015.2.22-23. 東京：

サンシャインシティ文化会館. 
・ 西秋良宏 

2015「考古学からみた交替劇」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化

に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 
高知：高知会館. 

・ 西秋良宏、O. Aripdjanov、R. Suleymanov、仲田大人、三木健裕、新井才二 
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2015「北ユーラシアの旧人・新人交替劇—ウズベキスタン旧石器遺跡調査（2014 年）」『古代オリ

エント世界を掘る—第 22 回西アジア発掘調査報告会』2015.3.22-23. 東京：サンシャインシティ

文化会館. 
・ 西秋良宏  

2015「考古学のフィールドから見た文化財保護活動のあり方」『危機の中の文化遺産－ムニール・

ブシュナキ氏を迎えて』世界文化遺産コンソーシアム.2015.11.6. 東京: TKP ガーデンシティ

PREMIUM 神保町. 
・ 西秋良宏  

2015「メソポタミア先史時代の建築伝統—シリア、セクル・アル・アヘイマル遺跡で発見された

先土器新石器時代泥壁住居をめぐって」『日本西アジア考古学会第20回総会・大会』2015.6.13–14.
名古屋：名古屋大学野依記念学術交流館. 

・ 日暮泰男 
2015「槍先端部の質量が槍の飛距離におよぼす影響」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10
回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 

・ 松本直子  
2015「農耕文化拡散過程における人口動態と文化伝播」『日本進化学会第17回大会（ワークショッ

プ３「日本の考古遺物を中心とした文化進化的考察」）』2015.8.20. 東京：中央大学後楽園キャン

パス 
2014 
・ Higurashi, Y. 

2014 On the mechanics of the spear thrower. RNMH2014: The Second International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-
12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kadowaki, S.  
2014 Diffusion or progressive integration?: Re-considering the widespread distributions of early UP/LSA 
bladelet technologies from west Asia to south Europe and from east Africa to south Asia. RNMH2014: The 
Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kadowaki, S. and Y. Nishiaki  
2014 Middle Epipalaeolithic technological variability in the northern Levant: New data from the middle 
Euphrates. The Society for American Archaeology 79th Annual Meeting. 2014.4.26. Austin, USA. 

・ Kadowaki, S., Y. Nishiaki, and F. Guliyev  
2014 Tracing the origins of early agricultural settlements in the southern Caucasus: New evidence from 
Hacı Elamxanlı Tepe (Azerbaijan) in the 2012 and 2013 seasons. The 9th International Congress on the 
Archaeology of the Ancient Near East. 2014.6.13. Basel, Switzerland. 

・ Kato, H., M. Naganuma, and T. Sato 
2014 Results of the archaeological excavation from Hamanaka-2 site 2011 and 2013 field years. Workshop 
May Baikal Hokkaido Archaeology Project. 2014.5.5. Edmonton, Canada. 

・ Kobayashi, Y., S. Kadowaki, and M. Naganuma  
2014 A population-genetics based model for explaining apparent cultural continuity from the Middle to 
Upper Palaeolithic in Eurasia. RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, 
Hokkaido, Japan. 

・ Kondo, Y., K. Sano, S. Kadowaki, M. Naganuma, T. Omori, M. Yoneda, and Y. 25Nishiaki  
2014 Assessing environmental factors to the replacement of Neanderthals by Modern Humans in terms of 
ecocultural niche modelling. European Geosciences Union General Assembly 2014, SSP4.2 Always Look on 
the Bright Side—Environmental Constrains of Early Human Expansions. 2014.5.2. Vienna, Austria. 

・ Lipnina, E., G. Medvedev, F. Khazykhenova, K. Yoshida, D. Kunikida, T. Sato, and H. Kato  
2014 The exploitation and adaptation in the Asian Arctic and Paleolithic in the Baikal Siberia. RNMH2014: 
The Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Nakata, H.  
2014 The Emergence of the Upper Palaeolithic in the Japanese Archipelago. RNMH 2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
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Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 
・ Nishiaki, Y. 

2014 Recent progress in the archaeology of Palaeolithic caves in Japan. The 32nd National Geoscience 
Congress and the 1st International Speleology Congress. 2014.2.16-19. Geological Survey in Iran, Tehran 
and Hamedan. 

・ Nishiaki, Y.  
2014 The RNMH project: A summary. RNMH 2014: The Second International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-
12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Nishiaki, Y. and T. Akazawa  
2014 The Middle Palaeolithic of the Palmyra Basin, Syria. Intra-site spatial patterning at Douara Cave. The 
XVII UISPP World Congress. 2014.9.1-7. Burgos, Spain. 

・ Nishiaki, Y., O. Aripdjanov, and R. Suleimanov  
2014 The late Middle Palaeolithic occupations at Anghilak Cave, southern Uzbekistan. The 7th Annual 
Meeting of the Asian Palaeolithic Association Conference. 2014.11.12-16. Gongju, Korea. 

・ Nishiaki, Y., O. Aripdjanov, R. Suleymanov, H. Nakata, S. Arai, T. Miki, and J. Ismailova  
2014 New insight into the end of the Middle Palaeolithic in Central Asia. RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Nishiaki, Y., Y. Kanjou, and T. Akazawa  
2014 The Neanderthal occupations at Dederiyeh Cave, Syria. RNMH2014: The Second International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Nishiaki, Y., Y. Kanjo, S. Muhesen, and T. Akazawa  
2014 The "Natufian" in northern Levant: The Late Epipalaeolithic of Dederiyeh Cave, Afrin Valley, 
northwest Syria. The XVII UISPP World Congress. 2014.9.1-7. Burgos, Spain. 

・ Omori, T. and K. Sano  
2014 Spatiotemporal pattern of the Middle to Upper Paleolithic transitional lithic industries in Europe: A 
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・ 加藤博文 

2012「シベリアに進出したデニソワ・ネアンデルタール人」『第 2 回交替劇プロジェクト公開講

座』2012.6.30. 東京：キャンパス・イノベーションセンター東京国際会議室. 
・ 加藤博文 

2012「シベリアにおける旧石器編年と交替劇」『新学術領域研究「交替劇」公開シンポジウム 

ホモサピエンスと旧人—旧石器考古学からみた交替劇』2012.6.16-17. 東京：東京大学. 
・ 加藤博文 

2012「北海道の先史文化のダイナミズムと環境」『新学術領域研究環太平洋の環境文明史シンポ

ジウム 環太平洋の環境と文明を考える』2012.6.2. 札幌：札幌大学. 
・ 加藤博文 

2012「人類の起源と進化」『中小企業同友会第 60 回同友会大学』2012.5.22. 札幌：一般社団法人

北海道中小企業家同友会. 
・ 加藤博文 

2012「シベリアにおける旧人・新人「移行期仮説」の検証」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 加藤博文 

2012「シベリアにおける旧人・新人「移行期仮説」の検証」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 門脇誠二 

2012「墓前儀礼としての石器づくり？ユーフラテス河中流域における青銅器時代墓地と石器散布

の空間関係」『メソポタミア青銅器時代の葬制』日本西アジア考古学会 2012 年度ワークショップ. 
2012.12.8. 東京：国士舘大学. 

・ 門脇誠二 
2012「石の観測知―岩石からみる石器文化」『Hands On 3：観測知にふれるハンズオン・ギャラリ

ー（第 4 回）』2012.10.20. 名古屋：名古屋大学博物館. 
・ 門脇誠二 

2012「レヴァント地方上部旧石器文化の多様性：ユーフラテス川中流域の新資料から」『日本オ

リエント学会第 54 回大会』2012.11.25. 平塚市：東海大学湘南キャンパス. 
・ 門脇誠二 

2012「石の観測知―岩石からみる石器文化」『Hands On 3：観測知にふれるハンズオン・ギャラリ

ー（第 1 回）』2012.7.8. 東京：東京大学総合研究博物館. 
・ 門脇誠二 

2012「アフリカの中・後期石器時代とレヴァントの中・後期旧石器時代の編年と現代人的行動の

出現に関する予備的考察」『日本旧石器学会第 10 回大会』2012.6.23-24. 奈良：奈良文化財研究所. 
・ 門脇誠二 

2012「アフリカと西アジアの旧石器文化編年からみた現代人的行動の出現パターン」『ホモ・サ

ピエンスと旧人—旧石器考古学から見た交替劇』科学研究費補助金「新学術領域研究」A01 公開

シンポジウム. 2012.6.16-17. 東京：東京大学. 
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・ 門脇誠二 
2012「進化からみるヒトのからだ」『達人とはなそう—ヒトとからだ』名古屋市生涯学習推進セ

ンター連携講座. 2012.5.26. 名古屋：名古屋大学博物館. 
・ 門脇誠二 

2012「アフリカの中期石器時代における現代人的行動の時空分布」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 門脇誠二、久米正吾、下釜和也、西秋良宏 

2012「ユーフラテス河中流域の先史時代—第 5 次調査（2011）」『古代オリエント世界を掘る—第

19 回西アジア発掘調査報告会』日本西アジア考古学会. 2012.3.24-25. 東京：サンシャインシティ

文化会館. 
・ 門脇誠二 

2012「乾燥地における先史居住民の通時的検討：ユーフラテス川中流域の考古学調査から」『ユ

ーラシア乾燥地域の農耕民と牧畜民：考古学、民族学、文献史学の視点から』2012.3.3-4. 東京：

国士舘大学. 
・ 近藤康久 

2012「旧石器データベース Hacks!」『日本旧石器学会第 10 回大会』シンポジウム「遺跡・立地・

分布論の新たな展開—『日本の旧石器時代遺跡』データベースの到達点と展望」2012.6.23-24. 奈
良：奈良文化財研究所平城宮跡資料館.（基調講演） 

・ 近藤康久、阿児雄之 
2012「ソーシャルメディアでつながる・はじまる・ひろがる新しい学際研究：考古学 GIS の事例

から」『日本地球惑星科学連合 2012 年大会』セッション MTT-38「ソーシャルメディアと地球惑

星科学」2012.5.20-25. 千葉：幕張メッセ. 
・ 近藤康久、大森貴之、亀井宏行、小口 高 

2012「生態文化ニッチモデルの改良：ヨーロッパの旧石器遺跡を例に」『第 66 回日本人類学会大

会』セッション２「旧人・新人の交替劇における古気候変動の影響：地球物理学・空間情報科

学・年代学からのアプローチ」2012.11.2-4. 横浜：慶応義塾大学日吉キャンパス. 
・ 近藤康久、門脇誠二、西秋良宏 

2012「進化しつづける「交替劇」遺跡データベース」『日本地球惑星科学連合 2012 年大会』セッ

ション BPT-24「人類進化と気候変動」2012.5.20-25. 千葉：幕張メッセ. 
・ 佐野勝宏 

2012「ヨーロッパにおける中期・後期旧石器時代インダストリーの編年的・地理的分布パターン」

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究

費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 佐野勝宏 

2012「ヨーロッパにおける中期・後期旧石器時代遺跡の時空間分布」『日本旧石器学会第 10 回講

演・研究発表シンポジウム』2012.6.23-24. 奈良：奈良文化財研究所. 
・ 佐野勝宏 

2012「ヨーロッパにおける旧石器文化編年からみた現代人的行動の出現パターン」『ホモ・サピ

エンスと旧人—旧石器考古学から見た交替劇』2012.6.16-17. 東京：東京大学. 
・ 佐野勝宏 

2012「ヨーロッパにおける石器接合研究」『研究集会 石器接合資料研究の諸問題』2012.3.17. 札
幌：北海道大学. 

・ 高倉 純 
2012「石刃・細石刃剥離にかかわる接合資料分析」『研究集会 石器接合資料分析の諸問題』

2012.3.17. 札幌：北海道大学. 
・ 高倉 純 

2012「分節された剥離過程の単位と技量レヴェルの同定」『ネアンデルタールとホモ・サピエン

ス交替劇の真相—学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 高倉 純 
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2012「動作連鎖と技量習熟・伝達の民族誌考古学」科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

A02 班 2012 年度第 1 回研究会. 2012.7.1. 札幌：北海道大学. 
・ 高倉 純 

2012「石器作りの学習と文化伝達—細石刃石器群を例に」科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」B01 班 2012 年度第 1 回研究会. 2012.8.27. 札幌：北海道大学. 
・ 高倉 純 

2012「黒曜石製石器における剥離技術研究」2012 信州黒曜石フォーラム. 2012.12.2. 諏訪：諏訪

市博物館. 
・ 高倉 純・金成太郎 

2012「続縄文時代における石器石材の入手と選択」日本考古学協会弟 78 回総会・研究発表会、

2012.5.27. 東京：立正大学. 
・ 高倉 純・小杉 康  

2012「北海道における旧石器遺跡の分布と立地」『第 10 回日本旧石器学会研究大会』2012.6.24. 
奈良：奈良文化財研究所. 

・ 長井謙治 
2012「韓国旧石器データベースへの取り組み：その方法と見通し」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 長沼正樹 

2012「ロシア語圏の旧石器資料—データベース入力の作業経過」交替劇 B01 班 2012 年班会議. 
2012.8.28. 札幌：北海道大学遠友学舎. 

・ 長沼正樹 
2012「学習行動の物質化を検討する—遠い過去を実証的に研究するために—」交替劇 A02 班

2012 年第 1 回班会議・研究会. 2012.7.1. 札幌：北海道大学. 
・ 長沼正樹 

2012「中央アジアにおける旧石器編年と旧人・新人交替劇」『ホモ・サピエンスと旧人—旧石器

考古学からみた交替劇』2012.6.16-17. 東京：東京大学. 
・ 長沼正樹 

2012「両面石器の接合を考える—事例からみた可能性と限界」研究集会「石器接合資料研究の諸

問題」2012.3.17. 札幌：北海道大学. 
・ 新美倫子、乾 茂年、大谷茂之、門脇誠二 

2012「北海道オホーツク海沿岸の縄文時代貝塚の年代」『日本考古学協会第 78 回総会』2012.5.26-
27. 東京：立正大学. 

・ 西秋良宏 
2012「海外学術調査の魅力」『文京学院大学生涯学習センター 東大博物館に学ぶ第 2 弾』

2012.12.3. 東京：東京大学総合研究博物館. 
・ 西秋良宏 

2012「ネアンデルタール人の成長と石器製作技術の習得」第 66 回日本人類学会大会. シンポジウ

ム 15. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 西秋良宏 

2012「中東ネアンデルタール人の文化進化」『日本西アジア考古学会第 17 回総会・大会』

2012.6.9-10. つくば：筑波大学. 
・ 西秋良宏 

2012「ネアンデルタール DB と旧石器インダストリーの時空分布再構築」『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研

究「交替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 西秋良宏 

2012「文化からみた旧人・新人交替劇」『交替劇公開講座』2012.3.24. 東京：学術総合センター. 
・ 西秋良宏 

2012「ユーフラテス川中流域青銅器時代のステップ開発」『シンポジウム ユーラシア乾燥地域

の農耕民と牧畜民：考古学、民族学、文献史学の視点から』2012.3.3-4. 東京：国士舘大学. 
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・ 西秋良宏、ファルハド・キリエフ、門脇誠二、下釜和也、小高敬寛、有松唯、赤司千恵 
2012「南コーカサス地方の新石器時代：ギョイテペ遺跡の第 4 次発掘調査」『第 19 回西アジア発

掘調査報告会』2012.3.24. 東京：池袋サンシャイン文化会館. 
・ 日暮泰男 

2012「投擲運動の学習プロセスの解明：2012 年度の研究計画」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 日暮泰男、熊倉博雄 

2012「投擲運動のキネマティクス」第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：

慶應義塾大学日吉キャンパス. 
2011 
・ Guliyev, F. and Y. Nishiaki 

2011 New Research at Goytepe, Azerbaijan. International Conference: New Research on the Neolithic in 
the Circumcaspian Regions. 2011.11.27-30. Georgian National Museum, Tbilisi, Georgia. 

・ Kadowaki, S. 
2011 Lithic Technology in the Wadi Rabah Period: A Perspective from Wadi Ziqlab. International 
Symposium on Perspectives from the Periphery: Galilee in the Cultural Changes through Ages. 2011.5.28. 
Rikkyo University, Tokyo, Japan. 

・ Kato, H. 
2011 The potential for Archaeology in Hokkaido Island: New Approach of Baikal-Hokkaido Archaeology 
Project. Special Lecture in Oxford Center for Asian Archaeology, Art and Culture. 2011.11.29. Institute of 
Archaeology, University of Oxford, Oxford, UK. 

・ Kato, H. 
2011 Dispersal of ancient human groups and replacement from Neanderthal to Modern Human in 
Siberia.2011 Seoul National University and Hokkaido University Joint Symposium. 2011.11.19. Seoul 
National University, Seoul, Korea. 

・ Kondo, O. 
2011 An application of fourier and wavelet transforms to two-dimensional images: quantification of human 
vertebral tuberculosis. 2nd International Symposium on Biological Shape Analysis. 2011.9.7-9. Okinawa, 
Japan. 

・ Kondo, Y., A. Kaneda, Y. Fujimoto, Y. Seino, H. Yamaguchi, and T. Uozu 
2011 Cultural resource management in the disaster zone: a report on a voluntary initiative for the 
information-gathering of the earthquake-damaged cultural heritage in Japan. The 39th annual conference of 
Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology. 2011.4.12-16. Beijing, China. 

・ Kondo, Y., S. Kadowaki, H. Kato, M. Naganuma, A. Ono, K. Sano, and Y. Nishiaki 
2011 Network computing in archaeology: a case study from the "Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans" lithic industry database project. The 39th annual conference of Computer Applications and 
Quantitative Methods in Archaeology. 2011. 4.12-16. Beijing, China. 

・ Kondo, Y., G. Matsumoto, Y. Seino, T. Ako, W. Fukui, M. Sugiura, T. Uozu, and H. Yamaguchi 
2011 A Union of dispersed knowledge and people: achievements of Archaeo-GIS Workshop 2007-
2010. The 39th annual conference of Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology. 
2011.4.12-16. Beijing, China. 

・ Nagai, K. 
2011 Similarities of Pressure Flaking Techniques during the Final Upper Paleolithic and Early Neolithic: 
Toward an Understanding of Cultural Relationships Between Jeju Island, South Korea and Southwestern 
Japan. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in 
Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National 
Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Nagai, K. 
2011 Flintknapping for Public Archaeology. The 3th International Workshop of Heritage Education and Site 
Preservation for Commemorating the 19th Chongokni Paleolithic Culture Festival. 2011.5.6-7. Institute of 
East Asian Archaeology. Prehistoric sites in Jeongok-ri, Yeoncheon County, Gyeonggi-do, Korea. 

・ Nagai, K. 
2011 Traits in Stone Flaking Technology at Kanedori, Iwate, Japan. The 2nd International Symposium of 
Bifaces of the Lower and Middle Pleistocene of the World. 2011.4.30-5.5. Yeoncheon county, Gyeonggi-do, 
Korea. 
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・ Nishiaki, Y. 
2011 Discussion for Session 1: Neolithic Period and Early Bronze Age. International Symposium on 
Perspectives from the Periphery—Galilee in the Cultural Changes through Ages. 2011.5.27-29. Rikkyo 
University, Tokyo, Japan. 

・ Nishiaki, Y. and S. Kadowaki 
2011 Patterns of cultural change in the Middle and Upper Palaeolithic of the Levant. Workshop on the 
evolutionary theory of learning. 2011.11.28. Doshisha University, Kyoto, Japan. 

・ Nishiaki, Y., Y. Kanjou, S. Muhesen, and T. Akazawa 
2011 The Lower and Middle Paleolithic Assemblages of the Dederiyeh Cave, Syria. Dual Symposia: 
Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in Palaeolithic Asia & The 4th 
Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National Museum of Nature and Science, 
Tokyo, Japan. 

・ Oguchi, T. and Y. Kondo. 
2011 GIS applications for an interdisciplinary project: Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans. UGI 2011. 2011.11.14-18. Santiago, Chile. 

・ Portillo, M., S. Kadowaki, Y. Nishiaki and R. M. Albert 
2011 Early Neolithic husbandry practices at Tell Seker al-Aheimar (Upper Khabur, Syria): an 
ethnoarchaeological study of phytoliths and dung spherulites. The 8th International Meeting on Phytolith 
Research. 2011.9.14-18. Colorado, USA. 

・ Sano, K. 
2011 Functional Variability in Magdalenian of North-Western Europe, XVIII. INQUA (International Union 
for Quaternary Research) Congress. 2011.7.22-27. Bern, Switzerland. 

・ Sano, K., Y. Denda, and M. Ohba 
2011 Experiments in fracture patterns and impact velocity with replica projectile points from Japan, 
Multidisciplinary Scientific Approaches to the Study of Stone-Age Weaponry. 2011.9.19-22. Mainz, 
Germany. 

・ Sano, K., Y. Denda, M. Ohba, and I. Radu 
2011 Projectile Experiments in Fracture Patterns and Impact Velocity: Towards Understanding to Hunting 
Evolution, The 4th Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.26-12.01. National Museum of 
Nature and Science. Tokyo, Japan. 

・ Sano, K., Y. Denda, M. Ohba and R. Iovita 
2011 Projectile experiments in fracture patterns and impact velocity: towards understanding to hunting 
evolution. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in 
Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.12.26. National 
Museum of Nature and Science. Tokyo, Japan. 

・ Sato, T., F. Khenzkhenova, A. Simakova, N. Martynovich, H. Kato, K. Suzuki, K. Yoshida, E. Lipnona, and 
G. Medvedev 
2011 Interdiscipnary Research of the BolÕ shoj Narin Site, East Siberia. Dual Symposia: Symposium on the 
Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the 
Asian Palaeolithic Association. 2011.11.26-12.1. National Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ 阿児雄之、近藤康久 
2011「芽生え始めたアカデミック・ソーシャルメディア：Archaeo-GIS Workshop がおくる

USTREAM "友引 Night!!"」『日本地球惑星科学連合 2011 年大会』2011.5.24. 千葉：幕張メッセ. 
・ 大沼克彦 

2011「ネアンデルタール人石器の製作実演」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学

習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 
2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 

・ 小口 高、近藤康久 
2011「インターネット GIS を用いた人類進化と気候変動に関する情報の発信」『日本地球惑星科

学連合 2011 年大会』2011.5.26. 千葉：幕張メッセ. 
・ 小口 高、近藤康久 

2011「インターネット GIS を用いた考古・古環境情報の発信」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 小口 高、近藤康久、早川裕弌 
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2011「地球惑星科学の社会への普及に対するツイッターの貢献事例」『日本地球惑星科学連合

2011 年大会』2011.5.24. 千葉：幕張メッセ. 
・ 加藤博文 

2011「人類の起源と進化」中小企業同友会経営者大学. 2011.10.19. 札幌：一般社団法人北海道中

小企業家同友会. 
・ 加藤博文 

2011「環境変動と北方狩猟民文化の形成」『第 26 回北方民族文化シンポジウム 環境変化と先住

民の生業文化：陸域生態系における適応』2011.10.02. 札幌：北海道道立北方民族博物館. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「高緯度寒冷地への植民行動—その進化的・学習的意義」『旧人・新人の石器製作学習行動

を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアにおける石器製作伝統から見た交代劇の様相：現状と課題」『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術

領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアにおける中期・後期旧石器時代の時空間分布とその傾向」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 門脇誠二 

2011「考古標本から暮らしの変化を探る」『Hands On 2：進化にふれるハンズオン・ギャラリー

（第 2 回）』2011.12.17. 名古屋：名古屋大学博物館. 
・ 門脇誠二 

2011「アフリカにおける初期ホモ・サピエンスの石器製作伝統：その時空分布の研究動向」『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補

助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンタ

ー. 
・ 門脇誠二 

2011「ユーフラテス川中流域の先史遺跡：第五次踏査報告」『日本オリエント学会第 53 回大会』

2011.11.20. 岡山：ノートルダム清心女子大学. 
・ 門脇誠二 

2011「北レヴァント地方における終末期旧石器時代中葉の石器製作伝統」2011.11.20. 日本オリエ

ント学会第 53 回大会. 岡山：ノートルダム清心女子大学. 
・ 門脇誠二 

2011「考古標本から暮らしの変化を探る」『Hands On 2：進化にふれるハンズオン・ギャラリー

（第 1 回）』2011.7.18. 東京：東京大学総合研究博物館. 
・ 門脇誠二、F. Guliyev、久米正吾、下釜和也、赤司知恵、西秋良宏 

2011「南コーカサス地方の新石器時代：ギョイテペ遺跡の第 3 次発掘調査（2010 年）」『日本西ア

ジア考古学会第 16 回総会・大会』2011.6.4-5. 大宰府：筑紫女学園大学. 
・ 門脇誠二 

2011「交替劇の舞台としてのザクロス地方とアラビア半島：石器製作伝統の視点から」『ネアン

デルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金

新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 門脇誠二、近藤康久 

2011「石器製作伝統の消長パターンからさぐる旧石器人の学習行動」『旧人・新人の石器製作学

習行動を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 
・ 門脇誠二、近藤康久 

2011「レヴァント地方における中期・後期旧石器インダストリーの消長パターン」『ネアンデル

タールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学

術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 近藤 修、Y. Kanjou、石田 肇、石井理子、小口 高、西秋良宏、仲田大人、赤澤 威 
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2011「デデリエ洞窟出土の新幼児人骨資料」第 65 回日本人類学会大会. 2011.11.5. 那覇：沖縄県

立博物館・美術館. 
・ 近藤康久 

2011「人文フィールド GIS の現在・未来：考古学の視点から」『地理情報システム学会第 20 回研

究発表大会』2011.10.15-16. 鹿児島：鹿児島大学. 
・ 近藤康久 

2011「オマーン・バート遺跡群カスル・アル・スレメ地点の岩面陰刻について」『日本西アジア

考古学会第 16 回大会』2011.6.5. 大宰府：筑紫女学園大学. 
・ 近藤康久 

2011「考古学における生態文化ニッチモデリング」『日本地球惑星科学連合 2011 年大会』2011. 5. 
26. 千葉：幕張メッセ. 

・ 近藤康久、門脇誠二、西秋良宏 
2011「『旧人・新人交替劇』関連遺跡・石器製作伝統データベースの構築」『日本西アジア考古学

会第 16 回大会』2011.6.4-5. 大宰府：筑紫女学園大学. 
・ 近藤康久、門脇誠二、西秋良宏 

2011「ネアンデルタールとサピエンス「交替劇」関連遺跡・石器製作伝統データベース」『日本

西アジア考古学会第 16 回大会』2011.6.4-5. 大宰府：筑紫女学園大学. 
・ 近藤康久、小口 高 

2011「生態学的予測モデルの考古学への応用に関する研究」『CSIS DAYS 2011』2011.11.10-11. 
柏：柏・東京大学空間情報科学研究センター. 

・ 近藤康久、小口 高 
2011「予測モデリングと WebGIS による考古・年代・古環境データの統合と解析」第 65 回日本

人類学会大会. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 近藤康久、藤本 悠、清野陽一、山口欧志 

2011「CEDACH GIS：ボランティアによる被災文化遺産の復興支援に向けた空間情報コンテンツ

整備の取り組み」『地理情報システム学会第 20 回研究発表大会』2011.10.15-16. 鹿児島：鹿児島

大学. 
・ 近藤康久、藤本 悠、清野陽一、山口欧志 

2011「被災文化遺産の復興支援に向けた空間情報整備の取り組み」『考古学研究会第 57 回研究集

会』2011.8.27-28. 岡山：岡山大学. 
・ 佐野勝宏 

2011「考古学的証拠にみる旧人・新人の創造性」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研

究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 
・ 佐野勝宏 

2011「ヨーロッパにおける中期-後期旧石器時代移行期の新局面」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 佐野勝宏、小野 昭 

2011「ヨーロッパにおける旧人石器群と新人石器群の消長と拡散」『旧人・新人の石器製作学習

行動を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 
・ 佐野勝宏、鹿又喜隆、阿子島香、傳田惠隆、柳田俊雄 

2011「山形県舟形町高倉山遺跡第 2 次発掘調査」『第 25 回東北日本の旧石器文化を語る会』

2011.12.17-18. 青森：アピオ青森. 
・ 椎野若菜、石森大知、大西健夫、梶丸 岳、小西公大、駒澤大佐、近藤康久、佐藤靖明、澤柿教

伸、庄山紀久子、福井幸太郎、的場澄人、古澤拓郎 
2011「フィールドワーカーの知と知をつなぐ Fieldnet の取り組みと地理情報システム」『地理情

報システム学会第 20 回研究発表大会』2011.10.15-16. 鹿児島：鹿児島大学. 
・ 下釜和也 

2011「南コーカサス地域における中期・後期旧石器時代と旧人･新人の交替」『日本オリエント学

会第 53 回大会』2011.11.20. 岡山：ノートルダム清心女子大学. 
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・ 高倉 純 
2011「北海道の白滝遺跡群における旧石器接合資料の再検討：技量の習得過程復元の観点から」

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究

費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセ

ンター. 
・ 高倉 純 

2011「白滝遺跡群との比較：石狩低地帯」北海道旧石器文化研究会第 29 回研究会. 2011.11.19. 札
幌：北海道大学. 

・ 高倉 純 
2011「北海道・東北地方北部の 5-6 世紀における地域間関係」考古学研究会第 57 回研究集会. 
2011.8.27-28. 岡山：岡山大学. 

・ 高倉 純 
2011「白滝遺跡群における石器接合資料分析の方向性」『北海道旧石器文化研究会第 28 回研究会』

2011.6.11. 札幌：北海道大学. 
・ 高倉 純 

2011「学習行動の復元と石器接合資料の分析：北海道の後期旧石器時代石器群の事例から」『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補

助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 高倉 純 

2011「北東アジアの押圧細石刃剥離方法に関する先史人類学的意義」2011.11.6. 第 65 回日本人類

学会大会. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 長井謙治 

2011「新人の文化伝達に関する考古学的考察—民族考古学の可能性」『物質文化と精神文化

（2011 年度科研費合同研究会）』2011.11.18. 神戸：神戸学院大学有瀬キャンパス. 
・ 長井謙治 

2011「石鏃製作実験から見た学習」『旧人・新人の石器製作学習行動を探る』日本考古学協会第

77 回総会研究発表セッション 5. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 
・ 長井謙治 

2011「石器製作実演」『第 19 回漣川全谷里旧石器祭り』2011.5.4-5.8. 韓国. 
・ 長井謙治 

2011「鈴木報告へのコメント」『ナイフ形石器・ナイフ形石器文化とは何か—概念と実態を問い

直す』石器文化研究会・設立 25 周年記念シンポジウム実行委員会. 2011.1.22. 東京：明治大学 
・ 長沼正樹 

2011「いわゆるナイフ形石器文化「後半」を考える—技術構造と両面石器リダクションに着目し

て—」『ナイフ形石器・ナイフ形石器文化とは何か—概念と実態を問い直す』石器文化研究会シ

ンポジウム. 2011.1.22. 東京：明治大学. （紙上報告） 
・ 西秋良宏 

2011「歴史を学ぶ意味—中東考古学の現場から」『東大授業 in 彦根』2011.12.17. 彦根：彦根市市

民会館. 
・ 西秋良宏 

2011「ヒトと弓矢の生活史」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に

基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 
岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 

・ 西秋良宏 
2011「旧人・新人の創造性について考える」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学

習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 
2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 

・ 西秋良宏 
2011「中東ネアンデルタール人の居住空間」『日本オリエント学会第 53 回大会』2011.11.19-20. 
岡山：ノートルダム清心女子大学. 

・ 西秋良宏 
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2011「ルヴァロワ技術と旧人の学習行動」第 65 回日本人類学会大会.シンポジウム 6. 2011.11.6. 
那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 西秋良宏 
2011「遺跡分布調査から見たユーフラテス河中流域青銅器時代の社会」『日本西アジア考古学会

第 16 回総会・大会』2011.6.4-5. 大宰府：筑紫女学園大学. 
・ 西秋良宏 

2011「趣旨説明—旧人・新人交替劇と学習」『旧人・新人の石器製作学習行動を探る』日本考古

学協会第 77 回総会研究発表セッション 5. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 
・ 西秋良宏 

2011「ネアンデルタール人遺跡にみる空間構造」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研

究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 西秋良宏 

2011「日本の西アジア考古学の歴史と文化財」『アジア文化遺産国際会議：西アジアの文化遺産-
その保護と現状』2011.3.4-6. 東京：東京国立文化財研究所.（基調講演） 

・ 西秋良宏、長井謙治 
2011「複製実験からみたルヴァロワ剥片制作の習熟」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 2 回

研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 橋詰 潤、内田和典、I. Shevkomud、長沼正樹、M. Gorshkov、S. Kositsena、E. Bochkaryova、小

野 昭 
2011「ロシア極東アムール川下流域における初期新石器時代の研究—オシノヴァヤレーチカ 12
遺跡の調査から」日本考古学協会第 77 回総会研究発表. 2011.5.29. 東京：國學院大學. 

・ 日暮泰男 
2011「投擲運動の学習プロセスの解明：予備的分析の報告」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 
・ 日暮泰男 

2011「投擲運動の学習プロセスの解明」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能

力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 
2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 

・ 松本直子 
2011「認知考古学からみた旧人・新人の創造性」シンポジウム 3「旧人・新人の創造性を考える」

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究

費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセ

ンター. 
・ 三浦直樹、長井謙治、星野孝総  

2011「三次元動作計測を用いた熟練者の石器制作工程の身体動作解析」『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 村田弘之、柳田俊雄、阿子島香、鹿又喜隆、佐野勝宏  
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・ 近藤康久、佐野勝宏、門脇誠二、長沼正樹、西秋良宏 

2015「交替劇関連遺跡・石器製作伝統データベース Neander DB 構築のまとめ」赤澤 威編『ネ
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・ 佐野勝宏 
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2015「朝鮮半島における旧人・新人「交替劇」と実験考古学：これまでの歩み」西秋良宏編『考

古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 5』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 5: 47-54. 
・ 長井健二 

2015「朝鮮半島からみた後期旧石器化の画期」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 44. 
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2014 
・ Akazawa, T. and Y. Nishiaki (eds.)  

2014 RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series No. 003. Kochi: Kochi University of Technology. 
・ Guliyev, F. and Y. Nishiaki  

2014 Excavations at the Neolithic settlement of Göytepe, West Azerbaijan, 2010-2011. In P. Bieliński, M. 
Gawlikowski, R. Koliński, D. Ławecka, A. Sołtysiak, and Z. Wygnańska (eds.) Proceedings of the 8th 
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2014. RNMH Project Series. No. 003: 135-136. Kochi: Kochi University of Technology. 
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・ Kadowaki, S. 
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York: Springer, USA. 
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Desert Neolithic Settlement at Ayn Abū Nukayla, pp. 259-285. Berlin: ex oriente, Germany. 

・ Kadowaki, S. 
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・ Kondo, Y. 
2014 Cost surface analysis based on ecological niche probability to estimate relative rapidity of the 
dispersals of early Modern Humans. In T. Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. 
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20-31. 

・ 加藤博文 
2014「考古資料から民族はどう描けるか」『考古学研究会 60 周年記念誌—考古学研究 60 の論点』
93-94. 

・ 加藤博文 
2014「シベリアにおける後期旧石器初頭の石器群の多様性の検討」西秋良宏編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 9: 44. 

・ 門脇誠二  
2014『ホモ・サピエンスの起源とアフリカの石器時代—ムトングウェ遺跡の再評価』名古屋：名

古屋大学博物館. 
・ 門脇誠二 

2014「ホモ・サピエンス拡散期の東アフリカにおける石器文化」西秋良宏編『考古資料に基づく

旧人・新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 8-19.  
・ 門脇誠二（編） 2014 『石器文化からさぐる新人・旧人交替劇の真相』A01 班公開シンポジウム

要旨集. 名古屋：名古屋大学. 
・ 門脇誠二 

2014「新人拡散期の西アジアとアフリカの石器文化」門脇誠二編『石器文化からさぐる新人・旧

人交替劇の真相』1. 
・ 門脇誠二 

2014「初期ホモ・サピエンスの学習行動—アフリカと西アジアの考古記録に基づく考察」西秋良
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宏編『ホモ・サピエンスと旧人 2—考古学からみた学習』3-18. 東京: 六一書房. 
・ 門脇誠二 

2014「エミラン文化の再検討：多様性とその「旧人・新人交替劇」への示唆」西秋良宏編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 9: 98. 
・ 門脇誠二 

2014「「交替劇」問題を解く鍵—新人拡散、社会・文化変化、多様性」西秋良宏編『ネアンデル

タールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報

告書 No. 9: 28. 
・ 門脇誠二 

2014「新人拡散期の石器伝統の変化：アフリカ、西アジア、ヨーロッパ」西秋良宏編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 9: 30. 
・ 近藤康久 

2014「交替劇関連遺跡・石器製作伝統データベース Neander DB の今後」西秋良宏編『考古資料

に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 61-64. . 
・ 近藤康久 

2014「ヨーロッパにおける旧人と新人の生態ニッチモデル」西秋良宏編『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 
25. 

・ 近藤康久 
2014「RNMH-iii: 交替劇プロジェクトにおける研究情報統合事業（第 2 報）」西秋良宏編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 9: 96. 
・ 近藤康久、佐野勝宏、阿部彩子、大森貴之、大石龍太、門脇誠二、W. Chen、長沼正樹、小口 

高、米田 穣、西秋良宏 
2014「生態ニッチ確率の逆数を負荷係数とする移動コスト分析によって大陸スケールでの人類拡

散速度を推定する」『第 68 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』44. 
・ 佐野勝宏 

2014「国際ワークショップ Neanderthals and Modern Humans: Archaeological Approaches to Their 
Learning Behaviors に参加して」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研

究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 85-90. . 
・ 佐野勝宏 

2014「東北地方における後期旧石器時代狩猟具の投射方法に関する実験研究」『日本旧石器学会

第 12 回講演・研究発表シンポジウム予稿集 石材の獲得・消費と遺跡群の形成』26-29. 
・ 佐野勝宏 

2014「ヨーロッパ旧人遺跡に見る学習の証拠」西秋良宏編『ホモ・サピエンスと旧人２—考古学

から見た学習』19-27. 東京: 六一書房. 
・ 佐野勝宏 

2014 「ネアンデルタール人世界への新人進出—考古文化、年代、気候、植生、生態」西秋良宏

編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替

劇」研究大会報告書 No. 9: 18. 
・ 佐野勝宏 

2014「ヨーロッパにおける交替劇プロセス」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 20. 
・ 髙倉 純 

2014「石器接合資料から割り手の交替を読み取る—北海道紋別郡遠軽町旧白滝５遺跡の出土資料

を事例に」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01
班研究報告書 No. 4: 71-77. . 

・ 髙倉 純 
2014「石器製作技術にみる学習戦略の進化—動作連鎖と階層性の視点から」寺嶋秀明編『狩猟採
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集民の調査に基づくヒトの学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A02 班研究報告書 No. 4: 46-56. 
・ 髙倉 純 

2014「北海道の石刃鏃石器群再考」大貫静夫、福田正宏編『環日本海北回廊における完新世初頭

の様相解明』91-106. 
・ 高倉 純 

2014「新大陸への新人拡散：「交替劇」への示唆」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 38. 
・ 高倉 純 

2014「後期旧石器時代における石器製作者の学習戦略：北海道の遺跡を事例として」西秋良宏編

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」

研究大会報告書 No. 9: 100. 
・ 長井謙治 

2014「朝鮮半島における後期旧石器化と「交替劇」」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人

の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 41-47. 
・ 仲田大人 

2014「ナイフ形石器からみた文化進化—本州中央部の例」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・

新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 48-60. 
・ 仲田大人 

2014「日本列島における後期旧石器時代」門脇誠二編『石器文化からさぐる新人・旧人交替劇の

真相』3. A01 班公開シンポジウム要旨集. 
・ 仲田大人 

2014「日本列島にいつヒトは住みはじめたか」『考古学研究会 60 周年記念誌—考古学研究 60 の

論点』9-10. 
・ 仲田大人 

2014「新人拡散期の石器伝統の変化：日本列島」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 36. 
・ 長沼正樹 

2014「ウズベキスタンの旧石器時代研究」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動

の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 32-40. 
・ 長沼正樹 

2014「新人拡散期の石器伝統の変化：ユーラシア東部」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 34. 
・ 西秋良宏 

2014「旧人・新人交替劇と両者の学習行動の違いに関わる考古学的研究—2013 年度の取り組み」

西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告

書 No. 4: 1-7. 
・ 西秋良宏（編） 

2014『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 
4. 東京：東京大学総合博物館. 

・ 西秋良宏（編） 
2014『ホモ・サピエンスと旧人 2—考古学からみた学習』東京: 六一書房. 

・ 西秋良宏 
2014「はじめに」西秋良宏編『ホモ・サピエンスと旧人 2—考古学からみた学習』i–ii. 東京: 六
一書房. 

・ 西秋良宏 
2014「弓矢学習の民族考古学—パプア・ニューギニアにおける事例分析」西秋良宏編『ホモ・サ

ピエ ンスと旧人 2—考古学からみた学習』59-74. 東京: 六一書房. 
・ 西秋良宏 

2014「ネアンデルタール人の成長と学習—子供期仮説をめぐって」西秋良宏編『ホモ・サピエン

スと旧人 2—考古学からみた学習』163-174. 東京: 六一書房. 
・ 西秋良宏 
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2014「旧人・新人の学習行動をめぐる諸問題—あとがきにかえて」西秋良宏編『ホモ・サピエン

スと 旧人 2—考古学からみた学習』175-185. 東京: 六一書房. 
・ 西秋良宏 

2014「シリアの歴史と日本人による考古学遺跡調査」東京文化財研究所編『シリア復興と文化遺

産』25-29. 東京：東京文化財研究所. 
・ 西秋良宏 

2014「旧人、新人の学習能力を比較する上での考古学的論点」『日本文化人類学会第 48 回研究大

会発表要旨集』120. 
・ 西秋良宏 

2014「考古学的資料からネアンデルタール人と新人サピエンスの交替劇を考える」赤澤 威、荻

原直道編『ネアンデルタール人の脳機能と学習行動を探る』6. 公開講演会予稿集. 
・ 西秋良宏、O. Aripdjanov、R. Suleymanov、長沼正樹、仲田大人、三木健裕 

2014「北ユーラシアの旧人・新人交替劇—ウズベキスタン旧石器遺跡調査（2013 年）」日本西ア

ジア考古学会編『古代オリエント世界を掘る—第 20 回西アジア発掘調査報告会』16-21. 
・ 西秋良宏、F. Guliyev、門脇誠二、下釜和也、仲田大人、赤司千恵、新井才二、三木健裕、大西敬

子 
2014「南コーカサス地方の新石器時代：日本・アゼルバイジャン調査団第 6 次発掘調査（2013
年）」日本西アジア考古学会編『古代オリエント世界を掘る—第 20 回西アジア発掘調査報告会』
40-46. 

・ 西秋良宏 
2014「旧人と新人の文化的交替とインタラクション」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 42. 
・ 日暮泰男 

2014「投槍器を用いた槍投げとヒトの形態的特徴」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の

学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 4: 65-70. 
・ 日暮泰男 

2014「ネアンデルタール人の運動能力は推定できるか？」西秋良宏編『ホモ・サピエンスと旧人

2—考古学からみた学習』135-149. 東京: 六一書房. 
・ 日暮泰男 

2014「槍先端部の質量による投擲された槍の運動の変化：2014 年度の研究計画と予備的結果」西

秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 102. 
・ 松本直子 

2014「縄文から弥生への文化変化」門脇誠二編『石器文化からさぐる新人・旧人交替劇の真相』

5. A01 班公開シンポジウム要旨集. 
・ 松本直子 

2014「「芸術」はどのような状況で生まれるのか—考古学的検討」寺嶋秀明編『狩猟採集民の調

査に基づくヒトの学習行動の実証的研究 4』「交替劇」A02 班研究報告書 No. 4: 13-16. 
・ 松本直子 

2014「認知考古学からみた新人・旧人の学習」西秋良宏編『ホモ・サピエンスと旧人 2—考古学

からみた学習』123-134. 東京: 六一書房. 
2013 
・ Akazawa, T., Y. Nishiaki, and K. Aoki (eds.) 

2013 Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans Volume 1: Cultural Perspectives. 277 pp. 
New York: Springer, USA. 

・ Azizi Kharanaghi, M.H., H. Fazeli Nashli, and Y. Nishiaki 
2013 Tepe Rahmatabad: A Pre-Pottery and Pottery Neolithic site in Fars Province. In R. Matthews and H. 
Fazeli Nashli (eds.) Neolithisation of Iran—The Formation of New Societies, pp. 108-123. Oxford: Oxbow 
Books, UK. 

・ Higurashi, Y. 
2013 The release angle and kinetic energy transfer in spear throwing with a spear thrower. In H. Terashima 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 8: 
57. Proceedings of the 8th Conference on RNMH. 
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・ Higurashi, Y. 
2013 Reconstruction of hunting behavior with projectile weapons in Neanderthals and early modern 
humans based on differences in skeletal morphology: annual research plan 2013-14. In K. Aoki 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 7: 
42. Proceedings of the 7th Conference on RNMH. 

・ Higurashi, Y. 
2013 Upper-limb kinematics in spear throwing with a spear thrower. In M. Yoneda (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 85. Proceedings of the 
6th Conference on RNMH. 

・ Jöris, O. 
2013 The Lower to Middle Paleolithic transition: from imitation to the origins of tradition. In Y. Nishiaki 
(ed.) Neanderthals and Modern Humans: Archaeological Approaches to Their Learning Behaviors, pp. 16-
17. Tokyo: International Workshop, RNMH Project. 

・ Jöris, O.  
2013 The origins of settlement and society: the Upper Paleolithic roots of modern human spatial behavior. 
In Y. Nishiaki (ed.) Neanderthals and Modern Humans: Archaeological Approaches to Their Learning 
Behaviors, p. 28. Tokyo: International Workshop, RNMH Project. 

・ Kadowaki, S. 
2013 A new perspective towards the “replacement of Neanderthals by modern humans” from the cultural 
variability of early anatomically modern humans in Africa. In M. Yoneda (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 32. Proceedings of the 
6th Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2013 Towards a global and more accurate understanding of the RNMH: Integration of African, west Asian, 
and European archaeological database. In M. Yoneda (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 70-71. Proceedings of the 6th Conference on 
RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2013 Dispersals of early Homo sapiens into Europe: A view from the Levantine Upper Palaeolithic. In K. 
Aoki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 
7: 26. Proceedings of the 7th Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2013 Approaching learning behaviors in the replacement of Neanderthals by modern humans: a view from 
African and Levantine archaeological records. In Y. Nishiaki (ed.) Neanderthals and Modern Humans: 
Archaeological Approaches to Their Learning Behaviors, pp. 6-9. Tokyo: International Workshop, RNMH 
Project. 

・ Kadowaki, S. 
2013 Re-examination of archaeological records during the terminal Middle Palaeolithic and the early Upper 
Palaeolithic in west Asia: A view of lithic technological variability. In H. Terashima (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 8: 53. Proceedings of the 
8th Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2013 Issues of Chronological and Geographical Distributions of Middle and Upper Palaeolithic Cultural 
Variability in the Levant and Implications for the Learning Behavior of Neanderthals and Homo sapiens. In 
T. Akazawa, Y. Nishiaki, and K. Aoki (eds.) Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans 
Volume 1: Cultural Perspectives, pp. 59-91. Tokyo: Springer Japan. （査読） 

・ Kadowaki, S., K. Nagai, and Y. Nishiaki 
2013 Technology and space-use in the production of obsidian bladelets at Tell Seker al-Aheimar. In O. 
Nieuwenhuyse, P.M.M.G. Akkermans, R. Bernbeck, and J. Rogasch (eds.) Interpreting the Late Neolithic of 
Upper Mesopotamia, pp. 147-159. Turnhout: Brepols, Belgium. 

・ Kadowaki, S. and K. Sano 
2013 Towards a clarification of the process of Homo sapiens dispersals into Europe. In K. Aoki (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 7: 23. 
Proceedings of the 7th Conference on RNMH. 

・ Kato, H.  
2013 Human colonization to the Arctic Circle. In M. Yoneda (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 35. Proceedings of the 6th Conference on 
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RNMH. 
・ Kato, H.  

2013 Indigenous archaeology of the Ainu: Shifting from archaeological site to native property. Proceedings 
of "Science in Japan Forum JSPS—Routes of Indigenous Research", JSPS Washington Office, Washington 
DC, USA. 

・ Kato, H.  
2013 The Sibiryachikha industry and Neanderthals in Altai. In H. Terashima (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 8: 51. Proceedings of the 
8th Conference on RNMH. 

・ Kato, H.  
2013 The Middle to Upper Paleolithic Transition in Siberia: Three Regional Sketches for Replacement. In T. 
Akazawa, Y. Nishiaki, and K. Aoki (eds.) Dynamics of Learning in Neanderthals and Modern Humans 
Volume 1: Cultural Perspectives, pp. 93-103. Tokyo: Springer Japan. （査読） 

・ Kato, H. and M. Naganuma 
2013 The spatial and temporal patterns of Paleolithic sites in the Russian plain and surrounding areas. In K. 
Aoki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 
7: 38. Proceedings of the 7th Conference on RNMH. 

・ Kato, H.  and M. Naganuma 
2013 Spatial and temporal occurrences of modern human behaviors in the Northern Eurasia and its features. 
In M. Yoneda (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 6: 75. Proceedings of the 6th Conference on RNMH. 

・ Kondo, Y. 
2013 Future development of the RNMH lithic industry database. In K. Aoki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 7: 39-40. Proceedings of 
the 7th Conference on RNMH. 

・ Kondo, Y. 
2013 Improving the RNMH lithic industry database. In M. Yoneda (ed.) Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 81. Proceedings of the 6th Conference 
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2012「J15 出土旧石器資料の機能分析」『山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 200 集 高瀬山

（HO）3 期発掘調査報告書』120-124. 
・ 佐野勝宏、傳田惠隆、大場正善 

2012「狩猟法同定のための投射実験研究（1）—台形様石器」『旧石器研究』8: 45-63. 
・ 下釜和也 

2012「グルジアの洞窟遺跡を訪ねて—南コーカサス地域における旧石器研究の今」西秋良宏編

『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 
86-93. 

・ 高倉 純 
2012「分節された剥離過程の単位と技量レヴェルの同定」荻原直道編『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相: 学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 16. 
・ 高倉 純 

2012「石器接合資料の分析と学習過程の復元—事例分析のための現状把握」西秋良宏編『考古資

料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 45-50. 
・ 高倉 純 

2012「北海道の旧石器時代石器群における石器接合資料分析をもとにした学習行動の復元」赤澤 

威編『RNMH プロジェクト 2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 
98. 

・ 高倉 純 
2012「石器接合資料の分析と学習過程の復元」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習

行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 45-50. 
・ 高倉 純 

2012「旧石器資料に関する剥離方法の同定」佐藤宏之編『黒曜石の流通と消費からみた環日本海

北部地域における更新世人類社会の形成と変（Ⅰ）』142-151. 東京：東京大学大学院人文社会系

研究科附属北海文化研究常呂実習施設. 
・ 高倉 純 
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2012「縄文時代のはじまりと北東アジア」『縄文人はどこからきたか？』インテリジェント・リ

ンク：106-119 
・ 高倉 純 

2012「フラクチャー・ウィングの分析による剥離方法の同定」直江康雄編『白滝遺跡群 XII』
547-566. 江別：財団法人北海道埋蔵文化財センター 

・ 長井謙治 
2012「韓国旧石器データベースへの取り組み：その方法と見通し」荻原直道編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 5: 14. 

・ 長井謙治 
2012「石器の民族誌研究への期待—非言語的「技術」へのアプローチに向けて」西秋良宏編『考

古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 51-56. 
・ 長井謙治 

2012「韓国旧石器データベースへの取り組み」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習

行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 82-85. 
・ 長井謙治 

2012「韓国済州島新石器文化初頭石器群の諸問題」『関西縄文時代研究の新展開: 松尾洋次郎さん

追悼論集』関西縄文論集 3: 107-110. 
・ 仲田大人 

2012「日本旧石器時代の装飾品—集成と予備的検討」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人

の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 62-71. 
・ 仲田大人 

2012「ネアンデルタール人の学習行動を探る—A01/A02 班合同座談会参加記録」西秋良宏編『考

古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 94-99. 
・ 長沼正樹 

2012「交替劇とモンゴルの旧石器資料」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の

実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 72-81. 
・ 西秋良宏 

2012「新人にみる移動と現代的行動」印東道子編『人類大移動』161-178. 東京: 朝日選書. 
・ 西秋良宏（編） 

2012『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 
2. 東京：東京大学総合博物館. 

・ 西秋良宏 
  2012「ネアンデルタール DB と旧石器インダストリーの時空分布再構築」荻原直道編『ネアン 
  デルタールとサピエンス交替劇の真相: 学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大 
  会報告書 No. 5: 6. 
・ 西秋良宏 

2012「旧人・新人交替劇と両者の学習行動の違いに関わる考古学的研究—2011 年度の取り組み」

西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告

書 No. 2: 1-6. 
・ 西秋良宏 

2012「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」赤澤 威編『RNMH プロジェクト

2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 76-77. 
・ 西秋良宏 

2012「考古学的証拠に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」赤澤 威編『RNMH プロジェ

クト 2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 85-86. 
・ 西秋良宏 

2012「ネアンデルタール人の成長と石器製作技術の習得」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大

会プログラム・抄録集』119. 
・ 西秋良宏（編訳） 

2012『古代の科学と技術—世界を創った 70 の大発明』（ブライアン・M・フェイガン編著）. 東
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京：朝倉書店. 
・ 西秋良宏 

2012「新人にみる移動と現代的行動」印東道子編『人類大移動』161-178. 東京: 朝日選書. 
・ 西秋良宏 

2012「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」赤澤 威編『RNMH プロジェクト

2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 76-77. 
・ 西秋良宏 

2012「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」赤澤 威編『RNMH プロジェクト

2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 85-86. 
・ 西秋良宏 

2012「旧人・新人交替劇と両者の学習行動の違いに関わる考古学的研究—2011 年度の取り組み」

西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告

書 No. 2: 1-6. 
・ 西秋良宏 

2012「ネアンデルタール DB と旧石器インダストリーの時空分布再構築」荻原直道編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相: 学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報

告書 No. 5: 6. 
・ 西秋良宏 

2012「中東ネアンデルタール人の文化進化」『日本西アジア考古学会第 17 回総会・大会要旨集』
1-2. 

・ 西秋良宏 
2012「ネアンデルタール人の成長と石器製作技術の習得」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大

会プログラム・抄録集』119. 
・ 西秋良宏、F. Guliyev、門脇誠二、下釜和也、小高敬寛、有松唯、赤司千恵 

2012「南コーカサス地方の新石器時代：ギョイテペ遺跡の第 4 次発掘調査」『第 19 回西アジア発

掘調査報告会報告集』72-78. 
・ 日暮泰男 

2012「投擲運動の学習プロセスの解明：2012 年度の研究計画」荻原直道編『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 
18. 

・ 日暮泰男 
2012「投擲運動の学習プロセスの解明—予備的分析の報告」西秋良宏編『考古資料に基づく旧

人・新人の学習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 39-44. 
・ 日暮泰男 

2012「投擲運動の学習プロセスの解明」赤澤 威編『RNMH プロジェクト 2010-2014』RNMH 
PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 99. 

・ 日暮泰男、熊倉博雄 
2012「投擲運動のキネマティクス」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』
81-82. 

・ 松本直子 
2012「認知考古学からみた新人・旧人の創造性」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学

習行動の実証的研究 2』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 2: 32-38. 
2011 
・ Banning, E.B., K. Gibbs, and S. Kadowaki 

2011 Changes in Material Culture at Late Neolithic Tabaqat al-Buma, in Wadi Ziqlab, Northern Jordan. In 
J.L. Lovell and Y. Rowan (eds.) Culture, Chronology and the Chalcolithic: Theory and Transition, pp. 36-
60. Oxbow Books: Oxford, UK 

・ Henry, D.O., S. Bergin, and S. Kadowaki 
2011 Tracing Floors and Fills in Early Neolithic Pithouses: An Example from the Excavation of Ayn Abū 
Nukhayla, Southern Jordan. In N.J. Conard, R.H. Meadow, A. Morales, and P. Drechsler (eds.) Between 
Sand and Sea. The Archaeology and Human Ecology of Southwestern Asia, 92-112. Kerns Verlag: Tubingen, 
Germany. 

・ Higurashi, Y. 
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2011 Preliminary kinematic analysis of hunting-spear throwing in modern humans. In H. Tanabe (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 57. 
Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Higurashi, Y. 
2011 Biomechanics of hunting-spear throwing in modern humans. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 58. Proceedings of the 
3rd Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2011 Lithic industries of early Homo sapiens in Africa: Current view of their space-time distributions. In H. 
Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
No. 4: 47. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. 
2011 Replacement of Neanderthals by modern humans in Zagros and the Arabian Peninsula: A perspective 
from lithic industries. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 3: 20. Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S. and Y. Kondo 
2011 Spatio-temporal patterns of Levantine middle and upper Palaeolithic industries. In H. Terashima (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 10. 
Proceedings of the 2nd Conference on RNMH. 

・ Kadowaki, S., K. Nagai, and Y. Nishiaki 
2011 Technology and Space-use in the Production of Obsidian Bladelets at Tell Seker al-Aheimar. In R. 
Bernbeck (ed.) Interpreting the Late Neolithic of Upper Mesopotamia, pp. 147-159. Brepols Publishers: 
Belgium. 

・ Kato, H. and M. Naganuma 
2011 Aspects of the Replacement of Lithic industries in Northern Eurasia: Current situations and issues. In 
H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 4: 53. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Kato, H. and M. Naganuma 
2011 Temporal and spatial distribution of Middle and Upper Paleolithic sites in Northern Eurasia. In Y. 
Nishiaki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
No. 3: 23. Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Kato, H. and M. Naganuma 
2011 Innovation of organic artifacts and the peopling of high latitudes in Northern Eurasia. In H. Terashima 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 
12. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH. 

・ Kondo, Y., T. Ako, I. Heshiki, G. Matsumoto, Y. Seino, Y. Takeda, and H. Yamaguchi 
2011 FIELDWALK＠KOZU: a preliminary report of the GPS/GIS-aided walking experiments for re-
modeling prehistoric pathways at Kozushima Island (East Japan). In E. Jerem, R. Red, and V. Szeverenyi 
(eds.) On the Road to Reconstructing the Past. April 2-6 2008. Proceedings of the 36th International 
Conference on Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology (CAA), pp. 226-232. 
Budapest: Archaeolingua, Hungary. 

・ Nagai, K.  
2011 Traits in Stone Flaking Technology at Kanedori, Iwate, Japan. In the 2nd International Symposium of 
Bifaces of the Lower and Middle Pleistocene of the World. Celebration for the opening of Jeongok 
(Chongok) Prehistory Museum, p. 104. Jeongok(Chongok) Prehistory Museum: Gyeonggi, Korea. 

・ Nagai, K. 
2011 Flintknapping for Public Archaeology. In Field Museum and Heritage Education, The 3rd 
International Workshop of Heritage Education and Site Preservation for Commemorating the 19th 
Chongokni Paleolithic Culture Festival, p. 11. Institute of East Asian Archaeology. 

・ Nakata, H. 
2011 Initial upper Paleolithic assemblages in the Central Japan: New evidence from the foot of Mt. 
Ashitaka and the western part of Mt. Hakone area. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 60-61. Proceedings of the 4th 
Conference on RNMH. 

・ Nishiaki, Y. 
2011 An ethno-archaeological approach to the study on prehistoric learning. In H. Tanabe (ed.)Replacement 
of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 45. Proceedings of 
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the 4th Conference on RNMH. 
・ Nishiaki, Y. 

2011 Intrasite spatial organization of the Neanderthal camps. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 19. Proceedings of the 
3rd Conference on RNMH. 

・ Nishiaki, Y. 
2011 Techno-typological notes on the flaked stone industry of the early Neolithic settlement of Ganj Dareh, 
Iran. In M. Mashkour, K. Roustai, and F. Biglari (eds.) The Neolithic of the Iranian Plateau. Recent 
Research and Prospects. Berlin: ex oriente, Germany. 

・ Nishiaki, Y. 
2011 Preliminary notes on the Pre-Pottery and Pottery Neolithic lithics from Tell Seker al-Aheimar, the 
upper Khabur, Syria: The 2000-2001 seasons. In E. Healey, S. Campbell, and O. Maeda (eds.) Proceedings 
of the 3rd Workshops on PPN Chipped Lithic Industries, pp. 457-464. Berlin: ex oriente, Germany. 

・ Nishiaki, Y. and K. Nagai 
2011 Knapping skill and Levallois flake production: Insights from experimental replication. In H. 
Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 7. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH. 

・ Nishiaki. Y., Y. Kanjo, S. Muhesen, and T. Akazawa 
2011 Newly discovered Late Epipalaeolithic lithic assemblages from Dederiyeh Cave, the northern Levant. 
In Elizabeth Healey, Stuart Campbell and Osamu Maeda (eds.) The State of the Stone Terminologies, 
Continuities and Contexts in Near Eastern Lithics. pp. 79-87. Proceedings of the Sixth PPN Conference on 
Chipped and Ground Stone Artefacts in the Near East. 3rd-5th March 2008. Manchester, UK. 

・ Nishiaki, Y., S. Muhesen, and T. Akazawa 
2011 Newly discovered Late Epipalaeolithic lithic assemblages from Dederiyeh Cave, the northern Levant. 
In E. Healey, S. Campbell, and O. Maeda (eds.) Proceedings of the 6th Workshops on PPN Chipped Lithic 
Industries, pp. 78-79. University of Manchester: UK. 

・ Nishiaki, Y., Y. Kanjo, S. Muhesen, and T. Akazawa 
2011 Recent progress in Lower and Middle Palaeolithic research at Dederiyeh Cave, Northwest Syria. In J.-
M. Le Tensorer., R. Jagher, and M. Otte. (eds.) The Lower and Middle Palaeolithic in the Middle East and 
Neighbouring Regions. Etudes et Recherches Archeologiques de l'Universite de Liege (ERAUL), pp. 67-76. 
Université de Liège, Belgium. 

・ Ohnuma, K. 
2011 Replicating the Neanderthal technology (Flint knapping demonstration). In Y. Nishiaki (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 24. 
Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Sano, K. 
2011 Lithic industries from late Middle Palaeolithic to early Upper Palaeolithic and its associated human 
remains in Europe. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 4: 50-51. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Sano, K. 
2011 New aspects of the Middle-Upper Palaeolithic transition in Europe. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement 
of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 22. Proceedings of 
the 3rd Conference on RNMH. 

・ Takakura, J. 
2011 A re-examination of the lithic refitted materials from the Shirataki sites, Hokkaido, northern Japan in 
light of reconstruction of the skill learning process. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 55. Proceedings of the 4th Conference 
on RNMH. 

・ Takakura, J. 
2011 Reconstruction of the learning behavior and analysis of the lithic refitted materials: A view from the 
Upper Paleolithic assemblages in Hokkaido. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 57. Proceedings of the 3rd Conference on 
RNMH. 

・ Takakura, J. 
2011 Emergence and development of the pressure microblade production: A view from the Upper 
Paleolithic of northern Japan. In P.M. Desrosiers (ed.) The Emergence of Pressure Knapping: from Origin to 
Modern Experimentation, pp. 285-306. New York: Springer, USA. 
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・ 小口 高、近藤康久 
2011「インターネット GIS を用いた考古・古環境情報の発信」寺嶋秀明編『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 2: 
39. 

・ 大沼克彦 
2011「ネアンデルタール人石器の製作実演」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 24. 
・ 加藤博文 

2011「環境変動と北方狩猟民文化の形成」『第 26 回北方民族文化シンポジウム環境変化と先住民

の生業文化: 陸域生態系における適応』報告書: 37-43. 札幌：北海道道立北方民族博物館. 
・ 加藤博文  

2011「環境変動と北方狩猟民文化の形成」『第 26 回北方民族文化シンポジウム：環境変化と先住

民の生業文化—陸域生態系における適応』41-47. 札幌：北海道道立北方民族博物館. 
・ 加藤博文 

2011「シベリアにおける旧人・新人遺跡」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動

の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 51-54. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアにおける石器製作伝統から見た交替劇の様相：現状と課題」田邊宏樹編『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研

究大会報告書 No. 4: 52. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアにおける中期・後期旧石器時代の時空間分布とその傾向」西秋良宏編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 3: 23. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアの骨角器使用と人類の高緯度進出」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 2: 11. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「高緯度寒冷地への植民行動—その進化的・学習的意義」『旧人・新人の石器製作学習行動

を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5: 166-167. 
・ 門脇誠二 

2011「ヨーロッパにおける中期旧石器時代後葉から後期旧石器時代前葉の石器群とそれに共伴す

る人骨」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実

証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 48. 
・ 門脇誠二 

2011「アフリカにおける初期ホモ・サピエンスの石器製作伝統：その時空分布の研究動向」田邊

宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 46. 
・ 門脇誠二 

2011「交替劇の舞台としてのザクロス地方とアラビア半島：石器製作伝統の視点から」西秋良宏

編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替

劇」研究大会報告書 No. 3: 20. 
・ 門脇誠二 

2011「旧石器人の学習と石器制作伝統—レヴァント地方の事例研究に向けて」西秋良宏編『考古

資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 41-46. 
・ 門脇誠二、近藤康久 

2011「レヴァント地方における中期・後期旧石器インダストリーの消長パターン」寺嶋秀明編

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」

研究大会報告書 No. 2: 9. 
・ 門脇誠二、近藤康久 

2011「石器製作伝統の消長パターンからさぐる旧石器人の学習行動」『旧人・新人の石器製作学
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習行動を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5: 164-165. 
・ 門脇誠二、F. Guliev、久米正吾、下釜和也、赤司千恵、西秋良宏 

2011「南コーカサス地方の新石器時代：ギョイテペ遺跡の第３次発掘調査（2010 年）」西アジア

考古学会編『第 18 回西アジア発掘調査報告会報告集』53-59. 
・ 近藤康久 

2011「オマーン・バート遺跡群カスル・アル・スレメ地点の岩面陰刻について」『日本西アジア

考古学会第 16 回総会・大会要旨集』9-14. 
・ 近藤康久 

2011「人文フィールド GIS の現在・未来：考古学の視点から」『地理情報システム学会講演論文

集』20（CD-ROM）. 
・ 近藤康久 

2011「交替劇関連移籍・石器制作伝統データベース Neander DB の設計」西秋良宏編『考古資料

に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 55-60. 
・ 近藤康久 

2011「地理情報システムと高精度センシング技術の活用によるオマーン青銅器時代墳墓群の空間

構造の解明」財団法人高梨学術奨励基金編『平成 22 年度研究成果概要報告』93-100. 
・ 近藤康久 

2010「GIS と高精度センシング技術の活用によるオマーン青銅器時代遺跡群の空間構造の研究」

『CSIS DAYS 2010 研究アブストラクト集』22. 
・ 近藤康久、小口 高 

2011「生態学的予測モデルの考古学への応用に関する研究」『CSIS DAYS 2011 研究アブストラク

ト集』12. 
・ 近藤康久、藤本 悠、清野陽一、山口欧志 

2011「CEDACH GIS：ボランティアによる被災文化遺産の復興支援に向けた空間情報コンテンツ

整備の取り組み」『地理情報システム学会講演論文』20（CD-ROM）. 
・ 佐野勝宏 

2011「考古学的証拠にみる旧人・新人の創造性」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 28. 
・ 佐野勝宏 

2011「ヨーロッパにおける中期—後期旧石器時代移行期の新局面」西秋良宏編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 3: 22. 

・ 佐野勝宏 
2011「ステージ 3 プロジェクトの到達点」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行

動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 47-50. 
・ 佐野勝宏、小野 昭 

2011「ヨーロッパにおける旧人石器群と新人石器群の消長と拡散」『旧人・新人の石器製作学習

行動を探る』日本考古学協会第 77 回総会研究発表セッション 5: 168-169. 
・ 佐野勝宏、鹿又喜隆、阿子島香、傳田惠隆、柳田俊雄 

2011「山形県舟形町高倉山遺跡第 2 次発掘調査」『第 25 回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』
74-82. 

・ 椎野若菜、石森大知、大西健夫、梶丸 岳、小西公大、駒澤大佐、近藤康久、佐藤靖明、澤柿教

伸、庄山紀久子、福井幸太郎、的場澄人、古澤拓郎 
2011「フィールドワーカーの知と知をつなぐ Fieldnet の取り組みと地理情報システム」『地理情報

システム学会講演論文集』20（CD-ROM）. 
・ 高倉 純 

2011「北海道の白滝遺跡群における旧石器接合資料の再検討：技量の習得過程復元の観点から」

田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 54. 
・ 高倉 純 

2011「学習行動の復元と石器接合資料の分析：北海道の後期旧石器時代石器群の事例から」西秋

良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』
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「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 57. 
・ 長井謙治  

2011「石鏃製作実験から見た学習」『旧人・新人の石器製作学習行動を探る』日本考古学協会第

77 回総会研究発表セッション 5: 174-175. 
・ 長井謙治 

2011「石鏃製作実験を通して考える学習のプロセス」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人

の学習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 61-64. 
・ 仲田大人 

2011「中央日本の後期旧石器時代開始期石器群：愛鷹・箱根西麓の事例」田邊宏樹編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 4: 58. 
・ 仲田大人 

2011「日本の石器研究と学習」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研

究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 65-69. 
・ 長沼正樹 

2011「交替劇とバイカルシベリアの旧石器資料」西秋良宏編『考古資料に基づく旧人・新人の学

習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 70-74. 
・ 西秋良宏 

2011「先史時代学習行動研究への民族考古学的アプローチ」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 
44. 

・ 西秋良宏 
2011「遺跡分布調査から見たユーフラテス河中流域青銅器時代の社会」『日本西アジア考古学会

第 16 回総会・大会要旨集』50-53. 
・ 西秋良宏 

2011「ネアンデルタール人遺跡にみる空間構造」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 19. 
・ 西秋良宏 

2011「趣旨説明—旧人・新人交替劇と学習」『旧人・新人の石器製作学習行動を探る』日本考古

学協会第 77 回総会研究発表セッション 5: 162-163. 
・ 西秋良宏 

2011「ネアンデルタール人を語る—考古学と脳科学の対話」西秋良宏編『考古資料に基づく旧

人・新人の学習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 1: 1-38. 
・ 西秋良宏 

2011「北メソポタミア初期農耕村落の起源—シリア、テル・セクル・アル・アヘイマル遺跡第 11
次発掘調査（2010 年）」日本西アジア考古学会編『考古学が語る古代オリエント—第 18 回西アジ

ア発掘調査報告会』35-39. 
・ 西秋良宏（編） 

2011『考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究 1』「交替劇」A01 班研究報告書 No. 
1: 51-54. 東京：東京大学総合博物館. 

・ 西秋良宏、長井謙治 
2011「複製実験からみたルヴァロワ剥片製作の習熟」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエン

ス交アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」

研究大会報告書 No. 2: 6-8. 
・ 西秋良宏、門脇誠二、下釜和也、仲田大人、早川祐一 

2011「ユーフラテス河中流域の青銅器時代—第 4 次調査（2010 年）」日本西アジア考古学会編

『考古学が語る古代オリエント-第 18 回西アジア発掘調査報告会』75-80. 
・ 橋詰 潤、内田和典、I. Shevkomud、長沼正樹、M. Gorshkov、S. Kositena、E. Bochkaryova、小野 

昭 
2011「ロシア極東アムール川下流域における初期新石器時代の研究—オシノヴァヤレーチカ 12
遺跡の調査から」『日本考古学協会第 77 回総会研究発表要旨』86-87. 



 

 

72 

72

・ 濱口 皓、長沼正樹、出穂雅実、高倉 純、赤井文人 
2011「北海道上川郡下川町高瀬遺跡の再検討」佐藤宏之編『環日本海北部地域における後期更新

世の環境変動と人間の相互作用に関する総合的研究』146-192. 東京：東京大学大学院人文社会系

研究科附属北海文化研究所実習施設・人間文化研究機構・総合地球環境学研究所. 
・ 日暮泰男 

2011「投擲運動の学習プロセスの解明：予備的分析の報告」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 
56. 

・ 日暮泰男 
2011「投擲運動の学習プロセスの解明」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 58. 
・ 古澤拓郎、大西健夫、近藤康久（編） 

2011『フィールドワーカーのための GPS・GIS 入門：フィールドに GPS を持って行こう GIS で

地図を作ろう』東京：古今書院. 
・ 松本直子 

2011「認知考古学からみた旧人・新人の創造性」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 30. 
・ 三浦直樹、星野孝総、長井謙治 

2011「ルヴァロア剥片制作における熟練行動の運動的特徴抽出」西秋良宏編『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 
3: 53. 

・ 三浦直樹、長井謙治、星野孝総 
2011「三次元動作計測を用いた熟練者の石器製作工程の身体動作解析」寺嶋秀明編『ネアンデル

タールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報

告書 No. 2: 62. 
2010 
・ Kadowaki, S. and Y. Kondo 

2010 A Database of Neanderthal and Modern Human Lithic Industries: Aims and Construction Methods. In 
T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 1: 37. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. 

・ Kato, H. 
2010 Colonial Northward Behavior: Significance to Evolution and Learning. In T. Akazawa 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 
57-58. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. 

・ Nishiaki, Y. 
2010 Archaeological Evidence of Learning in the Palaeolothic Records. In T. Akazawa (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 35. Proceedings of the 
1st Conference on RNMH. 

・ Portillo, M., R. M. Albert, S. Kadowaki, and Y. Nishiaki 
2010 Domestic activities at Early Neolithic Tell Seker al-Aheimar (Upper Khabur, Northeastern Syria) 
through phytoliths and spherulites studies. In C. Delhon, I. Thery-Parisot, and S. Thiebault (eds.) People 
and Plants: landscape exploitation and vegetal resources management from Prehistoric times to present, pp. 
19-30. Antebes: Editions APDICA. 

・ Sano, K. 
2010 Lithic functional analysis. In E. Rensink (ed.) Eyserheide: A Magdalenian Open-air Site in the Loess 
Area of the Netherlands and Its Archaeological Context, pp. 113-125. Analecta Praehistorica Leidensia 42. 
Leiden University, Netherlands. 

・ 赤澤 威、西秋良宏、丹野研一、仲田大人、近藤 修、石井理子、佐々木智彦、米田 穣、L. 
Gourichon、Y. Kanjo、S. Muhesen 
2010「旧人ネアンデルタールと新人サピエンスの交替劇を探る—シリア、デデリエ洞窟 2009 年

度調査」日本西アジア考古学会編『考古学が語る古代オリエント—第 17 回西アジア発掘調査報

告会』24-30. 
・ 加藤博文 

2010「第 9 日目 旅する人類の考古学—草原とツンドラの彼方へ」『北方を旅する』223-252. 札
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幌：北海道大学出版会. 
・ 加藤博文 

2010「出シベリアの人類史」菊池俊彦編『北東アジアの歴史と文化』31-55. 札幌：北海道大学出

版会. 
・ 加藤博文 

2010「高緯度寒冷地域への植民行動：その進化的・学習的意義」赤澤 威編『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 
1: 36. 

・ 門脇誠二、近藤康久 
2010「旧人・新人に関わる石器製作伝統のデータベース化：その目的と方法」赤澤 威編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 1: 37. 
・ 近藤康久、門脇誠二、西秋良宏 

2010「考古学におけるネットワーク・コンピューティング—「旧人・新人交替劇」遺跡データベ

ースの取り組み」『日本情報処理学会・人文科学とコンピュータシンポジウム じんもんこん

2010』173-180. 
・ 長沼正樹 

2010「後期更新世の狩猟採集社会」佐々木義則編『武田遺跡群総括・補遺編』1-32. ひたちな

か：茨城県ひたちなか市教育委員会. 
・ 長沼正樹 

2010「アムール下流域のオシポフカ文化」菊池俊彦編『北東アジアの歴史と文化』55-69. 札幌：

北海道大学出版会. 
・ 西秋良宏 

2010「旧石器人の学習に関わる考古学的証拠」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 1: 35. 
・ 西秋良宏 

2010「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」『第 64 回日本人類学会大会抄録集』
82. 

・ 西秋良宏、仲田大人、Y. Kanjo、S. Muhesen、赤澤 威 
2010「西アジア前期旧石器時代の剥片石器群—シリア、デデリエ洞窟出土ヤブルディアン資料に

ふれて」『日本旧石器学会第 8 回講演・研究発表・シンポジウム予稿集』15-16. 
 

計画研究 A02「狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の特性の実証的研究」 
【雑誌論文】 

2016 
・ Peng Y.   

2016 The Evidence of Proximity: Tattoo Practices of the Baka in Southeastern Cameroon. Hunter Gatherer 
Research. 2016 issue 1. (In press)  

・ Peng Y.  
2016 African hunter-gatherers: the case of tattooing. 電子情報通信学会技術研究報告, 116(185): 1-5. 

・ Sonoda, K.  
2016 ‘Give Me the Meat, the Child Said’: Cultural Practice among the Children of the Baka Hunter-
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中央大学. 
・ 木村亮介  

2015「ゲノムから考える琉球列島の先史」宮古島市総合博物館講座. 2015.2.21. 宮古島：宮古島市

総合博物館. 
・ 木村亮介  

2015「ゲノム研究は旧人・新人間の学習能力の違いに切り込めるか？」公開講演会『ネアンデル

タール人の絶滅の謎に迫る』 2015.2.7. 東京：東京大学. 
・ 木村亮介  

2015「平等な協力社会の下でのイノベーション行動の進化」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 木村亮介、渡辺千晶、宮里絵理、山口今日子、佐藤丈寛、川口亮、山本健、山口徹太郎、石田肇

2015「顔面サイズと関連する遺伝子多型の探索」日本人類遺伝学会第 60 回大会. 2015.10.14-17. 
東京：京王プラザホテル. 

・ 木村亮介、渡辺千晶、宮里絵理、伊藤毅、山口今日子、佐藤丈寛、川口亮、石田肇、山口徹太郎、

山本健  
2015「日本人における顔面形態解析と関連遺伝子多型の探索」日本遺伝学会第 87 回大会 . 
2015.9.24-26. 仙台：東北大学. 

・ 木村亮介、渡辺千晶、宮里絵理、山口今日子、佐藤丈寛、伊藤毅、川口亮、石田肇、山口徹太郎、

山本健、河内まき子、持丸正明  
2015「顔面サイズの個体差とその要因」 第 68 回日本人類学会大会. 2015.10.10-12. 東京：産業

技術総合研究所. 
・ 吉良洋輔、小池心新、中丸麻由子 

2015「Missing Hero Dilemma における輪番制—繰り返しゲームの協力均衡の分析」第 60 回数理

社会学会大会．2015.8.29－30．大阪経済大学． 
・ 米須学美、佐藤丈寛、山口今日子、渡邊千晶、川口亮、山本健、石田肇、木村亮介  

2015「ヒトの手形態変異に関連する遺伝子とその分子機能の探索」第 68 回日本人類学会大会. 
2015.10.10-12. 東京：産業技術総合研究所. 

・ 米須学美、佐藤丈寛、山口今日子、渡邊千晶、川口亮、山本健、石田肇、木村亮介  
2015「手形態に関連する SNP の探索とその近傍遺伝子の Enrichment 解析」日本人類遺伝学会第
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60 回大会. 2015.10.14-17. 東京：京王プラザホテル. 
・ 佐藤丈寛、渡辺千晶、山口今日子、川口亮、山本健、石田肇、木村亮介  

2015「Middle phalangeal hair (MPH)に関連する遺伝的多型の探索」日本人類遺伝学会第 60 回大会. 
2015.10.14-17. 東京：京王プラザホテル. 

・ 佐藤丈寛、渡辺千晶、山口今日子、川口亮、山本健、石田肇、木村亮介  
2015「成人男性の体毛の濃さと分布パターンに関連する遺伝的多型の探索」第 68 回日本人類学

会大会. 2015.10.10-12. 東京：産業技術総合研究所. 
・ 嶋田 誠 

2015「氏と育ちー遺伝情報の使われ方から人類の知性を考える」『知性はどこから来たか—ここ

ろの進化と遺伝』武蔵野大学 人間科学研究所 シンポジウム. 2015.12.4. 東京：武蔵野大学 有明

キャンパス.（招待講演） 
・ 竹内史比古、勝谷友宏、木村亮介、並河徹、大久保孝義、田原康玄、山本健、横田充弘、W.Y. 

Saw、Y.Y. Teo、加藤規弘  
2015「日本人の精密な遺伝的構造の検討：アジア人の中での遺伝的由来及び遺伝的差異の起源の

推定」日本進化学会第 17 回大会. 2015.8.20-23. 東京：中央大学. 
・ 中丸麻由子 

2015「記憶の進化と累積的文化」日本人間行動進化学会第 8 回大会．2015.12.5－6．総合研究大

学院大学葉山キャンパス.（ポスター発表） 
・ 中丸麻由子 

2015「罰し方が協力の進化に与える影響について」第 21 回交通流と自己駆動粒子系のシンポジ

ウム（主催：交通流数理研究会）．2015.12.10－11．名古屋大学野依記念学術交流館. 
・ 藤戸尚子、颯田葉子、羽根正弥、松井淳、北島健、佐藤ちひろ、早川敏之 

2015「現生人類のユーラシアへの移住におけるシアル酸転移酵素 STX の低活性プロモータータ

イプの適応拡散」日本遺伝学会第 87 回大会. 2015.9.24. 仙台：東北大学（川内北キャンパス）． 
・ 藤戸尚子、颯田葉子、羽根正弥、松井淳、北島健、佐藤ちひろ、早川敏之 

2015「シアル酸転移酵素 ST8Sia2 にみる現生人類のユーラシアへの移動での精神適応」日本進化

学会第 17 回大会. 2015.8.21. 東京：中央大学後楽園キャンパス． 
・ 松前ひろみ、小金渕佳江、木村亮介、田嶋敦、河村正二、清水健太郎、太田博樹、尾本惠市  

2015「次世代シーケンサーによる北海道アイヌの前ゲノム配列解析」第 68 回日本人類学会大会. 
2015.10.10-12. 東京：産業技術総合研究所. 

・ 山口今日子、木村亮介 
2015「頭蓋サイズと認知に共通する遺伝的基盤の進化的考察」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 若野友一郎 

2015「空間構造のあるモデルにおける進化的分岐」第 12 回生物数学の理論とその応用(遷移過程

に現れるパターンの解明に向けて). 2015.11.24-27 京都：京都大学. 
・ 若野友一郎 

2015「生物進化のダイナミクスとその数理解析」日本数学会・応用数学分科会・特別講演(招待講

演)．2015.3.21-24 東京：明治大学. 
2014 
・ Aoki, K. 

2014 Modeling the evolution of prehistoric culture. IUAES 2014 with JASCA. 2014.5.15-18. Makuhari 
Messe, Chiba, Japan 

・ Aoki, K. 
2014 Population and culture: A theoretical basis for dramatic regime shifts? RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Fogarty, L., K. Aoki, J.Y. Wakano, and M.W. Feldman  
2014 Population change and cultural variation. RNMH2014: The Second International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-
12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Horiuchi, S.  
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2014 Why did the arts precede prehistoric settlement in modern humans? RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kimura, R., W. Nakahashi, and K. Tamura  
2014 The formation of cooperative society initiates the evolution of risk-taking innovative behaviors. 
RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kobayashi, Y. 
2014 Gene-culture coevolution in structured populations. Joint Annual Meeting 76 of the Japanese Society 
for Mathematical Biology and the Society for Mathematical Biology. 2014.7.28-8.1. Osaka, Japan. 

・ Kobayashi, Y., S. Kadowaki, and M. Naganuma  
2014 A population-genetics based model for explaining apparent cultural continuity from the Middle to 
Upper Palaeolithic in Eurasia. RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, 
Hokkaido, Japan. 

・ Nakamaru, M.  
2014 The effect of exclusion and participation on the evolution of cooperation. Joint Annual Meeting of the 
Japanese Society for Mathematical Biology and the Society for Mathematical Biology. 2014.7.28-8.1. 
Osaka, Japan. 

・ Nakamaru, M.  
2014 Strict or graduated punishment? Effect of punishment strictness on the evolution of cooperation. Joint 
Annual Meeting of the Japanese Society for Mathematical Biology and the Society for Mathematical 
Biology. 2014.7.28-8.1. Osaka, Japan. 

・ Wakano, J.Y. 
2014 Evolutionary branching in structured populations. Joint Annual Meeting of the Japanese Society for 
Mathematical Biology and the Society for Mathematical Biology. 2014.7.28-8.1. Osaka, Japan. 

・ Wakano, J.Y.  
2014 Learning schedule and cultural evolution: COS and ESS. RNMH2014: The Second International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Yamaguchi, K., A. Kawaguchi, C. Watanabe, H. Ishida, and R. Kimura  
2014 Search for genetic polymorphisms related to skin pigmentation in the Japanese population. Cell 
Symposium: Evolution of Modern Humans–From Bones to Genomes. Poster presentation. 2014.3.18. Melia 
Hotel. Sitges, Spain. 

・ Yamaguchi, K., A. Kawaguchi, C. Watanabe, H. Ishida, and R. Kimura  
2014 Identification of genetic polymorphisms related to skin reflectance in the Japanese population. The 
83rdAnnual Meeting of the American Association of Physical Anthropology. Poster presentation. 2014.4.11. 
Hyatt Regency Calgary and Telus Convention Center. Calgary, Canada. 

・ Yamaguchi, K., T. Hayakawa, C. Watanabe, T. Sato, A. Kawaguchi, K. Yamamoto, H. Ishida, and R. 
Kimura  
2014 Genome-wide association analysis of cephalic form in modern Japanese. RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ 木村亮介、渡辺千晶、宮里絵理、山口今日子、佐藤丈寛、川口 亮、石田 肇、山本 健、河内

まき子、持丸正明 
2014「日本人における三次元顔面形態のゲノムワイド関連解析」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.1. 浜松：アクトシティ浜松． 

・ 小池心平、中丸麻由子、大高時尚、島尾 堯、大和毅彦、下村研一 
2014「経済的講集団の進化シミュレーションと被験者実験—All for One の相互扶助」『第 18 回実

験社会科学カンファレンス』ポスター発表. 2014.12.14. 岐阜：聖徳学園大学岐阜キャンパス 3 号

館． 
・ 小林 豊 

2014「「交替劇」と文化変化の多様性の理論的考察」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 9 回研

究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 米須学美、佐藤丈寛、山口今日子、渡邊千晶、川口 亮、山本 健、石田 肇、木村亮介  
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2014「ヒトの手形態に関するゲノムワイド関連解析」第 68 回日本人類学会大会. 2014.11.1-2. 浜
松：アクトシティ浜松. 

・ 佐藤丈寛、渡辺千晶、山口今日子、川口 亮、山本 健、石田 肇、木村亮介 
2014「ゲノムワイド関連解析による体毛の多さに関連する SNP の探索」第 68 回日本人類学会大

会. 2014.11.1-2. 浜松：アクトシティ浜松． 
・ 鈴木信司、砂川昌信、進藤美咲、木村亮介、山口今日子、佐藤丈寛、米田 穣、長岡朋人、分部

哲秋、佐伯和信、平田和明、弦本敏行、石田 肇 
2014「日本列島古人骨集団における四肢の変形性関節症性変化」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.2. 浜松：アクトシティ浜松． 

・ 早川敏之 
2014「ネアンデルタール人の脳を遺伝子から探る」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回

研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 早川敏之、安形高志 

2014「脳におけるヒト特異的な Siglec ペア型受容体の出現」『日本遺伝学会第 86 回大会』

2014.9.18. 長浜：長浜バイオ大学． 
・ 早川敏之、藤戸尚子、羽根正弥、北島 健、佐藤ちひろ、颯田葉子 

2014「ヒト系統に おけるシアル酸転移酵素 ST8SiaII の発現多型の進化」日本進化学会第 16 回大

会. 2014.8.22. 高槻：高槻現代劇場． 
・ 堀内史朗 

2014「後期旧石器時代における芸術・交流・定住の過程：文化蓄積 ABM による分析」第 58 回数

理社会学会大会. 2014.8.31. 東京：日本女子体育大学． 
・ 山内 忠、木村亮介、佐藤丈寛、川口 亮、山口今日子、深瀬 均、山口徹太郎、当真 隆、 

宮本潔人、石田 肇 
2014「側方面頭部Ｘ線規格写真による琉球弧と本土日本の女性頭蓋顔面形態比較」第 68 回日本

人類学会大会. 2014.11.2. 浜松：アクトシティ浜松． 
・ 山口今日子、川口 亮、佐藤丈寛、渡辺千晶、山本 健、石田 肇、木村亮介 

2014「日本人の頭部形態に関する遺伝要因のゲノムワイド探索」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.1. 浜松：アクトシティ浜松． 

・ 山口今日子、川口 亮、佐藤丈寛、渡辺千晶、山本 健、石田 肇、木村亮介 
2014「日本人における頭蓋形態のゲノムワイド関連解析」『日本人類遺伝学会第 59 回大会／日本

遺伝子診療学会第 21 回大会』2014.11.20. 東京：タワーホール船堀． 
2013 
・ Aoki, K. 

2013 Evolution of culture-as-a-0, 1-vector.  International Workshop of the RNMH Project on Neanderthals 
and Modern Humans: Archaeological Approaches to Their Learning Behaviors. 2013.11.22-24. The 
University Museum, The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Hayakawa, T. 
2013 Schizophrenia and the evolution of learning ability of population. The 7th Conference on the RNMH 
Project. 2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Hayakawa, T. 
2013 Emergence of Siglec paired receptors in the human brain and the evolution of learning ability of 
population in the human lineage. The 8th Conference on the RNMH Project. 2013.12.21-23. Kyoto 
University, Kyoto, Japan. 

・ Horiuchi, S. 
2013 Evolution and functions of art strategy in the Replacement and the present. The 8th Conference on the 
RNMH Project. 2013.12.21-23. Kyoto University, Kyoto, Japan. 

・ Kimura, R. 
2013 The genetic diversity in genes associated with neural and mental characteristics. The 7th Conference 
on the RNMH Project. 2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Kimura, R. 
2013 On the diversity of the learning and social abilities in humans. The 7th Conference on the RNMH 
Project. 2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 
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・ Kimura, R. 
2013 Peopling of Asia: inferences from SNP data and tasks for WGS data. 5th International Biological 
Information Objects (Bio) Conference, 2013.10.26. Suwon, Korea.（招待講演） 

・ Kimura, R. 
2013 Phylogenetic analysis in evolutionary genetics. International Symposium: Let's Talk about Trees. 
National Museum of Ethnology, 2013.2.10. Osaka, Japan.（招待講演） 

・ Kobayashi, Y. 
2013 Simulating the spread of modern humans into Europe. The 7th Conference on the RNMH Project. 
2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Nakamaru, M. 
2013 Evolution of cooperation and memory. The 7th Conference on the RNMH Project. 2013.5.11. The 
University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Nakamaru, M. 
2013 Memory and cumulative culture. The 8th Conference on the RNMH Project. 2013.12.21-23. Kyoto 
University, Kyoto, Japan. 

・ Wakano, J.K. 
2013 Optimal learning schedule in human life history. The 8th Conference on the RNMH Project. 
2013.12.21-23. Kyoto University, Kyoto, Japan. 

・ Yamaguchi, K. 
2013 Connecting genetic data with cognition and behavior. The 8th Conference on the RNMH Project. 
2013.12.21-23. Kyoto University, Kyoto, Japan. 

・ 青木健一 
2013「何故、学習スケジュールに注目するのか？」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研

究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 青木健一 

2013「成長と学習スケジュール」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進

化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-
14. 東京：東京大学. 

・ 青木健一 
2013「発達に伴う知己範囲拡大と文化進化加速の可能性」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 青木健一 

2013「教示の進化モデル」第 23 回日本数理生物学会大会. シンポジウム 6 2013.9.12. 静岡：静岡

大学． 
・ 木村亮介 

2013「ホモ・サピエンスの成り立ち－遺伝学からの考察」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 木村亮介 

2013「ヒトの学習能力・社会能力の多様性について考える」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 木村亮介 

2013「神経的および精神的特徴に関連する遺伝子の遺伝的多様性」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 木村亮介 

2013「実践！ヒト集団ゲノム学」第 67 回日本人類学会大会. 企画シンポジウム S5. 2013.11.3. つ
くば：国立科学博物館筑波研究施設. 

・ 木村亮介、中橋 渉 
2013「協力社会の形成は文化進化を加速させる」第 67 回日本人類学会大会. 一般口演. 2013.11.3. 
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つくば：国立科学博物館筑波研究施設. 
・ 木村亮介、山口徹太郎、渡辺千晶、川口 亮、槇宏太郎、石田 肇 

2013「A common variant in WNT10A is associated with the variation in tooth size.」第 118 回日本解剖

学会総会・全国学術集会. ポスター発表. 2013.3.29. 高松：サンポートホール高松・かがわ国際会

議場. 
・ 喜屋武龍介、宮里絵理、渡辺千晶、山口今日子、石田 肇、木村亮介、河内まき子、持丸正明 

2013「日本人における眼窩周辺の顔面形状の三次元解析」第 67 回日本人類学会大会. ポスター発

表. 2013.11.3. つくば：国立科学博物館筑波研究施設. 
・ 小林 豊 

2013「新人のヨーロッパ拡散のシミュレーション」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 7 回研

究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 小林 豊 

2013「種交替前後における考古文化の連続性という現象をいかに解釈すべきか？」第 67 回日本

人類学会大会. 企画シンポジウムＳ1. 2013.11.2. つくば：国立科学博物館筑波研究施設. 
・ 小林 豊 

2013「文化成長の限界」第 23 回日本数理生物学会大会. シンポジウム 6. 2013.9.12. 静岡：静岡大

学. 
・ 嶋田 誠 

2013「現代人ゲノム中に存在する古代人由来候補配列の起源と機能」『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 高橋伸幸 

2013「社会学習、試行錯誤、模倣能力—第 2 実験」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研

究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 中橋 渉 

2013「異文化交流と文化進化」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化

に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 
東京：東京大学. 

・ 中橋 渉 
2013「外傷による文化技術伝播の阻害」第 23 回日本数理生物学会大会 . シンポジウム 6. 
2013.9.12. 静岡：静岡大学. 

・ 中橋 渉 
2013「人類社会の進化を理論生物学で考える」第 20 回進化セミナー. 2013.6.28. 沖縄． 

・ 中丸麻由子 
2013「社会性の進化と記憶能力」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進

化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 7 回研究大会. 2013.5.11-
13. 東京：東京大学. 

・ 中丸麻由子 
2013「記憶と累積的文化」第 23 回日本数理生物学会大会. シンポジウム 6. 2013.9.12. 静岡：静岡

大学. 
・ 中丸麻由子 

2013「記憶と累積的文化」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基

づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8 回研究大会. 2013.12.21-23. 京
都：京都大学. 

・ 早川敏之 
2013「精神疾患から紐解く新人と旧人の学習能力の違い」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 早川敏之 
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2013「ヒト特異的な脳での Siglec ペア型受容体の出現と学習能力の進化」『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研

究「交替劇」第 8 回研究大会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 堀内史朗 

2013「匿名者間の資源分配：チキンゲーム ABM による分析」第 56 回日本数理社会学会大会. 
2013.8.30. 西宮：関西学院大学． 

・ 堀内史朗 
2013「交替劇における芸術の進化と現代における芸術の機能」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 8 回研究大会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 宮里絵理、山口今日子、持丸正明、河内まき子、石田肇、木村亮介 

2013「3D morphometrics of human face based on homologous modeling.」『第 118 回日本解剖学会総

会・全国学術集会』 ポスター発表. 2013.3.29. 高松：サンポートホール高松・かがわ国際会議場. 
・ 宮里絵理、渡邊千晶、山口今日子、石田 肇、木村亮介、河内まき子、持丸正明 

2013「相同モデリングを用いた三次元顔面形態の琉球–本土間比較」第 67 回日本人類学会大会. 
一般口演. 2013.11.2. つくば：国立科学博物館筑波研究施設. 

・ 山口今日子 
2013「遺伝的基盤と認知・行動を結びつける」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：

学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8 回研究大

会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 山口今日子、木村亮介 

2013「北方への進出と遺伝的適応」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の

進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研究大会 . 
2013.1.12-14. 東京：東京大学. 

・ 山口今日子、川口 亮、渡辺千晶、石田 肇、木村亮介 
2013「日本人の日焼け能に関連する遺伝子多型の探索」第 67 回日本人類学会大会. 一般口演. 
2013.11.2. つくば：国立科学博物館筑波研究施設. 

・ 若野友一郎 
2013「最適生活し戦略としての個体学習と社会学習の使い分け」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 若野友一郎 

2013「蓄積的文化進化モデルにおけるパレート最適な学習戦略と進化的安定な学習戦略」第 23
回日本数理生物学会. シンポジウム 6. 2013.9.12. 静岡：静岡大学． 

・ 若野友一郎 
2013「ヒトの生活史における最適な学習スケジュール」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8
回研究大会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 

2012 
・ Aoki, K. 

2012 Determinants of Cultural Evolutionary Rates. RNMH2012: The First International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-
24. Tokyo, Japan. 

・ Aoki, K. 
2012 Evolution of learning strategies in spatially heterogeneous environments. C-J-K International 
Conference on Mathematical Biology. 2012.5.23. Pusan National University, Korea. （招待講演） 

・ Aoki, K. 
2012 The Moran model and cultural evolutionary rates. The Wenner-Gren Foundations International 
Symposium: Cultural Evolution―Patterns of Cultural Change and Diversification. Wenner-Gren Centre. 
2012.9.10-14. Stockholm, Sweden. （招待講演） 

・ Aoki, K. 
2012 Evolution of learning strategies in spatially heterogeneous environments. C-J-K International 
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Conference on Mathematical Biology. 2012.5.23. Pusan National University, Korea.（招待講演） 
・ Horiuchi, S. 

2012 The Effects of Cross-Boundary Rituals on Cultural Diversity. RNMH2012: The First International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Horiuchi, S. and S. Kubota. 
2012 The Effects of Cross-Boundary Rituals on Cultural Innovation. RNMH2012: The First International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kawasaki, K. 
2012 Effect of a Heterogeneous Environment on Range Expansion of Individual and Social 
Learners.RNMH2012: The First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kimura, R. 
2012 Dispersals of Modern Humans: Inferences from Genome Diversity Data. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kobayashi, Y. 
2012 A simulation Study on the Replacement of Neanderthals by Modern Humans in Europe: Implication of 
Climate Change, Cultural Diversification, and the Shape of the Continent. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kobayashi, Y. and J.Y. Wakano. 
2012 An evolutionary game of social versus individual learning in a spatially subdivided population. C-J-K 
International Conference on Mathematical Biology. 2012.5.23. Pusan National University, Korea.（招待講

演） 
・ Lehmann, L. 

2012 The Handaxe and the Microscope: Experience-Based and Fictitious Learning in a Geometric Model of 
Adaptation. RNMH2012: The First International Conference of the Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Nakahashi, W. 
2012 A Mathematical Model of Cultural Interactions between Modern and Archaic Humans. RNMH2012: 
The First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Shimada, M. 
2012 An Attempt to Estimate the Functional Difference in Haplotypes between Archaic and Modern 
Humans. RNMH2012: The First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Takahashi, N., A. Hatano, M. Inada, R. Onoda, and D. Simunovic. 
2012 Social Learning, Trial-and-Error, and Creativity. RNMH2012: The First International Conference of 
the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Viscardi, L.H., V.R. Paicao-Cortes, F.M. Salzano, T. Hunemeier, and M.C. Bortolini. 
2012 The Down of Hierarchy: The Cognitive Ability of Archaic Hominins. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Wakano, J.Y., K. Aoki, and L. Lehmann. 
2012 Scheduling of Individual and Social Learning as Optimal Life History Strategy. RNMH2012: The 
First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ 青木健一 
2012「ヒト特異的な学習戦略とは？」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力

の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研究大会. 
2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 

・ 青木健一、若野友一郎、L. Lehmann 
2012「成長段階に依存する学習戦略の進化」第 66 回日本人類学会大会 . シンポジウム 15. 
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2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 川口 亮、菅原広史、木村亮介、石田 肇. 

2012「mtDNA 分析による出土魚骨の種判別：沖縄県勝連城跡からの魚骨を用いた可能性調査」

第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 川崎廣吉 

2012「異質環境下におけるヒトの分布拡大の反応拡散モデル（4）」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 木村亮介 

2012「学習能力に関連する遺伝要因とその進化」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研

究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 木村亮介、渡辺千晶、山口徹太郎、槇宏太郎、武田麻耶子、川口 亮、石田 肇 

2012「WNT10A の多型は歯冠サイズと関連する」第 66 回日本人類学会大会. 一般口演 A08. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 久高将臣、深瀬 均、木村亮介、埴原恒彦、松村博史、佐宗亜依子、譜久嶺忠彦、石田 肇 
2012「日本およびアジア集団におけるヒト四肢骨の形態的特徴」第 66 回日本人類学会大会. ポス

ター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 小林 豊 

2012「集団の空間構造と学習能力の進化」生命数理研究会(北海道大学主催). 口頭発表. 2012.1.11. 
虻田：ホテル甘露の森(虻田郡ニセコ町). 

・ 小林 豊 
2012「社会学習と個体学習の進化ゲーム：空間構造の影響」ゲーム理論ワークショップ 2012. 
2012.3.6. 浜松：静岡大学浜松キャンパス. 

・ 小林 豊 
2012「急速な植生遷移と交替劇：シミュレーションに基づく研究」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 小林 豊 

2012「ネアンデルタール人の格子モデル」第 45 回生命数理セミナー(北海道大学主催). 2012.8.29. 
札幌：北海道大学. 

・ 小林 豊、大槻 久 
2012「学習能力の進化と環境の空間的異質性について」第 14 回日本進化学会大会. 一般講演 1C-
10. 2012.8.21. 東京：首都大学(南大沢キャンパス)． 

・ 小林 豊、大槻 久 
2012「二重継承の包括適応度理論」第 22 回日本数理生物学会大会. ポスターP12. 2012.9.11. 岡
山：岡山大学津島キャンパス． 

・ 小林 豊、大槻 久、若野友一郎 
2012「情報フリーライダーの進化生物学：亀田と中西から 10 年を経て」第 22 回日本数理生物学

会大会. 企画シンポジウム S4. 2012.9.11. 岡山：岡山大学津島キャンパス． 
・ 米須学美、川口 亮、佐藤丈寛、石田 肇、山口今日子、渡邉千晶、木村亮介 

2012「2D：4D 比は性ホルモン関連形質の指標として妥当なのか？」第 66 回日本人類学会大会. 
一般口演 C10. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 佐藤丈寛、川口 亮、石田 肇、山口徹太郎、山本 健、河村正二、中込滋樹、間野修平、埴原

恒彦、太田博樹、渡辺千晶、山口今日子、木村亮介 
2012「ゲノムワイド SNP データに基づく琉球列島の人々の集団構成」第 66 回日本人類学会大会. 
若手会員大会発表賞対象セッションＹB2. 2012.11.3. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 嶋田 誠 
2012「古代人由来ハプロタイプ配列の機能推定へ向けて」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
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・ 高橋伸幸 
2012「創造性、試行錯誤、模倣能力の間の関係を探る」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5
回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 

・ 中込滋樹、間野修平、知念 寛、伊良波淳、金城福則、藤田次郎、石田 肇、木村亮介、竹山康

章、向坂彰太郎、松井敏行、J.R. Kidd、K.K. Kidd、森田英利、H.S. Said、須田 亙、河村正二、

服部正平、埴原恒彦、太田博樹 
2012「琉球諸島と北部九州におけるクローン病の遺伝と環境の相互作用に関す人類学的考察」

2012.11.3. 第 66 回日本人類学会大会. 若手会員大会発表賞対象セッションＹB1. 横浜：慶應義塾

大学日吉キャンパス. 
・ 中橋 渉 

2012「移行期文化と芸術の爆発」2012.11.3. 第 66 回日本人類学会大会. 若手会員大会発表賞対象

セッション YB5. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 中橋 渉 

2012「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究（3）-
成長と学習に関して」2012.11.4. 第 66 回日本人類学会大会. シンポジウム 15. 横浜：慶應義塾大

学日吉キャンパス. 
・ 堀内史朗 

2012「祭殿拡大メカニズムの分析計画」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能

力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研究大会. 
2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 

・ 宮里絵理、石田 肇、河内まき子、持丸正明、山口今日子、木村亮介 
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日本人類学会大会. 若手会員大会発表賞対象セッション YA7. 2012.11.3. 横浜：慶應義塾大学日吉

キャンパス. 
・ 橋本真紀夫、吉田邦夫、覚張隆史、米田 穣 

2012「資料の年代と石灰岩の岩石学的分析結果」第 66 回日本人類学会大会. シンポジウム 8. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 松村秋芳、米田 穣、近藤 修、日本人類学会教育普及委員会 
2012「日本人類学会教育普及委員会活動報告 2012」第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 米田 穣 
2012 「旧人・新人の交替劇における古気候変動の影響：地球物理学・空間情報科学・年代学か

らのアプローチ」2012.11.4. 第 66 回日本人類学会大会. シンポジウム 2. 横浜：慶應義塾大学日

吉キャンパス. 
・ 米田 穣 

2012 「ネアンデルタール人の絶滅と環境変動」交替劇プロジェクト公開講座. 2012.3.24. 東京. 
・ 米田 譲、大森貴之、M.C. Diab 

2012「古気候変動と交替劇の関係を読み解く方法」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研

究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 米田 穣、小口 高、横山裕典、川幡穂高、阿部彩子 
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2012「旧人と新人の気候変動の関連性分析」第 66 回日本人類学会大会 . シンポジウム 2. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 米田 穣・横山祐典・川幡穂高・阿部彩子・小口 高 
2012「旧人と新人の進化と気候変動の関連性の分析」日本惑星地球科学会連合大会・セッション

「気候変動からみた旧人・新人の交代劇」2012.5.24. 千葉：幕張メッセ. 
2011 
・ Abe, Y., T. Nara, T. Sato, T. Watanabe, M. Yoneda, J. Sawada, and R. Sawaura 

2011 Anthropological and Archaeological Research at the Shitsukari-Abe Cave Site, the Northernmost of 
Honshu. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in 
Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National 
Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Diab, M. and M. Yoneda 
2011 Assessing “Adaptive Capacity” in Late Mousterian Neanderthals through Multi-isotopic Analyses and 
Mortality Profiles of Herbivore Prey Resources at Dederiyeh Cave, Syria. Dual Symposia: Symposium on 
the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of 
the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Diab, M.C. and M. Yoneda. 
2011 Neanderthal adaptive capacity in the northern Levant during Oxygen Isotope Stage (OIS) 4/3: an 
assessment of resiliency based on Zooarchaeological and Multiple Isotopic Analyses.  The 65th Annual 
Meeting of Anthropological Sciety of Nippon. 2011.11.6. Okinawa Prefectural Museum & Art Museum, 
Naha, Japan. 

・ Gakuhari, T., M. Takigami, M. Fujita, S. Yamazaki, C. Katagiri, I. Matsuzaki, and M. Yoneda 
2011 Environmental Reconstruction of Pleistocene East Asia Based on Faunal Remains from Ishigaki 
Island.Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in 
Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National 
Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Kageyama, M. 
2011 Modeling climate impacts on the environment of the last Neanderthals during the last glacial period: 
some results from the collaborations between climatologists from LSCE and archeologists from PACEA 
and University of Montreal. 『人古気候復元モデルの人類進化研究への応用』一般公開セミナー. 
2011.1.19. 東京：国立科学博物館新宿分館. 

・ Kaifu, Y., M. Fujita, and M. Yoneda 
2011 Inferring Population History in the Late Pleistocene of the Ryukyu Islands, Southwestern Japan. Dual 
Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior in Palaeolithic Asia & 
The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National Museum of Nature and 
Science, Tokyo, Japan. 

・ Katagiri, C., S. Yamasaki, M. Fujita, R. Tokumine, M. Namiki, K. Ohori, S. Akamine, H. Sugawara, N. Doi, 
K. Kobayashi, and M. Yoneda 
2011 Preliminary Excavation of the Late Pleistocene Human Burials at the Shiraho-Saonetabaru Cave Site 
in Ishigaki-jima Island, Okinawa. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern 
Human Behavior in Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic 
Association.2011.11.27. National Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Naito, Y. I., Y. Chikaraishi, N. Ohkouchi, and M. Yoneda 
2011 Dietary Adaptations of Prehistoric Japanese Revealed by Nitrogen Isotopic Compositions of 
Individual Amino Acids in Bone Collagen. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of 
Modern Human Behavior in Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic 
Association. 2011.11.27. National Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ Obrochta, S.P., Y. Yokoyama, and H. Kawahata 
2011 Towards compiling Stage 3 European and Stage 6 African climate records. The 3th Conference on the 
RNMH Project. 2011.4.23-24. National Center of Sciences, Tokyo, Japan. 

・ Obrochta, S. and Y. Yokoyama 
2011 Western north Atlantic paleoceanographic conditions surrounding Neanderthal extinction. The 2th 
Conference on the RNMH Project. 2011.2.19-20. Kobe Gakuin University, Kobe, Japan. 

・ Oguchi, T. and Y. Kondo 
2011 GIS applications for an interdisciplinary project: Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans.Regional Conference of the International Geographical Union.  2011.11. Santiago, Chile. 
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・ Yoneda, M., Y. I. Naito, T. Gakuhari, M. Takigami, Y. Itahashi, N. Doi, C. Katagiri, S. Yamazaki, and M. 
Fujita 
2011 How Did Pleistocene Humans Adapt to a Remote Island? : Subsistence Reconstruction Based on 
Isotopic Analyses of Human Remains from the Shiraho-Saonetabaru Cave Sive on Ishigaku Island, 
Okinawa, Japan. Dual Symposia: Symposium on the Emergence and Diversity of Modern Human Behavior 
in Palaeolithic Asia & The 4th Annual Meeting of the Asian Palaeolithic Association. 2011.11.27. National 
Museum of Nature and Science, Tokyo, Japan. 

・ 阿部彩子 
2011「古気候変動と人類の進化：気候シミュレーション実験の到達点」『人古気候復元モデルの

人類進化研究への応用』一般公開セミナー. 2011.1.19. 東京：国立科学博物館新宿分館. 
・ 阿部彩子 

2011「人類進化理解のための過去 13 万年の気候のモデリング」『人類進化と気候変動』日本地球

惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 
・ 阿部彩子、大石龍太、W. Chan 

2011「氷期間氷期サイクルのアフリカからユーラシアの気候変化」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 阿部彩子、大石龍太、W. Chan 

2011「氷期間氷期サイクルの気候と植生と北半球氷床のモデリング」『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 板橋 悠、常木 晃、Y. Kanjo、米田 穣 

2011「マルチアイソトープ分析による西アジア新石器時代集団墓の埋葬集団の検討」第 65 回日

本人類学会大会.若手会員大会発表賞対象セッション 2. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 大石龍太、阿部彩子 

2011「大気海洋植生結合モデル MIROC-LPJ を用いた古気候・古植生の再現」『人類進化と気候変

動』日本地球惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議

場. 
・ 大森貴之、米田 穣 

2011「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 4
回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 

・ 大谷 進、覚張隆史、米田 穣 
2011「アスパラギン酸のラセミ化率を指標とした歯からの年齢鑑定例」第 65 回日本人類学会大

会.ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 大森貴之、米田 穣 

2011「中後期旧石器時代レヴァント地方における旧人・新人時空分布と気候変動の関連性評価」

第 65 回日本人類学会大会.シンポジウム 6. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 小口 高 

2011「シリアの 3 遺跡周辺の地形・堆積物から推定された更新世と完新世の古水文変動」『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助

金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 小口 高、近藤康久 

2011「インターネット GIS を用いた人類進化と気候変動に関する情報の発信」『人類進化と気候

変動』日本地球惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会

議場. 
・ 小口 高、近藤康久 

2011「インターネット GIS を用いた考古・古環境情報の発信」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ Obrochta, S.P. 

2011「西部北大西洋における古海洋環境とネアンデルタール絶滅」『人類進化と気候変動』日本
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地球惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 
・ Obrochta, S.P.、横山祐典、川幡穂高 

2011「北大西洋西部の古海洋環境とネアンデルタールの絶滅」第 65 回日本人類学会大会.シンポ

ジウム 8. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 覚張隆史、山崎京美、樋泉岳二、藤田祐樹、山崎真治、久貝弥嗣、宮城弘樹、片桐千亜紀、米田 

穣 
2011「琉球列島におけるヒトとイノシシ類の関係性の復元：骨化学分析のアプローチから」

2011.11.4. 第 65 回日本人類学会大会.シンポジウム 1. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 片桐千秋、山崎真治、藤田祐樹、米田 穣、土肥直美 

2011「白保竿田原洞穴遺跡における人骨の産状と洞穴利用」第 65 回日本人類学会大会.シンポジ

ウム 1. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 加藤博文、長沼正樹 

2011「北ユーラシアの骨角器使用と人類の高緯度進出」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 2
回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 

・ 門脇誠二、近藤康久 
2011「レヴァント地方における中期・後期旧石器インダストリーの消長パターン」『ネアンデル

タールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学

術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 窪田 薫、横山祐典、坂井三郎、前杢英明、松崎浩之、長田俊樹、P. Ajithprasad 

2011「インダス遺跡から産出した耳石化石による環境復元」『人類進化と気候変動』日本地球惑

星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 
・ 近藤 修、Y. Kanjo、石田 肇、石井理子、小口 高、西秋良宏、仲田大人、赤澤 威 

2011「デデリエ洞窟出土の新幼児人骨資料」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 1. 2011.11.5. 那
覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 近藤康久 
2011「考古学における生態文化ニッチモデリング」『人類進化と気候変動』日本地球惑星科学連

合 2011 年度連合大会セッション. 2011. 5. 26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 
・ 近藤康久、小口 高 

2011「予測モデリングと WebGIS による考古・年代・古環境データの統合と解析」第 65 回日本

人類学会大会.シンポジウム 8. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 蔦谷 匠、久保麦野、市石 博、米田 穣 

2011「東京大学総合研究博物館の常設展示を用いた、人類学教育普及活動の試み」第 65 回日本

人類学会大会.ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ Chan, W.、阿部彩子、大石龍太、高橋邦生 

2011「人類進化理解のための過去 13 万年の気候のモデリング」第 65 回日本人類学会大会.シンポ

ジウム 8. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ Diab, M.C., 米田 穣 

2011「同位体情報と動物考古学的手法を用いたレバント地方におけるネアンデルタール人の適応

に関する評価」『人類進化と気候変動』日本地球惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 
2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 

・ Diab, M.C.、米田 穣 
2011「酸素同位体ステージ 3 における北レバント地方のネアンデルタールの狩猟適応行動」『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補

助金新学術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 内藤裕一、力石嘉人、大河内直彦、米田 穣 

2011「古人骨のアミノ酸窒素同位体分析を用いた中部内陸部縄文時代人集団の肉食率評価」第 65
回日本人類学会大会.一般口演 3. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館 

・ 森 洋久、丸川雄三、中村佳史、赤澤 威 
2011「研究情報統合サービスについて」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能

力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研究大会. 
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2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 森 洋久、丸川雄三、中村佳史、赤澤 威 

2011「「交替劇」文献データベースの構築」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 
2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 

・ 横山祐典、宮入陽介 
2011「放射線炭素年代補正曲線：最終氷期のサンゴのウラン系列核種を用いた補正の進展と問題

点」『人類進化と気候変動』日本地球惑星科学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千
葉：幕張メッセ国際会議場. 

・ 米田 穣、板橋 悠、覚張隆史、瀧上 舞、内藤裕一、片桐千亜紀、土肥直美 
2011「白保竿根田原洞穴遺跡出土人骨の同位体分析」第 65 回日本人類学会大会.シンポジウム 1. 
2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 米田 穣 
2011「寛永寺出土将軍親族遺体における化学分析」第 65 回日本人類学会大会.ポスター発表. 
2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 米田 穣 
2011「ネアンデルタール絶滅と気候要因」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 
2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 

・ 米田 穣、M.C. Diab、大森貴之 
2011「旧人・新人交替劇の年代学的検討と古環境要因の抽出」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 米田 穣、阿部彩子、小口 高、川幡穂高、横山祐典 

2011「旧人新人の交替劇における古気候変動の役割」第 65 回日本人類学会大会.シンポジウム 8. 
2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 米田 穣、阿部彩子、小口高、横山祐典 
2011「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」『人類進化と気候変動』日本地球惑星科

学連合 2011 年度連合大会セッション. 2011.5.26. 千葉：幕張メッセ国際会議場. 
2010 
・ 赤澤 威、西秋良宏、仲田大人、米田 穣、近藤 修、丹野研一、L. Gourichon、Y. Kanjo、S. 
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No. 8: 92. 

・ Obrochta S.P.  
2013「最終間氷期から完新世にかけてのアフリカにおける気候変動」米田 穣編『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告

書 No. 6: 30. 
・ 小口 高、近藤康久 

2013「アラビア半島南東部における後期更新世以降の地形発達史と人類遺跡」青木健一編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 7: 71-72. 
・ 近藤康久、小口 高 

2013「生態文化ニッチモデルの改良」米田 穣編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 6: 131-132. 
・ 近藤康久、W. Song、小口 高 

2013「古環境 WebGIS の公開」青木健一編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 7: 73-74. 
・ Song, W.、小口 高、近藤康久 

2013「古環境 WebGIS の更新と改善」米田 穣編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 6: 133-134. 
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・ Song, W.、近藤康久、小口 高 
2013「PaleoGeo (WebGIS) の特徴と改善案」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 8: 88. 
・ Chan, W.、阿部彩子、大石龍太、高橋邦生 

2013「MIROC 気候モデルによる更新世後期の気候シミュレーション：モデル結果の概要および

プロキシデータとの比較」青木健一編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力

の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 7: 69-70. 
・ Chan, W.、阿部彩子、大石龍太、高橋邦生 

2013「更新世後期の気候シミュレーションおよびプロキシ―データとの比較」寺嶋秀明編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 8: 90. 
・ 米田 穣 

2013「北極圏進出年代に関する議論」米田 穣編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 6: 50-51. 
・ 米田 穣 

2013「同位体分析からみた旧人・新人の食糧獲得行動」佐藤勝宏編『旧人・新人の狩猟具と狩猟

法』: 7. 
・ 米田 穣、阿部彩子、横山祐典 

2013「環境変動と人類の進化」吉崎正憲編『図説 地球環境の事典』: 32-33. 東京：朝倉書店. 
・ 米田 穣、阿部彩子、小口 高、川幡穂高、横山裕典 

2013「研究項目 B02：旧人・新人時空間分布と気候変動の関係性の分析」青木健一編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 7: 66-68. 
・ 米田 穣、阿部彩子、横山裕典、川幡穂高、小口 高 

2013「旧人・新人時空間分布と気候変動の関連性の分析」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 8: 82-
83. 

2012 
・ Abe-Ouchi, A., Y. Yokoyama, H. Kawahata, T. Oguchi, and M. Yoneda 

2012 Investigation of Past Climate and Vegetation for Understanding the Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans. In T. Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project 
Series. No. 002: 42-43. Kochi: Kochi Univesity of Technology. 

・ Chan, W. and A. Abe-Ouchi 
2012 Modeling the Climate of the Last Glacial-Interglacial Cycle. In M. Yoneda (ed.) RNMH: 
Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in Relation to 
Past Climate Chang. No. 01: 34-38. B02 Research Report. 

・ Chan, W., A. Abe-Ouchi, R. O'ishi, and K. Takahashi 
2012 Modeling the climate of the past 130,000 years to understand the evolution of humans. In N. Ogihara 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 5: 
67. The 5th Conference on RNMH. 

・ Chan, W., A. Abe-Ouchi, R. Oishi, and K. Takahashi 
2012 Using Numerical Models to Simulate Climate and Vegetation Changes during the Last Glacial Period. 
In T. Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 137-
138. Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Creanza, N., L. Fogarty, and M.W. Feldman 
2012 Exploring Cultural Niche Construction from the Paleolithic to Modern Hunter-Gatherers. In T. 
Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 27. Kochi: 
Kochi University of Technology. 

・ Diab, M.C. and M. Yoneda 
2012 Late Middle Palaeolithic (OIS4/3) Neanderthal Prey Exploitation and Land Use at Dederiyeh Cave, 
Syria, Based on Multiple Isotopic Analyses of Intra-Tooth Enamel and Mortality Profiles of Wild Goat, Red 
Deer, and Gazelle. In T. Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project 
Series. No. 002: 139-140. Kochi: Kochi Univesity of Technology. 
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・ Kondo, Y. and T. Oguchi 
2012 How Can We Apply Ecological Niche Models to Palaeoanthropological Research? In T. Akazawa and 
Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 141-142. Kochi: Kochi 
Univesity of Technology. 

・ Marukawa, Y., H. Mori, Y. Nakamura, and T. Akazawa 
2012 Bibliographic Database for "Replacement of Neanderthals by Modern Humans". In T. Akazawa and Y. 
Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 143-144. Kochi: Kochi 
Univesity of Technology. 

・ Obrochta, S.P., Y. Yokoyama, and H. Kawahata 
2012 Reconstructing Plant Functional Types in the Levant. In N. Ogihara (ed.) The 66th Annual Meeting of 
the Anthropological Society of Nippon : 88-89. The 66th Conference on Annual Meeting of the 
Anthropological Society of Nippon. 

・ Obrochta, S.P., Y. Yokoyama, and H. Kawahata 
2012 Plant Creating a Common Chronology for Levant Pollen Records Based on Ice Core Synchronization. 
In T. Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 144-
145. Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Oguchi, T. and Y. Kondo 
2012 Distribution of archaeological and paleoenvironmental information using WebGIS. In M. Yoneda 
(ed.) RNMH: Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in 
Relation to Past Climate Chang. No. 01: 14-16. B02 Research Report. 

・ Oguchi, T., Y. Kondo, Y. Takaya, M. Kawabata, W. Song 
2012 Updating a system of paleoenvironmental WebGIS. In N. Ogihara (ed.) Replacement of Neanderthals 
by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 5: 70. Proceedings of the 5th 
Conference on RNMH 

・ Omori, T. and M. Yoneda 
2012 Population Dynamics and Spatial Distribution Inferred from Radiocarbon Meta Analysis. In T. 
Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 147-148. 
Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Obrochta, S.P. and Y. Yokoyama 
2012 North Atlantic environmental conditions during Neanderthal Extinction. In M. Yoneda (ed.) RNMH: 
Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in Relation to 
Past Climate Chang. No. 01: 18-27. B02 Research Report. 

・ Obrochta, S.P., Y. Yokoyama, and H. Kawahata 
2012 Reconstructing Plant Functional Types in the Levant and East Africa. In N. Ogihara (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 5: 68. 
The 5th Conference on RNMH. 

・ Song, W., Y. Kondo, and T. Oguchi 
2012 PaleoGeo: A Web GIS for Distributing Information from Paleoenvironmental Literature. In T. 
Akazawa and Y. Nishiaki (eds.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 002: 149-150. 
Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Yoneda, M. 
2012 Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in Relation 
to Past Climatic Changes. In T. Akazawa (ed.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 
001: 22-25. Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Yoneda, M. 
2012 Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in Relation 
to Past Climatic Changes. In T. Akazawa (ed.) RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 
001: 45-47. Kochi: Kochi University of Technology. 

・ Yoneda, M. (ed.) 
2012 RNMH: Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans in Time and Space in 
Relation to Past Climate Chang. No. 01. B02 Research Report. 

・ Yoneda, M. and M.C. Diab 
2012 Chronological reevaluation and behavioral reconstruction of Neanderthals and Anatomically Modern 
Humans. In M. Yoneda (ed.) RNMH: Reconstructing the Distribution of Neanderthals and Modern Humans 
in Time and Space in Relation to Past Climate Chang. No. 01: 6-7. B02 Research Report. 

・ Yoneda, M., T. Omori, and M.C. Diab 
2012 Evaluation Method for the effect of climate change on Neanderthal and modern humans. In N. 



 

 

174

174 

Ogihara (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
No. 5: 66. Proceedings of the 5th Conference on RNMH. 

・ 板橋 悠、米田 穣 
2012「古人骨中の窒素・炭素含有量を利用した有機成分の保存の推定法と日本試料への応用の検

討」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』72. 
・ 大森貴之、米田 穣 

2012「放射性炭素年代データを用いた古人口変動推定」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会

プログラム・抄録集』90. 
・ 蔦谷 匠、長岡朋人、澤田純明、平田和明、米田 穣 

2012「江戸時代一橋高校遺跡における成人・小児の安定同位体分析を用いた食性復元」荻原直道

編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』45. 
・ Obrochta, S.P.、横山裕典 

2012「西部北大西洋における古海洋環境とネアンデルタール絶域」米田 穣編『交替劇–旧人・

新人時空間分布と気候変動の関連性の分析 1』「交替劇」B02 班研究報告書 No. 1: 18-33. 
・ 覚張隆史、米田 穣 

2012「上黒岩岩陰（遺跡）におけるヒトとイヌのかかわり合いの復元–安定同位体分析によるア

プローチ」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』101. 
・ 覚張隆史、太田博樹、大谷 進、米田 穣 

2012「動物遺存体および化石における古代 DNA 分析の新たなプレスクリーニング法」荻原直道

編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』45. 
・ 日下宗一郎、米田 穣、佐宗亜依子、中野孝教 

2012「國府・伊川津人骨の炭素・窒素安定同位体による食性解析」荻原直道編『第 66 回日本人

類学会大会プログラム・抄録集』67. 
・ 小口 高、近藤康久 

2012「WebGIS を用いた考古・古環境情報の発信」米田 穣編『交替劇–旧人・新人時空間分布と

気候変動の関連性の分析 1』「交替劇」B02 班研究報告書 No. 1: 8-16. 
・ 小口 高、近藤康久、高屋康彦、河端瑞貴、W. Song 

2012「古環境 WebGIS の更新」荻原直道編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 69. 
・ 近藤康久、大森貴之、亀井宏行、小口 高 

2012「生態文化ニッチモデルの改良：ヨーロッパの旧石器遺跡を例に」荻原直道編『第 66 回日

本人類学会大会プログラム・抄録集』88. 
・ 瀧上 舞、米田 穣 

2012「インカ帝国内での食性の地域差」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄

録集』66. 
・ Chan, W.、阿部彩子 

2012「最終氷期－間氷期サイクルの気候モデリング」米田 穣編『交替劇–旧人・新人時空間分

布と気候変動の関連性の分析 1』「交替劇」B02 班研究報告書 No. 1: 34-41. 
・ Chan, W.、阿部彩子、大石龍太 

2012「古気候モデリングによる人類学研究」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラ

ム・抄録集』89. 
・ 橋本真紀夫、吉田邦夫、覚張隆史、米田 穣 

2012「資料の年代と石灰岩の岩石学的分析結果」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログ

ラム・抄録集』100. 
・ 松村秋芳、米田 穣、近藤 修、日本人類学会教育普及委員会 

2012「日本人類学会教育普及委員会活動報告 2012」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プロ

グラム・抄録集』83. 
・ 米田 穣（編） 

2012『交替劇–旧人・新人時空間分布と気候変動の関連性の分析 1』「交替劇」B02 班研究報告書
No. 1. 
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・ 米田 穣 
2012「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」赤澤 威編『RNMH プロジェクト 2010-
2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 80-82. 

・ 米田 穣 
2012「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」赤澤 威編『RNMH プロジェクト 2010-
2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 92-93. 

・ 米田 穣 
2012「旧人・新人の交替劇における古気候変動の影響：地球物理学・空間情報科学・年代学から

のアプローチ」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』88-90. 
・ 米田 穣、M.C. Diab 

2012「旧人・新人分布域の年代学的検討と行動復元の試み」米田 穣編『交替劇–旧人・新人時

空間分布と気候変動の関連性の分析 1』「交替劇」B02 班研究報告書 No. 1: 1-7. 
・ 米田 穣、大森貴之、M.C. Diab 

2012「古気候変動と交替劇の関係を読み解く方法」荻原直道編『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 64-65. 
・ 米田 穣、小口 高、横山裕典、川幡穂高、阿部彩子 

2012「旧人と新人の気候変動の関連性分析」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラ

ム・抄録集』88. 
2011 
・ Abe-Ouchi, A., R. Ohishi, and W. Chan  

2011 Modelling the climate of the last gla cial-interglacial cycle. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 44. Proceedings of the 
3rd Conference on RNMH project. 

・ Abe-Ouchi, A., R. Ohishi, and W. Chan  
2011 Modelling the northern hemisphere ice sheet and climate for the last glacial-interglacial cycle. In H. 
Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 45. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Chan, W., A. Abe-Ouchi, R. O'ishi, and K. Takahashi  
2011 Application of climate models to the last glacial-interglacial cycle. In H. Tanabe (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 106. Proceedings of 
the 4th Conference on RNMH project. 

・ Diab, M.C. and M. Yoneda  
2011 Panarchy and socioecological resilience in Neanderthal ecological adaptations in the northern Levant 
during the early-middle OIS 3(60-40 kya): Assessing hunting behaviour and palaeoecology using multi-
element isotopic and zooarchaeological approaches. In H. Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 42. Proceedings of the 2nd Conference 
on RNMH project. 

・ Hewlett, B.S.  
2011 Social learning among Congo Basin hunter-gatherers. In H. Terashima (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 25. Proceedings of the 
2nd Conference on RNMH project. 

・ Kadowaki, S. and Y. Kondo  
2011 Spatio-temporal patterns of Levantine middle and upper Palaeolithic industries. In H. Terashima (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 10. 
Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Kondo, Y. and T. Oguchi  
2011 Integration of archaeological, radiometric, and paleoenvironmental data by means of Internet GIS and 
predictive modeling using ecological niche models. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 110. Proceedings of the 4th Conference 
on RNMH project. 

・ Mori, H., Y. Marukawa, Y. Nakamura, and T. Akazawa  
2011 Federated database service for “Replacement of Neanderthals”. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 17. Proceedings of the 
3rd Conference on RNMH project. 
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・ Mori, H., Y. Marukawa, Y. Nakamura, and T. Akazawa  
2011 Construction of a bibliographic database for “Replacement of Neanderthals by Modern Humans”. In 
H. Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 3. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Obrochta, S.P. and Y. Yokoyama  
2011 Western north Atlantic paleoceanographic conditions surrounding Neanderthal extinction. In H. 
Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 40. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Obrochta, S.P. and Y. Yokoyama  
2011 Western north Atlantic paleoceanographic conditions surrounding Neanderthal extinction. In H. 
Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 40. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Obrochta, S.P., Y. Koyama, and H. Kawahata  
2011 Reconstructing Plant Functional Types in the Levant. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals 
by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 108. Proceedings of the 4th 
Conference on RNMH project. 

・ Obrochta, S.P., Y. Yokoyama, and H. Kawahata  
2011 Towards compiling Stage 3 European and Stage 6 African climate records. In Y. Nishiaki (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 46. 
Proceedings of the 3rd Conference on RNMH project. 

・ Oguchi, T.  
2011 Pleistocene and Holocene paleohydrological changes inferred from landforms and deposits in and 
around three archaeological sites in Syria. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 45. Proceedings of the 3rd Conference on 
RNMH project. 

・ Oguchi, T. and T. Wasklewicz  
2011 Geographical Information Systems in geomorphology. In K.J. Geregory and A. Goudie (eds.) The 
SAGE Handbook of Geomorphology, pp. 227-245. Sage Publications, London, UK. 

・ Oguchi, T. and Y. Kondo  
2011 Distribution of archaeological and paleoenvironmental information using Internet GIS. In H. 
Terashima (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 2: 39. Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Oguchi, T., Y.S. Hayakawa, and T. Wasklewicz  
2011 Data sources. In M. Smith, P. Paron, and J. Griffiths (eds.) Geomorphological Mapping: Methods and 
Applications. Developments in Earth Surface Processes15: 189-224. Elsevier, Amsterdam, Netherlands. 

・ Yoneda, M.  
2011 Neanderthal extinction and climate factor: The role of dating techniques. In H. Terashima (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 37. 
Proceedings of the 2nd Conference on RNMH project. 

・ Yoneda, M., T. Omori, and M.C. Diab  
2011 Chronological study on the replacement of Neanderthal by modern human and the extraction of 
modern human behavior. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 4: 102-103. Proceedings of the 4th Conference on RNMH project. 

・ Yoneda, M., M.C. Diab, and T. Omori  
2011 Chronological research on the replacement of Neanderthal and modern human in light of climate 
change. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. No. 3: 43. Proceedings of the 3rd Conference on RNMH project. 

・ 阿部彩子、大石龍太、W. Chan  
2011「氷期間氷期サイクルのアフリカからユーラシアの気候変化」西秋良宏編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 3: 44. 

・ 阿部彩子、大石龍太、W. Chan  
2011「氷期間氷期サイクルの気候と植生と北半球氷床のモデリング」寺嶋秀明編『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告

書 No. 2: 44. 



 

 

177

177 

・ 小口 高  
2011「シリアの 3 遺跡周辺の地形・堆積物から推定された更新世と完新世の古水文変動」西秋良

宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交

替劇」研究大会報告書 No. 3: 45. 
・ 小口 高、近藤康久  

2011「インターネット GIS を用いた考古・古環境情報の発信」寺嶋秀明編『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 
2: 39. 

・ Obrochta, S.P.、横山裕典、川幡穂高  
2011「レヴァント地域における植物機能型の復元」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 107. 
・ 門脇誠二、近藤康久  

2011「レヴァント地方における中期・後期旧石器インダストリーの消長パターン」寺嶋秀明編

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」

研究大会報告書 No. 2: 9. 
・ 川崎廣吉  

2011「異質環境下におけるヒトの分布拡大の反応拡散モデル(2)」西秋良宏編『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 3: 38. 

・ 近藤康久、小口 高  
2011「インターネット GIS による考古・年代・古環境情報の統合と生態ニッチモデリングによる

存在予測手法の検討」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進

化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 109. 
・ Chan W.、阿部彩子、大石龍太、高橋邦夫  

2011「氷期–間氷期サイクルに対する気候モデルの応用」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 
105. 

・ Diab M.C., 米田 穣  
2011「酸素同位体ステージ 3 における北レバント地方のネアンデルタールの狩猟適応行動」寺嶋

秀明編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

「交替劇」研究大会報告書 No. 2: 41. 
・ 森 洋久、丸川雄三、中村佳史、赤澤 威  

2011「研究情報統合サービスについて」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 17. 
・ 森 洋久、丸川雄三、中村佳史、赤澤 威  

2011「「交替劇」文献データベースの構築」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 2: 2. 
・ 米田 穣、大森貴之、M.C. Diab  

2011「旧人・新人交替劇の年代学的研究と、現代人的行動の抽出」田邊宏樹編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 4: 100. 

・ 米田 穣、M.C. Diab、大森貴之  
2011「旧人・新人交替劇の年代学的検討と古環境要因の抽出」西秋良宏編『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 
3: 43. 

・ 米田 穣  
2011「ネアンデルタール絶滅と気候要因：年代学的研究の役割について」寺嶋秀明編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 2: 36. 
2010 
・ Abe-Ouchi, A.  

2010 Temporal and Spatial Paleoclimatic Variations and Human Evolution. In T. Akazawa 



 

 

178

178 

(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 
57-58. Proceedings of the 1st Conference on RNMH project. 

・ Kadowaki, S. and Y. Kondo 
2010 A Database of Neanderthal and Modern Human Lithic Industries: Aims and Construction Methods. In 
T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. No. 1: 37. Proceedings of the 1st Conference on RNMH project. 

・ Mori, H. and Y. Marukawa 
2010 Construction of a Spatio-Temporal Information Infrastructure Based on the Catalogue of Fossil 
Hominids Database. In T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 1: 33-34. Proceedings of the 1st Conference on RNMH project. 

・ Oguchi, T. 
2010 Integration and Utilization of Paleoenvironmental and Archaeological Data Using GIS. In T. Akazawa 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 
59-60. Proceedings of the 1st Conference on RNMH project. 

・ Yokoyama, Y. 
2010 Environmental Reconstruction of the Marine Oxygen Isotope Stages 4 and 3 Based on Geological 
Proxies: Methods and Perspectives. In T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: 
Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 61. Proceedings of the 1st Conference on RNMH project. 

・ Yoneda, M. 
2010 Re-Evaluation of Temporal and Spatial Distribution of Neanderthals and AMH and the Dispersal of 
Modern Behavior from a Chronological Point of View. In T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals 
by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 1: 55-56. Proceedings of the 1st 
Conference on RNMH project. 

・ 阿部彩子 
2010「古気候復元図の作成」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能

力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 1: 57. 
・ 小口 高 

2010「GIS を用いた古環境データと考古データの統合および活用」赤澤 威編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 1: 59. 

・ 門脇誠二、近藤康久 
2010「旧人・新人に関わる石器製作伝統のデータベース化：その目的と方法」赤澤 威編『ネア

ンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究

大会報告書 No. 1: 37. 
・ 森 洋久、丸川雄三 

2010「人類遺跡データベースを用いた時空間情基盤の構築」赤澤 威編『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』33. 
・ 横山祐典 

2010「古環境時系列データの集成へのプレリサーチおよび文献収集」赤澤 威編『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告

書 No. 1: 61. 
・ 米田 穣 

2010「旧人・新人の分布と現代的行動の拡散に関する年代データの集成」赤澤 威編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 1: 55. 
・ 米田 穣、阿部彩子、横山祐典、小口 高 

2010「旧人・新人時空分布と気候変動の関連性の分析」『第 64 回日本人類学会大会抄録集』83. 
 
計画研究 C01「3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元」 

【雑誌論文】 
2015 
・ Amano, H., T. Kikuchi, Y. Morita, O. Kondo, H. Suzuki, M.S. Ponce de Leon, C.P.E. Zollikofer, M. Bastir, 

C. Stringer, and N. Ogihara 



 

 

179

179 

2015 Virtual Reconstruction of the Neanderthal Amud 1 Cranium. American Journal of Physical 
Anthropology 158(2): 185-197. (査読) 

・ Bruner, E., Amano, H., de la Cuétara, J.M., Ogihara, N.   
2015 The brain and the braincase: a spatial analysis on the midsagittal profile in adult humans. Journal of 
Anatomy 227: 268-276. (査読) 

・ Morita, Y., Amano, H., Ogihara, N.   
2015 Three-dimensional Endocranial Shape Variation in the Modern Japanese Population.  
Anthropological Science 123(3): 185-191. (査読) 

・ Ogihara, N., H. Amano, T. Kikuchi, Y. Morita, K. Hasegawa, T. Kochiyama, and H.C. Tanabe 
2015 Towards digital reconstruction of fossil crania and brain morphology. Anthropological Science 123: 
57-68. (査読) 

2014 
・ Bruner, E., J.M. de la Cuetara, M. Masters, H. Amano, and N. Ogihara 

2014 Functional craniology and brain evolution: from paleontology to biomedicine. Frontiers in 
Neuroanatomy 8(19): 1-15. (査読) 

・ Michikawa, T., M. Moriguchi, and H. Suzuki 
2014 Feature-preserving outermost-surface polygonization from CT images. Computer-Aided Design and 
Applications 11(2): 239-243. DOI: 10.1080/16864360.2014.846098. (査読) 

2013 
・ Kikuchi, T. and N. Ogihara 

2013 Computerized assembly of neurocranial fragments based on surface extrapolation. Anthropological 
Science 121(2): 115-122. (査読) 

・ Morita, Y., N. Ogihara, T. Kanai, and H. Suzuki 
2013 Quantification of neurocranial shape variation using the shortest paths connecting pairs of anatomical 
landmarks. American Journal of Physical Anthropology 151: 658-666. (査読) 

2012 
・ Fukase, H. 

2012 Interspecies Difference in Placement of Developing Teeth and Its Relationship With Cross-Sectional 
Geometry of the Mandibular Symphysis in Four Primate Species Including Modern Humans. American 
Journal of Physical Anthropology 147(2): 217-226. (査読) 

・ Fukase, H., T. Wakebe, T. Tsurumoto, K. Saiki, M. Fujita, and H. Ishida 
2012 Facial characteristics of the prehistoric and early-modern inhabitants of the Okinawa islands in 
comparison to the contemporary people of Honshu. Anthropological Science 120(1): 23-32. (査読) 

・ 石田 肇、増田隆一 
2012「アイヌ民族とオホーツク文化人集団」『季刊考古学』118: 85-87. 

・ 近藤 修 
2012「ネアンデルタール人は絶滅したか」『季刊考古学』118: 43-45. 

2011 
・ Fukase, H. 

2011 Relationship Between Canine Dimorphism and Mandibular Morphology in the Hamadryas Baboon 
and the Japanese Monkey. American Journal of Physical Anthropology 144: 607-616. (査読) 

・ Fukase, H., T. Wakebe, T. Tsurumoto, K. Saiki, M. Fujita, and H. Ishida 
2011 Facial characteristics of the prehistoric and early-modern inhabitants of the Okinawa islands in 
comparison to the contemporary people of Honshu. Anthropological Science 120: 23-32. DOI: 
10.1537/ase.110411. (査読) 

・ Hishida H, H. Suzuki, T. Michikawa, Y. Ohtake, and S. Oota 
2011 CT Image Segmentation Using FEM with Optimized Boundary Condition. PLoS ONE 7. (査読) 

・ Katsumura, T., S. Oda, K. Tsukamoto, Y. Sekiya, T. Yamashita, M. Aso, M. Hata, M. Nonaka, S. Mano, H. 
Ishida, H. Mitani, S. Kawamura, and H. Oota 
2011 A population genetic study on the relationship between medaka fish and the spread of wet-rice 
cultivation across the Japanese archipelago. Anthropological Science 120: 81-89. DOI: 10.1537/ase.110525. 
(査読) 

・ Kazuta, H., T. Sato, Y. Dodo, H. Matsumura, T. Amano, H. Ishida, and R. Masuda 
2011 Genotype frequencies of the ABCC11 gene in 2000-3000-year-old human bones from the Epi-Jomon 
and Jomon sites in Hokkaido, Japan. Anthropological Science 119: 81-86. DOI: 101537/ase100416. (査読) 



 

 

180

180 

・ Kondo, O. 
2011 Human skeletal remains from Bishri region, excavated during 2009 seasons. Al-Rafidan 32: 123-125. 
(査読) 

・ X. Liu, H. Suzuki, and Y. Ohtake 
2011 Medical Fixture Design with CT Images, J. Computer-Aided Design and Applications 8: 421-433. (査
読) 

・ Nagaoka, T., H. Ishida, Y. Shimoda, M. Sunagawa, T. Amano, H. Ono, and K. Hirata 
2011 Estimation of skeletal adult age distribution of Okhotsk people in northern Japan. Anthropological 
Science 120(2): 103-113. (査読) 

・ Saitou, N., R. Kimura, H. Fukase, A. Yogi, S. Murayama, and H. Ishida 
2011 Advanced CT images reveal nonmetric cranial variations in living humans. Anthropological Science. 
DOI: 10.1537/ase.100928. (査読) 

・ Satoh, Y., Y. Kobayashi, G. Pages, J. Pouyssegur, and T. Kazama 
2011 Deletion of ERK1 and ERK2 in the CNS causes cortical abnormalities and neonatal lethality: 
Erk1deficiency enhances the impairment of neurogenesis in Erk2-deficient mice. Journal of Neuroscience 
31(3): 1149-1155. (査読) 

・ Satoh, Y., S. Endo, T. Nakata, Y. Kobayashi, K. Yamada, T. Ikeda, T. Hiramoto, Y. Watanabe, and T. 
Kazama 
2011 ERK2 Contributes to the Control of Social Behaviors in Mice. Journal of Neuroscience 31(33): 
11953-11967. (査読) 

・ Shimoda, Y., T. Nagaoka, K. Moromizato, M. Sunagawa, T. Hanihara, M. Yoneda, K. Hirata, H. Ono, T. 
Amano, T. Fukumine, and H. Ishida 
2011 Degenerative changes of the spine in people from the Okhotsk culture and two ancient groups from 
Kanto and Okinawa, Japan. Anthropological Science 115(1):25-36. DOI: 10.1537/ase.100925.c. (査読) 

・ Suwa, G., H. Fukase, R. T. Kono, D. Kubo, and M. Fujita 
2011 Mandibular tooth root size in modern Japanese, prehistoric Jomon, and Late Pleistocene Minatogawa 
human fossils. Anthropological Science 119: 159-171. (査読) 

・ Yang, C., Y. Ohtake, and H. Suzuki 
2011 Sealed Decomposition of a Triangular Mesh with Tetrahedral Mesh Segmentation. J. Computer-Aided 
Design and Applications 8: 383-394. (査読) 

・ 小林 靖 
2011「帯状回–皮質構造と線維結合」『Brain and Nerve』63(5): 473-482. (査読) 

・ 小林 靖、寺田純雄 
2011「神経解剖学の見方、考え方：脳の発生と区分(1)」Clinical Neuroscience 29 (5): 492-493. (査
読) 

・ 小林 靖、寺田純雄 
2011「神経解剖学の見方、考え方：脳の発生と区分(2)」Clinical Neuroscience 29 (6): 612-613. (査
読) 

・ 小林 靖、寺田純雄 
2011「神経解剖学の見方、考え方：脳神経の発生と区分(1)」Clinical Neuroscience 29(7): 728-729. 
(査読) 

・ 小林 靖、寺田純雄 
2011「神経解剖学の見方、考え方：脳神経の発生と区分(2)」Clinical Neuroscience 29(8): 856-857. 
(査読) 

・ 近藤 修 
2011「化石人類の脳と左右差」Clinical Neuroscience 29: 642-644. (査読) 

2010 
・ Akazawa, T., Y. Kanjo, Y. Nishiaki, H. Nakata, M. Yoneda, O. Kondo, K. Tanno, and S. Muhesen 

2010 The 2007-2008 seasons’ excavations at Dederiyeh Cave, Afrin, Northwest Syria. Chronique 
Archeologique en Syrie 4: 31-38. 

・ Fukumoto, I. and O. Kondo 
2010 3D craniofacial variation and occlusal wear severity among inhabitants of Hokkaido: comparisons of 
Okhotsk culture people and the Ainu. Anthropological Science 118(3): 161-172. (査読) 



 

 

181

181 

・ Kaburagi, M., H. Ishida, M. Goto, and T. Hanihara 
2010 Comparative studies of the Ainu, their ancestors, and neighbors: ssessment based on metric and 
nonmetric dental data. Anthropological Science 118: 95-106. DOI: 10.1537/ase090603. (査読) 

・ Matsukusa, H., H. Oota, K. Haneji, T. Toma, S. Kawamura, and H. Ishida 
2010 A genetic study of the Sakishima Islanders reveals no relationship with Taiwan Aborigines but Ainu 
and main-island Japanese. American Journal of Physical Anthropology 142: 211-223. DOI 
10.1002/ajpa.21212. (査読) 

・ Matsuura, Y., N. Ogihara, and M. Nakatsukasa 
2010 A method for quantifying articular surface morphology of metacarpals using quadric surface 
approximation. International Journal of Primatology 31(2): 263-274. (査読) 

・ Michikawa, T. and H. Suzuki 
2010 Sparse Grid Distance Transforms. Graphical Models 72: 35-45. (査読) 

・ Naito, Y. I., Y. Chikaraishi, N. Ohkouchi, H. Mukai, Y. Shibata, N. V. Honck, Y. Dodo, H. Ishida, T. 
Amano, H. Ono, and M. Yoneda 
2010 Dietary reconstruction of the Okhotsk Culture of Hokkaido, Japan, based on nitrogen isosopic 
composition of amino acids: implication for the correction of radiocarbon marine reservoir effects on 
human bones. Radiocarbon 52: 671-681. (査読) 

・ Nakashima, A., H. Ishida, M. Shigematsu, M. Goto, and T. Hanihara 
2010 Nonmetric cranial variation of Jomon Japan: implicatones for the evolution of eastern Asian diversity. 
American Journal of Human Biology 22: 782-790. DOI: 10.1002/ajhb.21083. (査読) 

・ Ogihara, N., H. Makishima, and M. Nakatsukasa 
2010 Three-dimensional musculoskeletal kinematics during bipedal locomotion in the Japanese macaque 
reconstructed based on an anatomical model-matching method. Journal of Human Evolution 58: 252-261. 
(査読) 

・ Sato, T., H. Kazuta, T. Amano, H. Ono, H. Ishida, H. Kodera, H. Matsumura, M. Yoneda, Y. Dodo, and R. 
Masuda. 
2010 Polymorphisms and allele frequencies of the ABO blood group gene among the Jomon, Epi-Jomon, 
and Okhotsk people in Hokkaido, northern Japan revealed by ancient DNA analysis. Journal of Human 
Genetics 55: 691-696. DOI: 10.1038/jhg.2010.90. (査読) 

・ Yano, W., N. Egi, T. Takano, and N. Ogihara  
2010 Prenatal ontogeny of subspecific variation in the craniofacial morphology of the Japanese macaque 
(Macaca fuscata).  Journal of primatology 51 (3): 263-271. (査読) 

・ 荻原直道  
2010「工学的手法を応用した人類進化研究の新展開」『計測と制御』49: 837-843. 

・ 西秋良宏、仲田大人、米田 穣、近藤 修、石井理子、佐々木智彦、Y. Kanjou、S. Muhesen、赤

澤 威 
2010「シリア、デデリエ洞窟の先史人類学的発掘—2009 年度調査報告」『高知工科大学紀要』
7(1): 57-69. 

【学会発表】 
2015 
・ Michikawa T. and H. Suzuki 

2015 Controlling cavity structure for printing natural objects, 2015 IFAC Symposium on Information 
Control in Manufacturing. (INCOM 2015) 2015.5.11-13. Canada. 

・ 荻原直道、天野英輝、森田祐介、近藤修、鈴木宏正  
2015「ネアンデルタールと早期ホモ・サピエンス頭蓋骨の 3 次元幾何形態学的解析」『第 69 回日

本人類学会大会』2015.11.12. 東京：産業技術総合研究所. 
・ 荻原直道、田邊宏樹 

2015「化石脳から見た学習仮説」『なぜネアンデルタール人はいなくなったのか–学習仮説からの

展望』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開講演会. 2015.7.5. 東京：東京大学. 
・ 荻原直道 

2015「ネアンデルタール人の脳を復元する」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学

習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大

会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 久保大輔、河内眞紀子、持丸正明、荻原直道、海部陽介  



 

 

182

182 

2015「欠損部の継ぎはぎと非剛体変形によるジャワ原人の脳容量推定」『第 69 回日本人類学会大

会』2015.11.12. 東京：産業技術総合研究所. 
・ 久保大輔、田邊広樹、近藤 修、天野英輝、與儀 彰、村山貞之、石田 肇、荻原直道 

2015「エンドキャストから小脳容積を推定する手法の開発とネアンデルタール及び更新世サピエ

ンスへの応用」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的

研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 小林 靖、松井利康、天野英輝、森田祐介、荻原直道  

2015「ネアンデルタール人と現生人類のエンドキャスト–前頭前野後縁の復元-」『第 69 回日本人

類学会大会』2015.11.12. 東京：産業技術総合研究所. 
・ 小林 靖、松井利康、天野英輝、森田祐介、荻原直道 

2015「ネアンデルタール人と現生人類のエンドキャストの比較–前頭前野の後縁を復元する-」『ネ

アンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補

助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 近藤 修、久保大輔、鈴木宏正、荻原直道 

2015「カフゼー9 号頭蓋の復元とエンドキャスト形態」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10
回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 

・ 道川隆士、菱田寛之、鈴木宏正、森口昌樹、荻原直道 
2015「化石頭蓋の定量解析のための幾何処理技術の開発」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 森口昌樹、道川隆士、鈴木宏正、荻原直道、近藤 修 

2015「剛体的な形状変形による準標識点の転写」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回

研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
2014 
・ Hasegawa, K., T. Kochiyama, H.C. Tanabe, and N. Ogihara 

2014 Reconstruction of the brain from skull fossil using computational anatomy. RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kochiyama, T., H. Tanabe, H. Amano, K. Hasegawa, and N. Ogihara 
2014 Computational anatomy in neuro-archaeology–Reconstruction of the brain from skull fossil. The 37th 
Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, 2014.9.12. Yokohama, Kanagawa, Japan. 

・ Kondo, O., D. Kubo, H. Suzuki, and N. Ogihara 
2014 Reconstruction of Qafzeh 9 braincase and its endocast morphology. RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Kubo, D., O. Kondo, H. Tanabe, N. Ogihara, A. Yog, S. Murayama, and H. Ishida 
2014 Estimating the cerebral and cerebellar volumes of Neanderthals and Middle Paleolithic modern 
humans. International Union of Anthropological and Ethnological Sciences Inter-Congress 2014. 2014.5.15. 
Makuhari, Chiba, Japan. 

・ Kubo, D., H.C. Tanabe, O. Kondo, H. Amano, A. Yogi, S. Murayama, H. Ishida, and N. Ogihara 
2014 Estimating the cerebral and cerebellar volumes of Neanderthals and Middle and Upper Paleolithic 
Homo sapiens, RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by 
Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Michikawa, T., M. Moriguchi, H. Suzuki, N. Ogihara, O. Kondo, and Y. Kobayashi 
2014 Endocast surface reconstruction from CT images. RNMH2014: The Second International Conference 
of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Moriguchi, M., H. Suzuki, T. Michikawa, N. Ogihara, and O. Kondo 
2014 Surface Deformation of Crania by Optimizing Rigidity. RNMH2014: The Second International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Ogihara, N., H. Amano, Y. Morita, O. Kondo, D. Kubo, H. Suzuki, T. Michikawa, M. Moriguchi, H. Ishida, 
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and M. Nakatsukasa 
2014 Endocasts of Neanderthals and early modern humans: virtual reconstruction and geometric 
morphometric analyses, RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, 
Hokkaido, Japan. 

・ Tanabe, H.C., T. Kochiyama, N. Sadato, and N. Ogihara 
2014 Exploring the difference of brain anatomy and function between Neanderthals and Modern Humans: 
neuroanatomical and functional neuroimaging approach, RNMH2014: The Second International Conference 
of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Tanabe, H., T. Kochiyama, H. Amano, H. Hasegawa, K., O. Kondo, and N. Ogihara 
2014 Comparing shape of cranium between Neanderthal and modern humans using computational 
neuroanatomy. 20th Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping. 2014.6.8. Hamburg, 
Germany. 

・ 天野英輝、森田祐介、近藤 修、鈴木宏正、荻原直道 
2014「ネアンデルタール人頭蓋骨の工学的復元と 3 次元形態解析」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.1. 浜松：アクトシティ浜松. 

・ 荻原直道 
2014「ネアンデルタール化石頭蓋骨の高精度復元結果から考える」『ネアンデルタール人の脳機

能と学習行動を探る』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開講演会. 2014.9.28. 東京：

東京大学. 
・ 荻原直道 

2014「ネアンデルタール人頭蓋骨の工学的復元」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 9 回研

究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 荻原直道、田邊広樹 

2014「ネアンデルタール人の脳形態復元と新人との脳機能差：現状と課題」『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域

研究「交替劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 久保大輔、河内眞紀子、持丸正明、荻原直道、海部陽介 

2014「統計学的手法を用いた欠損のあるインドネシア出土ホモ・エレクトス頭骨の脳容量推定」

第 68 回日本人類学会大会. 2014.11.1. 浜松：アクトシティ浜松. 
・ 久保大輔、近藤 修、荻原直道 

2014「ネアンデルタール及び新人化石標本の頭蓋腔鋳型復元の改良と誤差評価」『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術

領域研究「交替劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 河内山隆紀、田邊宏樹、荻原直道 

2014「計算解剖学による復元頭蓋骨を用いた脳形態復元と形態分析」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.4. 浜松：アクトシティ浜松. 

・ 小林 靖、松井利康 
2014「ヒトを含む霊長類の脳と頭蓋の関係：最終年度の研究計画」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 田邊宏樹、河内山隆紀、長谷川国大、天野英輝、荻原直道 

2014「旧人ネアンデルタールと新人ホモ・サピエンスのエンドキャスト形態差から考える脳機能

差」第 68 回日本人類学会大会. 2014.11.1. 浜松：アクトシティ浜松. 
・ 道川隆士、鈴木宏正、小林靖、荻原直道、森口昌樹 

2014「X 線 CT 画像からの脳鋳型ポリゴン抽出手法に関する研究」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 道川隆士、鈴木宏正、木村亮介 

2014「MRI 画像からの声帯形状ポリゴン抽出」2014 年度精密工学会春季大会. 2014.3.18-3.20. 東
京：東京大学. 
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2013 
・ Kobayashi, Y. and T. Matsui 

2013 Relationship between the brain and the skull in primates including human-Research plan. The 7th 
Conference on the RNMH Project. 2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Kobayashi Y., T. Matsui, and N. Ogihara  
2013 Brain surface morphology inferred by intracranial impressions in primates. The 8th Conference on the 
RNMH Project. 2013.12.21-23. Kyoto University, Kyoto, Japan. 

・ Kubo, D. 
2013 Morphological traits of early Homo sapiens in Europe and the issue of admixture: a review. The 7th 
Conference on the RNMH Project. 2013.5.11. The University of Tokyo, Tokyo, Japan. 

・ Michikawa, T., H. Suzuki, M. Moriguchi, and N. Ogihara 
2013 Endocast surface extraction from CT images. The 8th Conference on the RNMH Project. 2013.12.21-
23. Kyoto University, Kyoto, Japan. 

・ 天野英輝、菊地赳夫、荻原直道、近藤 修、鈴木宏正 
2013「Amud 1 号頭蓋骨の工学的復元」第 67 日本人類学会大会. 2013.11.3. 東京：国立科学博物館. 

・ 荻原直道 
2013「形状データベースに基づく欠損化石頭蓋の数理的補間手法」『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交

替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 久保大輔 

2013「ヨーロッパにおける初期ホモ・サピエンスの形質と交雑問題」『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 久保大輔、田邊宏樹、近藤 修、荻原直道、與儀 彰、村山貞之、石田 肇  

2013「ネアンデルタールおよび早期新人の大脳と小脳容積推定」第 67 回日本人類学会大会. 
2013.11.3. 東京：国立科学博物館. 

・ 小林 靖、松井利康 
2013「ヒトを含む霊長類の脳と頭蓋の関係—研究計画」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 7
回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 

・ 小林 靖、松井利康、道川隆士、荻原直道、鈴木宏正 
2013「頭蓋形態に基づく脳区分の推定—これまでの成果」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 小林 靖、松井利康、灰塚嘉典、荻原直道、松村讓兒 

2013「霊長類における頭蓋内面の圧痕からみる脳表面形態」第 67 回日本人類学会大会. 2013.11.3. 
東京：国立科学博物館. 

・ 小林 靖、松井利康、荻原直道 
2013「霊長類の頭蓋内面の圧痕から見る脳表面形態」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8 回

研究大会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 近藤 修 

2013「人類化石証拠を概観する」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進

化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-
14. 東京：東京大学. 

・ 近藤 修 
2013「ホモ・サピエンスの進化と拡散：アフリカを中心に」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 近藤 修、久保大輔 

2013「「カフゼー9 号エンドキャスト復元」と「小脳容積推定方法の開発」」『ネアンデルタールと

サピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研

究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
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・ 道川隆士、森口昌樹、鈴木宏正、小林 靖、荻原直道 
2013「頭蓋 CT データからの最外面制限付きポリゴン化手法」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 道川隆士、鈴木宏正、森口昌樹、荻原直道 

2013「CT 画像からの脳鋳型ポリゴン抽出手法」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：

学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8 回研究大

会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 森田祐介、天野英輝、荻原直道 

2013「現代日本人エンドキャストの 3 次元形態解析」第 67 回日本人類学会大会. 2013.11.3. 東京：

国立科学博物館. 
2012 
・ Amano, H., Y. Morita, H. Nagano, O. Kondo, H. Suzuki, M. Nakatsukasa, and N. Ogihara 

2012 Statistical Interpolation of Missing Parts in Fossil Crania. RNMH2012: The First International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Hishida, H., H. Suzuki, T. Michikawa, Y. Ohtake, S. Oota, N. Ogihara, and O. Kondo 
2012 CT Image Segmentation Using FEM with Optimized Boundary Condition. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kobayashi, Y., T. Matsui, Y. Haizaka, N. Ogihara, N. Hirai, and G. Matsumura 
2012 Cerebaral Sulci and Gyri Obserbed on Macaque Endocasts. RNMH2012: The First International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kobayashi, Y., T. Matsui, Y. Haizuka, N. Ogihara, N. Hirai, and G. Matsumura,  
2012 Evaluating cortical subdivisions using monkey skulls. The 35th Annual Meeting of the Japan 
Neuroscience Society. 2012.9.18. Nagoya, Japan. 

・ Kondo, O. and N. Ogihara,  
2012 Neanderthal studies by Japanese, a field research and the ongoing project. Seminar Talk at National 
Research Centre on Human Evolution (CENIEH), 2012.5.2. Burgos, Spain. 

・ Kochiyama, T., H.C. Tanabe, and N. Ogihara 
2012 Reconstruction of the Brain from Skull Fossil Using Computational Anatomy. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kondo, O. and N. Ogihara 
2012 Neanderthal studies by Japanese, a field research and the ongoing project. 2012.3.2. CENIEH, Burgos, 
Spain. 

・ Kondo, O., D. Kubo, and N. Ogihara 
2012 Virtual Endocast of Qafzeh 9, A Representative of Early Modern Humans. RNMH2012: The First 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Kudo, D. and H.C. Tanabe 
2012 Cerebellar Size Estimation from Endocranial Measurements. RNMH2012: The First International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Moriguchi, M., H. Suzuki, T. Michikawa, N. Ogihara, and O. Kondo 
2012 Transferring Semi-Landmarks on Surfaces. RNMH2012: The First International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-
24. Tokyo, Japan. 

・ Morita, Y., H. Amano, M. Nakatsukasa, O. Kondo, and N. Ogihara 
2012 A Geometric Morphometric Study of Neurocranial Shape Variations in the Crania of Modern 
Japanese.RNMH2012: The First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Ogihara, N., T. Kikuchi, Y. Morita, H. Amano, O. Kondo, M. Nakatsukasa, H. Suzuki, T. Michikawa, H. 
Ishida, and T. Akazawa 
2012 Digital Reconstruction of the Neanderthal Amud 1 Cranium. RNMH2012: The First International 
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Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Zollikofer, C.P.E., and M.S. Ponce de Leon 
2012 The Reconstitution of the Neanderthal Brain. RNMH2012: The First International Conference of the 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2012.11.18-
24. Tokyo, Japan. 

・ 青野友哉、永谷幸人、近藤 修 
2012「伊達市ポンマ遺跡における近世アイヌ文化期の小児の埋葬について」第 66 回日本人類学

会大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 天野英輝、森田裕介、長野裕保、荻原直道 

2012「形状データベースを活用した化石頭蓋骨の欠損補間」第 66 回日本人類学会大会. ポスター

発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 大石元治、荻原直道、清水大輔、菊池泰弘、平崎鋭矢、江木直子、甘崎 肇 

2012「大型類人猿の肘関節における一関節筋と二関節筋について」第 66 回日本人類学会大会. ポ
スター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 太田博樹、小金渕佳江、勝村啓史、河村正二、中込滋樹、石田 肇、アジア人古収集 DNA レポ

ジトリーコンソーシアム 
2012「染色体および Y 染色体 STR 多型もとづく『アイヌ–沖縄同系論』の検証」第 66 回日本人

類学会大会. 一般口演 B13. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 荻原直道 

2012「化石頭蓋の欠損補間と化石脳の推定」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学

習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5 回研究大会. 
2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 

・ 荻原直道、井出直彦 
2012「神経筋骨格モデルに基づくニホンザル二足歩行運動の順動力学シミュレーション」第 66
回日本人類学会大会. 一般口演 C11. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 海部陽介、Y. Zaim、I. Kurniawan、久保大輔、Y. Rizal、J. Arif、F. Aziz、馬場悠男 
2012「保存良好なジャワ原人化石サンギラン 9 号頭蓋の形態」第 66 回日本人類学会大会. 一般口

演 C07. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 川口 亮、菅原広史、木村亮介、石田 肇 

2012「mtDNA 分析による出土魚骨の種判別：沖縄県勝連城跡からの魚骨を用いた可能性調査」

第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 菊池泰弘、中野良彦、中務真人、國松 豊、清水大輔、荻原直道、辻川 寛、高野 智、石田英

實 
2012「ケニア北部産・中期中新世の類人猿 Nacholapithecus kerioi における下部胸椎形態」第 66 回

日本人類学会大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 木村亮介、渡辺千晶、山口徹太郎、槇宏太郎、武田麻耶子、川口 亮、石田 肇 

2012「WNT10A の多型は歯冠サイズと関連する」第 66 回日本人類学会大会. 一般口演 A08. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 久高将臣、深瀬 均、木村亮介、埴原恒彦、松村博史、佐宗亜依子、譜久嶺忠彦、石田 肇 
2012「日本およびアジア集団におけるヒト四肢骨の形態的特徴」第 66 回日本人類学会大会. ポス

ター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 久保大輔、田邊宏樹 

2012「頭蓋腔計測値からの小脳容積の推定：予備的研究」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 久保大輔、海部陽介、T. Sutikna、E. W. Saptomo、JATMIKO 

2012「マイクロ CT データと三次元プリンターモデルを用いた LB1 の頭蓋腔容積の修正」第 66
回日本人類学会大会. 一般口演 C08. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 小林 靖、松井利康、灰塚嘉典、荻原直道、平井直樹、松村譲兒 
2012「マカクザルにおける頭蓋内面の圧痕と脳表面との相関」第 66 回日本人類学会大会. ポスタ

ー発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
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・ 米須学美、川口 亮、佐藤丈寛、石田 肇、山口今日子、渡邉千晶、木村亮介 
2012「2D：4D 比は性ホルモン関連形質の指標として妥当なのか？」第 66 回日本人類学会大会. 
一般口演 C10. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 近藤 修 
2012「化石頭蓋のひずみと左右非対称性の評価：カフゼー9 号」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 近藤 修 

2012「ネアンデルタールの成長」第 66 回日本人類学会大会. シンポジウム 15. 2012.11.4. 横浜：

慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 佐宗亜依子、近藤 修 

2012「縄文人骨の歯周疾患に関する予備的調査：千葉県姥山人骨を例に」第 66 回日本人類学会

大会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 佐藤丈寛、川口 亮、石田 肇、山口徹太郎、山本 健、河村正二、中込滋樹、間野修平、埴原

恒彦、太田博樹、渡辺千晶、山口今日子、木村亮介 
2012「ゲノムワイド SNP データに基づく琉球列島の人々の集団構成」第 66 回日本人類学会大会. 
若手会員大会発表賞対象セッション YB2. 2012.11.3. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 染田英利、譜久嶺忠彦、石田 肇 
2012「国内の遺骨収集事例：沖縄」第 66 回日本人類学会大会. シンポジウム 10. 2012.11.4. 横
浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 中込滋樹、間野修平、知念 寛、伊良波淳、金城福則、藤田次郎、石田 肇、木村亮介、竹山康

章、向坂彰太郎、松井敏行、J.R. Kidd、K.K. Kidd、森田英利、H.S. Said、須田 亙、河村正二、

服部正平、埴原恒彦、太田博樹 
2012「琉球諸島と北部九州におけるクローン病の遺伝と環境の相互作用に関す人類学的考察」第

66 回日本人類学会大会. 若手会員大会発表賞対象セッション YB1. 2012.11.3. 横浜：慶應義塾大学

日吉キャンパス. 
・ 濱野理貴、荻原直道 

2012「運動学データのみに基づくニホンザル二足歩行運動の逆動力学的解析」第 66 回日本人類

学会大会. 若手会員大会発表賞対象セッション YA2. 2012.11.3. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパ

ス. 
・ 深瀬 均、分部哲秋、弦本敏行、佐伯和信、藤田祐樹、石田 肇 

2012「日本列島における縄文時代人の体形の地域変異とその生態地理学的意義」第 66 回日本人

類学会大会. 一般口演 A02. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 松井利康、小林 靖 

2012「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発—ヒト幼児の頭蓋」『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域

研究「交替劇」第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
・ 松村秋芳、米田 穣、近藤 修、日本人類学会教育普及委員会 

2012「日本人類学会教育普及委員会活動報告 2012」第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 道川隆士、森口昌樹、菱田寛之、鈴木宏正 
2012「化石頭蓋の高精度復元のための幾何学処理技術」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇

の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 5
回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 

・ 諸見里恵一、石田 肇、深瀬 均、山口今日子、木村亮介 
2012「若年成人における関節可動域に見られる全身的共変動パターン」第 66 回日本人類学会大

会. ポスター発表. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
・ 矢野 航、江木直子、高野 智、荻原直道、西村 剛 

2012「霊長類 3 種の頭蓋顔面形態形成の比較研究」第 66 回日本人類学会大会. ポスター発表. 
2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 

・ 山口今日子、川口 亮、石田 肇、青木健一、渡辺千晶、木村亮介 



 

 

188

188 

2012「候補遺伝子アプローチによる日本人皮膚色の関連遺伝子多型の同定」第 66 回日本人類学

会大会. 一般口演 B08. 2012.11.4. 横浜：慶應義塾大学日吉キャンパス. 
2011 
・ Kondo, O. 

2011 An application of fourier and wavelet transforms to two-dimensional images: quantification of human 
vertebral tuberculosis. 2nd International Symposium on Biological Shape Analysis. 2011.9.7-9. Okinawa, 
Japan. 

・ 赤松美穂、菊池赳夫、荻原直道、近藤 修、田邊宏樹、深瀬 均、石田 肇、與儀 彰、村山貞

之 
2011「現代人における頭蓋骨と脳形態の対応関係の定量化」第 65 回日本人類学会大会.ポスター

発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 安達 登、篠田謙一、梅津和夫、近藤 修、百々幸雄 

2011「DNA が明らかにするアイヌの成立史（第 2 報）」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 6. 
2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 石崎直哉、白井裕介、福世裕貴子、石田 肇、K. Kidd、太田博樹、河村正二 
2011「ヒト色覚多型の起源と適応的意味の解明を目指した L/M オプシン遺伝子の人類集団多型解

析（経過報告）」第 65 回日本人類学会大会.一般口演 5. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 荻原直道 

2011「頭蓋のかたち作りのプロセスを観る」第 21 回日本解剖学会関東支部懇話会. 2011.6.18. 川
崎：聖マリアンナ医科大学. 

・ 荻原直道、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇 
2011「形状情報に基づく化石頭蓋破片組み立てシステムの開発」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 荻原直道、菊池赳夫、森田祐介、鈴木宏正、道川隆士、森口昌樹、近藤 修、久保大輔、石田 

肇、深瀬 均、赤澤 威 
2011「リファレンスデータベースを活用した化石頭蓋骨の形状復元」第 65 回日本人類学会大会. 
シンポジウム 6. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 荻原直道、菊池赳夫、森田祐介、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇 
2011「大域的形状情報を活用した頭蓋組み立て支援システム」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 菊池赳夫、荻原直道、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇、赤澤 威 

2011「局所形状情報に基づく化石頭蓋破片組立システムの開発」2011.11.4. 第 65 回日本人類学会

大会. 若手会員大会発表賞対象セッション 1. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 菊池泰弘、中野良彦、中務真人、國松 豊、清水大輔、荻原直道、辻川 寛、高野 智、石田英

實 
2011「ケニア・中期新世の化石類人猿 Nacholapithecus kerioi における環椎・軸椎形態」第 65 回日

本人類学会大会.ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 久高将臣、深瀬 均、木村亮介、埴原恒彦、松村博文、佐宗亜依子、譜久嶺忠彦、石田 肇 

2011「日本列島およびアジアにおけるヒト四肢骨の形態的特徴」第 65 回日本人類学会大会. 一般

口演 13. 2011.11.6. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 蔵元秀一、譜久嶺忠彦、久高将臣、石田 肇 

2011「沖縄久米島近世人骨における距骨と脛骨蹲踞面の形成」第 65 回日本人類学会大会.分科会

4. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 小林 靖 

2011「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発—カニクイザルの頭蓋と脳」『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新

学術領域研究「交替劇」第 4 回研究大会. 2011.12.10-11. 岡崎：岡崎コンファレンスセンター. 
・ 小林 靖 

2011「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発—研究計画」『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究
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「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 近藤 修、Y. Kanjo、石田 肇、石井理子、小口 高、西秋良宏、仲田大人、赤澤 威 

2011「デデリエ洞窟出土の新幼児人骨資料」第 65 回日本人類学会大会.一般口演 1. 2011.11.5. 那
覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 近藤 修 
Ⅰ 2011「化石人類の脳・脳鋳型の形態学的研究について」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 佐藤丈寛、山口今日子、川口 亮、石田 肇、木村亮介 

2011「本土日本–琉球人集団間における体毛分布差異の統計学的評価」第 65 回日本人類学会大会. 
ポスター発表. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 佐宗亜依子、近藤 修 
2011「縄文人骨の歯牙における咬耗、外傷、及び疾患について：姥山貝塚と帝釈寄倉岩陰遺跡の

比較」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 3. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 鈴木宏正、道川隆士、森口昌樹 

2011「頭蓋化石 CT 画像のセグメンテーション手法」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 3 回研

究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 中島厚士、重松正仁、後藤昌昭、石田 肇、埴原恒彦 

2011「縄文時代人の地域変異、多様性とその由来：非計測的頭蓋形質による検討」第 65 回日本

人類学会大会. 一般口演 2. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 野中弘二、徐 勲健、中川侑助、近藤 修、石田 肇、赤澤 威、励 強華 

2011「化石頭骨の変形過程を推定するための再現実験」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 1. 
2011.11.05. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 濱野理貴、荻原直道 
2011「骨盤形態と二足歩行運動の移動効率の関係」第 65 回日本人類学会大会.若手会員大会発表

賞対象セッション１. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 深瀬 均 

2011「成長を通した下顎骨と歯牙の形態学的関連性—ヒトとその他の霊長類を用いた比較研究か

らの考察」第 65 回日本人類学会大会.分科会１. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 深瀬 均、分部哲秋、弦本敏行、佐伯和信、藤田祐樹、石田 肇 

2011「先史時代と近代における沖縄諸島の人々の顔面骨形態の特徴—それぞれの時代の本州の

人々との比較」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 2. 2011.11.5. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 宮里絵理、山口今日子、深瀬 均、石田 肇、木村亮介 

2011「3 次元顔面画像データの特徴点による琉球および本土日本人の判別」第 65 回日本人類学会

大会. ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 森口昌樹、鈴木宏正、道川隆士、荻原直道、近藤 修 

2011「曲面上での曲げエネルギー最小化による変形法」第 65 回日本人類学会大会. 一般口演 11. 
2011.11.06. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 

・ 森田祐介、菊池赳夫、荻原直道、金井 祟、鈴木宏正 
2011「解剖学的特徴点間の最短経路探索に基づく頭蓋骨形態変異の定量化」第 65 回日本人類学

会大会. ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 諸見里恵一、山口今日子、深瀬 均、石田 肇、木村亮介 
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会. ポスター発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 矢野 航、荻原直道 
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MuhesenⅠ 
2010「旧人ネアンデルタールと新人クロマニョンの交替劇を探る–シリア・デデリエ洞窟の 2009
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・ 石田 肇Ⅰ 
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2010「3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の復元手法の開発」『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替

劇」第 1 回研究大会. 2010.10.23-24. 東京：学術総合センター. 
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づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 100. 
・ 小林 靖、松井利康、天野英輝、森田祐介、荻原直道 

2015「ネアンデルタール人と現生人類のエンドキャストの比較—前頭前野の後縁を復元する」赤

澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』

「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 104. 
・ 近藤 修、久保大輔、鈴木宏正、荻原直道 

2015「カフゼー9 号（解剖学的現代人）頭蓋の左右歪み評価とエンドキャスト作成」荻原直道編

『3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元 1』「交替劇」C01 班研究報告書 No. 1: 
41-55. 

・ 近藤 修、久保大輔、鈴木宏正、荻原直道 
2015「カフゼー9 号頭蓋の復元とエンドキャスト形態」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 102. 
・ 鈴木宏正、菱田寛之、道川隆士、荻原直道、近藤 修 

2015「構造解析を利用した 3 次元画像の領域分け手法」荻原直道編『3 次元モデリング技術に基

づく化石頭蓋の高精度復元 1』「交替劇」C01 班研究報告書 No. 1: 93-101. 
・ 松井利康、荻原直道、小林 靖 

2015「頭蓋と脳形態の相関に関する研究：頭蓋形態を指標とした化石人類の脳区分推定」荻原直

道編『3 次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元 1』「交替劇」C01 班研究報告書 No. 
1: 77-92. 

・ 道川隆士、森口昌樹、鈴木宏正、荻原直道 
2015「CT 画像を用いた化石頭蓋のポリゴン生成手法」荻原直道編『3 次元モデリング技術に基づ

く化石頭蓋の高精度復元 1』「交替劇」C01 班研究報告書 No. 1: 103-125. 
・ 道川隆士、菱田寛之、鈴木宏正、森口昌樹、荻原直道 

2015「化石頭蓋の定量解析のための幾何処理技術の開発」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 
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・ 森口昌樹、道川隆士、鈴木宏正、荻原直道、近藤 修 
2015「曲面変形法に基づく準標識点の転写」荻原直道編『3 次元モデリング技術に基づく化石頭

蓋の高精度復元 1』「交替劇」C01 班研究報告書 No. 1: 127-136.  
・ 森口昌樹、道川隆士、鈴木宏正、荻原直道、近藤 修 

2015「剛体的な形状変形による準標識点の転写」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 10: 108. 
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・ Kobayashi, Y. and T. Matsui 
2014 Relationship between the brain and the skull in primates including human: Research plan for the final 
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Learning in Neanderthals and Modern Humans Vol. 2: Cognitive and Physical Perspectives, pp. 203-207. 
Tokyo: Springer Japan. 

・ 荻原直道 
2014「ネアンデルタール人頭蓋骨の工学的復元」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 9: 11. 
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ラム・抄録集』51. 
・ 久高将臣、深瀬 均、木村亮介、埴原恒彦、松村博史、佐宗亜依子、譜久嶺忠彦、石田 肇 

2012「日本およびアジア集団におけるヒト四肢骨の形態的特徴」荻原直道編『第 66 回日本人類

学会大会プログラム・抄録集』69. 
・ 久保大輔、田邊宏樹 

2012「頭蓋腔計測値からの小脳容積の推定：予備的研究」荻原直道編『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 78. 
・ 久保大輔、海部陽介、T. Sutikna、E.W. Saptomo、JATMIKO 

2012「マイクロ CT データと三次元プリンターモデルを用いた LB1 の頭蓋腔容積の修正」荻原直

道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』64. 
・ 小林 靖 

2012「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発」赤澤 威編『RNMH プロジェクト

2010-2014』RNMH PROJECT 2010-2014. RNMH Project Series. No. 001: 104. 
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・ 小林 靖、松井利康、灰塚嘉典、荻原直道、平井直樹、松村譲兒 
2012「マカクザルにおける頭蓋内面の圧痕と脳表面との相関」荻原直道編『第 66 回日本人類学

会大会プログラム・抄録集』78-79. 
・ 米須学美、川口 亮、佐藤丈寛、石田 肇、山口今日子、渡邉千晶、木村亮介 

2012「2D：4D 比は性ホルモン関連形質の指標として妥当なのか？」荻原直道編『第 66 回日本人

類学会大会プログラム・抄録集』65. 
・ 近藤 修 

2012「化石頭蓋のひずみと左右非対称性の評価：カフゼー9 号」荻原直道編『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 5: 76. 

・ 近藤 修 
2012「ネアンデルタールの成長」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』
119. 

・ 佐宗亜依子、近藤 修 
2012「縄文人骨の歯周疾患に関する予備的調査：千葉県姥山人骨を例に」荻原直道編『第 66 回

日本人類学会大会プログラム・抄録集』75. 
・ 佐藤丈寛、川口 亮、石田 肇、山口徹太郎、山本亮健、河村正二、中込滋樹、間野修平、埴原

恒彦、太田博樹、渡辺千晶、山口今日子、木村亮介 
2012「ゲノムワイド SNP データに基づく琉球列島の人々の集団構成」荻原直道編『第 66 回日本

人類学会大会プログラム・抄録集』47. 
・ 染田英利、譜久嶺忠彦、石田 肇 

2012「国内の遺骨収集事例：沖縄」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』
105. 

・ 中込滋樹、間野修平、知念亮寛、伊良波淳、金城福則、藤田次郎、石田 肇、木村亮介、竹山康

章、向坂彰太郎、松井敏行、J.R. Kidd 、K.K. Kidd、 森田英利、H.S. Said、須田 亙、河村正二、

服部正平、埴原恒彦、太田博樹 
2012「琉球諸島と北部九州におけるクローン病の遺伝と環境の相互作用に関す人類学的考察」荻

原直道編『第 66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』46. 
・ 濱野理貴、荻原直道 

2012「運動学データのみに基づくニホンザル二足歩行運動の逆動力学的解析」荻原直道編『第 66
回日本人類学会大会プログラム・抄録集』43. 

・ 深瀬 均、分部哲秋、弦本敏行、佐伯和信、藤田祐樹、石田 肇 
2012「日本列島における縄文時代人の体形の地域変異とその生態地理学的意義」荻原直道編『第

66 回日本人類学会大会プログラム・抄録集』49. 
・ 松井利康、小林 靖 

2012「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発–ヒト幼児の頭蓋」荻原直道編『ネアン

デルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大

会報告書 No. 5: 80. 
・ 松村秋芳、米田 穣、近藤 修、日本人類学会教育普及委員会 

2012「日本人類学会教育普及委員会活動報告 2012」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プロ

グラム・抄録集』83. 
・ 道川隆士、森口昌樹、菱田寛之、鈴木宏正 

2012「化石頭蓋の高精度復元のための幾何学処理技術」荻原直道編『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 5: 74. 
・ 宮里絵理、石田 肇、河内まき子、持丸正明、山口今日子、木村亮介 

2012「相同モデリングを用いたヒト顔面の三次元形態解析」荻原直道編『第 66 回日本人類学会

大会プログラム・抄録集』69. 
・ 諸見里恵一、石田 肇、深瀬 均、山口今日子、木村亮介 

2012「若年成人における関節可動域に見られる全身的共変動パターン」荻原直道編『第 66 回日

本人類学会大会プログラム・抄録集』82. 
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・ 矢野 航、江木直子、高野 智、荻原直道、西村 剛 
2012「霊長類 3 種の頭蓋顔面形態形成の比較研究」荻原直道編『第 66 回日本人類学会大会プロ

グラム・抄録集』68-69. 
・ 山口今日子、川口 亮、石田 肇、青木健一、渡辺千晶、木村亮介 

2012「候補遺伝子アプローチによる日本人皮膚色の関連遺伝子多型の同定」荻原直道編『第 66
回日本人類学会大会プログラム・抄録集』57. 

2011 
・ Kobayashi, Y. 

2011 Developing cranial parameters that delineate subdivision of the brain ? The cranium and the brain of 
Macaca fascicularis. In H. Tanabe (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 4: 123-124. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Kobayashi, Y. 
2011 Developing cranial parameters that delineate subdivisions of the brain ? Research Plan. In Y. Nishiaki 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 
67. Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Kondo, O. 
2011 Toward assessment of the fossil cranial distortion: an application to Qafzeh 9. In H. Tanabe (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 120. 
Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Kondo, O. 
2011 Morphological studies on brains/endocasts of fossil hominids. In H. Terashima (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 53. Proceedings of the 
2nd Conference on RNMH. 

・ Kondo, O. and D. Kubo 
2011 Endocast of Qafzeh 9, a representative of Levantine early modern Homo sapiens. In Y. Nishiaki (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 48. 
Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Kondo O., M. Nakayama, and P. Pirttiniemi 
2011 Craniofacial integrity: Co-variation between facial flatness and craniofacial shape in humans from 
Lapps (Saami) and Japanese. In P. Lestrel (ed.) Biological Shape Analysis, pp. 172-190. 

・ Ogihara, N. 
2011 Computerized assembly of fossil cranial fragments and reconstruction of fossil brain. In H. Tanabe 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 
115-116. Proceedings of the 4th Conference on RNMH. 

・ Ogihara, N., H. Suzuki, T. Michikawa, O. Kondo, and H. Ishida 
2011 Assembly of fossil cranial fragments based on surface shape information. In H. Terashima (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 2: 49. 
Proceedings of the 2nd Conference on RNMH. 

・ Ogihara, N., T. Kikuchi, Y. Morita, H. Suzuki, T. Michikawa, O. Kondo, and H. Ishida 
2011 Assembly of fossil cranial fragments based on global shape information. In Y. Nishiaki (ed.) 
Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 49. 
Proceedings of the 3rd Conference on RNMH. 

・ Suzuki, H., T. Michikawa, and M. Moriguchi 
2011 Volumetric image segmentation method for fossil cranial. In H. Tanabe (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 4: 118. Proceedings of 
the 4th Conference on RNMH. 

・ Suzuki, H., T. Michikawa, and M. Moriguchi 
2011 Volumetric image segmentation method for fossil cranial. In Y. Nishiaki (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 3: 47. Proceedings of the 
3rd Conference on RNMH. 

・ 石田 肇（訳） 
2011「ヒト族からヒト属へ」「ホモ・サピエンスと現代人的行動の進化」R.ボイド、J.B.シルク

（著）、松本晶子、小田 亮（監訳）『人はどのように進化してきたか』475-596. 京都：ミネル

ヴァ書房. 
・ 荻原直道 

2011「次元形状モデリングに基づく化石頭蓋の組立と化石脳の推定」田邊宏樹編『ネアンデルタ
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ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告

書 No. 4: 114. 
・ 荻原直道、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇 

2011「形状情報に基づく化石頭蓋破片組み立てシステムの開発」寺嶋秀明編『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 2: 48. 

・ 荻原直道、菊池赳夫、森田祐介、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇 
2011「大域的形状情報を活用した頭蓋組み立て支援システムの開発」西秋良宏編『ネアンデルタ

ールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告

書 No. 3: 49. 
・ 小林 靖 

2011「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発—カニクイザルの頭蓋と脳」田邊宏樹編

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」

研究大会報告書 No. 4: 121. 
・ 小林 靖 

2011「頭蓋形態から脳区分を推測するための指標の開発-研究計画」西秋良宏編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 3: 66. 

・ 近藤 修 
2011「カフゼー9 号頭蓋の歪み評価へ向けて」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 119. 
・ 近藤 修 

2011「化石人類の脳・脳鋳方の形態学的研究について」寺嶋秀明編『ネアンデルタールとサピエ

ンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 2: 52. 
・ 近藤 修、久保大輔 

2011「カフゼー9 号エンドキャスト、レバント地方早期現代型新人の例」西秋良宏編『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会

報告書 No. 3: 48. 
・ 鈴木宏正、道川隆士、森口昌樹 

2011「頭蓋化石 CT 画像のセグメンテーション」田邊宏樹編『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 4: 117. 
・ 鈴木宏正、道川隆士、森口昌樹 

2011「頭蓋化石 CT 画像のセグメンテーション手法」西秋良宏編『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 3: 47. 
・ 中條利一郎、酒井英男、石田 肇（編） 

2011『考古学を科学する』116-132. 京都：臨川書店. 
2010 
・ Kondo, O., H. Ishida, and N. Ogihara 

2010 Morphological Descriptions of Endcasts from Homo sapiens and Homo Neanderthalensis. In T. 
Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
No. 1: 65. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. 

・ Ogihara, N., H. Suzuki, T. Michikawa, O. Kondo, and H. Ishida 
2010 Development of Fossil Crania Reconstruction Methods Based on Three-Dimensional Surface 
Modeling Techniques. In T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. No. 1: 62-63. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. 

・ Ogihara, N., E. Hirasaki, and M. Nakatsukasa 
2010 Experimental and computational studies of bipedal locomotion in the bipedally-trained Japanese 
macaque. In K. D'Aout, and E.E. Vereecke, (eds.) Studying Primate Locomotion: Linking Field and 
Laboratory Research. New York, Springer. 

・ Suzuki, H., N. Ogihara, and T. Michikawa 
2010 A Segment method for Decomposing Fossil Skull into Fragment Based on Structural Mechanics. In T. 
Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 
No. 1: 64. Proceedings of the 1st Conference on RNMH. 



 

 

202

202 

・ 荻原直道、鈴木宏正、道川隆士、近藤 修、石田 肇 
2010「３次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の復元手法の開発」赤澤 威編『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書
No. 1: 62. 

・ 近藤 修、石田 肇、荻原直道 
2010「新人・旧人化石頭蓋・脳鋳型の形態学的記載」赤澤 威編『ネアンデルタールとサピエン

ス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大会報告書 No. 1: 65. 
・ 鈴木宏正、荻原直道、道川隆士 

2010「構造力学的特性を用いた復元頭蓋の化石片セグメンテーション手法」赤澤 威編『ネアン

デルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』「交替劇」研究大

会報告書 No. 1: 64. 
 
計画研究 C02「旧人・新人の学習行動に関する脳機能マップの作成」 

【雑誌論文】 
2015 
・ Koike, T., H.C. Tanabe, S. Okazaki, E. Nakagawa, A.T. Sasaki, K. Shimada, S. Sugawara, H.K. Takahashi, 

K. Yoshihara, J. Bosch-Bayard, and N. Sadato *equally contributed.   
2015 Neural substrates of shared attention as social memory: A hyperscanning functional magnetic 
resonance imaging study. NeuroImage (ePub ahead of print). (査読) 

・ Kawamichi, H., K. Yoshihara, S.K. Sugawara, M. Matsunaga, K. Makita, Y.H. Hamano, H.C. Tanabe, and 
N. Sadato  
2015 Helping behavior induced by empathetic concern attenuates anterior cingulate activation in response 
to others’ distress. Soc Neurosci (ePub ahead of print). (査読) 

・ Kawamichi, H., R. Kitada, K. Yoshihara, H. Takahashi, and N. Sadato 
2015 Interpersonal touch suppresses visual processing of aversive stimuli. Front Hum Neurosci 9: 164. (査
読) 

・ Kawamichi, H., K. Yoshihara, A.T. Sasaki, S.K. Sugawara, H.C. Tanabe, R. Shinohara, Y. Sugisawa, K. 
Tokutake, Y. Mochizuki, T. Anme, and N. Sadato 
2015 Perceiving active listening activates the reward system and improves the impression of relevant 
experiences. Soc Neurosci 10: 16-26. (査読) 

・ Koike, T., H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2015 Hyperscanning neuroimaging technique to reveal the "two-in-one" system in social interactions. 
Neurosci Res 90: 25-32. (査読) 

・ Matsuyoshi, D., T. Morita, T. Kochiyama, H.C. Tanabe, N. Sadato, and R. Kakigi 
2015 Dissociable cortical pathways for qualitative and quantitative mechanisms in the face inversion effect. 
J Neurosci 35(10): 4268-4279. (査読) 

・ Ogihara, N., H. Amano, T. Kikuchi, Y. Morita, K. Hasegawa, T. Kochiyama, and H.C. Tanabe 
2015 Towards digital reconstruction of fossil crania and brain morphology. Anthropol Sci 123(1): 57-68. (査
読) 

・ Sato, W., Y. Kubota, T. Kochiyama, S. Uono, S. Yoshimura, R. Sawada, M. Sakihama, and M. Toichi  
2015 Increased putamen volume in adults with autism spectrum disorder. Front Hum Neurosci 8: 1. (査読) 

2014 
・ Nakajima, K., T. Minami, H.C. Tanabe, N. Sadato, and S. Nakauchi 

2014 Facial color processing in the face-selective regions: An fMRI study. Hum Brain Mapp 35(9): 4958-
4964. (査読) 

・ Okamoto, Y., R. Kitada, H.C. Tanabe, M.J. Hayashi, T. Kochiyama, T. Munesue, M. Ishitobi, D.N. Saito, 
H.T. Yanaka, M. Omori, Y. Wada, H. Okazawa, A.T. Sasaki, T. Morita, S. Itakura, H. Kosaka, and N. Sadato 
2014 Attenuation of the contingency detection effect in the extrastriate body area in autism spectrum 
disorder. Neurosci Res 87: 66-76. (査読) 

・ Sasai, S., Homae, F., Watanabe, H., Sasaki, A.T., Tanabe, H.C., Sadato, N., Taga, G.  
2014 Frequency-specific network topologies in the resting human brain. Front Hum Neurosci 8: 1022. (査
読) 

・ Sato, W., T. Kochiyama, S. Uono, K. Matsuda, K. Usui, Y. Inoue, and M. Toichi 
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2014 Rapid, high-frequency, and theta-coupled gamma oscillations in the inferior occipital gyrus during 
face processing. Cortex 60: 52-68. equally contributed. (査読) 

・ Taminato, T., N. Miura, M. Sugiura, and R. Kawashima 
2014 Neuronal sbstragtes characterizing two stages in visual object recognition. Neurosci Res 89: 61-68. 
(査読) 

・ 定藤規弘 
2014「｢私たち｣の脳科学に向けて：２個人同時計測 MRI 研究」『臨床神経科学』32(7): 797-799. 
(査読) 

・ 定藤規弘 
2014「機能的 MRI による社会能力発達における神経基盤の解明」『脳神経外科ジャーナル』 
23(4): 318-324. (査読) 

2013 
・ Iida, S., H.C. Tanabe, T. Nakao, and H. Ohira  

2013 Modulation of emotion by cognitive activity. Psychol Topics 2: 205-219. (査読) 
・ Kawamichi, H, A.T. Sasaki, M. Matsunaga, K. Yoshihara, H.K. Takahashi, H.C. Tanabe, and N. Sadato  

2013 Medial prefrontal cortex activation is commonly invoked by reputation of self and romantic partners. 
PLoS One 8(9): e74958. (査読) 

・ Kitada, R., Y. Okamoto, A.T. Sasaki, T. Kochiyama, M. Miyahara, S.J. Lederman, and N. Sadato 
2013 Early visual experience and the recognition of basic facial expressions: involvement of the middle 
temporal and inferior frontal gyri during haptic identification by the early blind. Front Hum Neurosci 7: 7. 
(査読) 

・ Makita, K., M. Yamazaki, H.C. Tanabe, T. Koike, T. Kochiyama, H. Yokokawa, H. Yoshida, and N. Sadato 
2013 A functional magnetic resonance imaging study of foreign-language vocabulary learning enhanced by 
phonological rehearsal: the role of the right cerebellum and left fusiform gyrus. Mind Brain Education 7(4): 
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・ Sato, W., T. Kochiyama, S. Uono, K. Matsuda, K. Usui, Y. Inoue, and M. Toichi  
2011 Rapid amygdala gamma oscillations in response to eye gaze. PLoS One 6: e28188. (査読) 
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・ 河内山隆紀 
2011 「機能的磁気共鳴画像法による領域間結合分析」『神経心理学』27(1): 35-46. 

2010 
・ Aramaki, Y., R. Osu, and N. Sadato 
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【学会発表】 
2015 
・ 荻原直道、田邊宏樹 

2015「化石脳から見た学習仮説」『なぜネアンデルタール人はいなくなったのか–学習仮説からの

展望』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開講演会. 2015.7.5. 東京：東京大学. 
・ 河内山隆紀、田邊宏樹、長谷川国大、荻原直道 

2015「計算論的解剖学による復元頭蓋骨を用いた脳形態復元」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 定藤規弘、田邊宏樹 

2015「現代人脳機能地図作成—社会認知能力のベースとしての共同注意における小脳の役割」

『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究

費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 杉浦元亮 

2015「飽きに対する対処戦略の神経基盤と創造性との関連」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 田邊宏樹 

2015「ネアンデルタール人の中身を探る」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 
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2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 長谷川国大、河内山隆紀、田邊宏樹 

2015「脳機能イメージグデータのメタ解析による現代人脳機能マップの作成」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 星野孝総、三谷慶太、三浦直樹、田邊宏樹、長井謙治 

2015「ハノイの塔を用いた社会学習と固体学習差の検証実験」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
・ 三浦直樹 

2015「メタ解析に基づく道具使用の神経基盤の推定」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 10
回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 

・ 水野 敬 
2015「学習意欲および疲労耐性の神経基盤と脳形態情報」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

10 回研究大会. 2015.3.7-8. 高知：高知会館. 
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Human Brain Mapping 2014 Conference. 2014.6.8-12. Hamburg, Germany. 

・ Hasegawa, K., T. Kochiyama, H.C. Tanabe, and N. Ogihara 
2014 Reconstruction of the brain from skull fossil using computational anatomy. RNMH2014: The Second 
International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Hoshino, Y., K. Mitani, N. Miura, H.C. Tanabe, and K. Nagai  
2014 fMRI experiment about executive function by difference of learning methods: Using Tower of 
Hanoi.RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Koike, T., S. Abe, B. Bosch, and N. Sadato  
2014 Social interaction represented by inter-individual neural synchronization. Neural Oscillation 
Conference 2014. 2014.7.17-18. Okazaki, Aichi, Japan. 

・ Miura, N., Y. Sasaki, K. Hasegawa, and H.C. Tanabe 
2014 Neural underpinning of creative thinking: A meta-analysis for neuroimaging data. RNMH2014: The 
Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Miura, N., N. Shirasawa, and S. Kanoh  
2014 Cortical activity reflecting a tactical thinking to follow a rule: An fNIRS study. Society for 
Neuroscience 2014 Annual Meeting. 2014.11.15-19.Washington D.C., USA. 

・ Miura, N., H.C. Tanabe, A.T. Sasaki, T. Harada, and N. Sadato  
2014 An fMRI study to clarify the nature of human's play. Human Brain Mapping 2014 Conference. 
2014.6.8-12. Hamburg, Germany. 

・ Mizuno, K. 
2014 Brain structural and functional analyses for motivation to learn, fatigue and cognitive function. 
RNMH2014: The Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Sugiura, M., S. Hanawa, T. Nozawa, R. Nouchi, R. Yokoyama, Y. Kotozaki, T. Araki, and R. Kawashima 
2014 Neural correlates of coping strategy for boredom: Its relationship with creativity. RNMH2014: The 
Second International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
Evolutionary Models of Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Sumiya, M., T. Koike, S. Okazaki, and N. Sadato 
2014 Listener's positive responses recruit reward-related neural circuitry of the speaker: an fMRI study. 
Society for Neuroscience 2014 Annual Meeting. 2014.11.15-19. Washington D.C., USA. 

・ Tanabe, H.C., T. Kochiyama, N. Sadato, and O. Naomichi 
2014 Exploring the difference of brain anatomy and function between Neanderthals and Modern Humans: 
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Neuroanatomical and functional neuroimaging approach. RNMH2014: The Second International 
Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2014.11.30-12.6. Date, Hokkaido, Japan. 

・ Tanabe, H.C., T, Kochiyama, H. Amano, K. Hasegawa, O. Kondo, and N. Ogihara  
2014 Comparing shape of cranium between Neanderthal and modern humans using computational anatomy. 
Human Brain Mapping 2014 Conference. 2014.6.8-12. Hamburg, Germany. 

・ 小池耕彦、田邊宏樹、岡崎俊太郎、J. Bosch、定藤規弘 
2014「個体間での脳活動共振として表現される「社会性」」第 37 回日本神経科学大会. 2014.9.11-
13. 横浜：パシフィコ横浜. 

・ 河内山隆紀 
2014「計算解剖学による復元頭蓋骨を用いた脳形態復元と形態分析」第 68 回日本人類学会大会. 
2014.11.1-3. 浜松：アクトシティ浜松. 

・ 河内山隆紀 
2014「神経考古学における計算解剖学—化石頭蓋からの脳復元」第 37 回日本神経科学大会. 
2014.9.11-13. 横浜：パシフィコ横浜. 

・ 河内山隆紀、田邊宏樹、荻原直道 
2014「計算論的解剖学による復元頭蓋骨を用いた脳形態復元」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 定藤規弘 

2014「社会脳：共感と光社会行動の神経基盤：脳機能画像法によるアプローチ」第 11 回日本う

つ病学会総会. 2014.7.19. 広島：広島国際会議場.（招待講演） 
・ 定藤規弘 

2014「「私たち」の脳科学に向けて：２個人同時計測 MRI 研究」日本発達心理学会第 25 回大会. 
2014.3.22. 京都：京都大学. 

・ 定藤規弘、田邊宏樹 
2014「現代人脳機能地図作成：向社会行動のベースとしての共同注意の神経基盤」『ネアンデル

タールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学

術領域研究「交替劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 杉浦元亮 

2014「飽きに対する対処戦略の神経基盤と創造性・学習能力との関連の解明」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 田邊宏樹 

2014「旧人ネアンデルタールと新人ホモ・サピエンスのエンドキャスト形態差から考える脳機能

差」第 68 回日本人類学会大会. 2014.11.1-3. 浜松：アクトシティ浜松. 
・ 田邊宏樹 

2014「ネアンデルタール人の脳の仮想復元結果から考える」『ネアンデルタール人の脳機能と学

習行動を探る』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」公開講演会. 2014.9.28. 東京：東京大

学. 
・ 田邊宏樹 

2014「旧人と新人の頭蓋形態差から考える脳機能差」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 9 回

研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 星野孝総、三谷慶太、三浦直樹、田邊宏樹、長井謙治 

2014「ハノイの塔を用いた社会学習と個体学習差の検証実験」『ネアンデルタールとサピエンス

交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
・ 三浦直樹 

2014「創造性の神経基盤：メタ解析による機能地図の描出」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 9 回研究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
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・ 三谷慶太、星野孝総、三浦直樹、田邊宏樹 
2014「学習方法の違いに関する fMRI 解析」第 30 回ファジィシステムシンポジウム 2014. 
2014.9.1-3. 高知：高知城ホール. 

・ 水野 敬 
2014「学習意欲・疲労の神経基盤と脳形態解析」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 9 回研

究大会. 2014.5.10-11. 東京：東京大学. 
2013 
・ Koike, T., H.C. Tanabe, S. Okazaki, and N. Sadato 

2013 Cerebral and cerebellar involvement in joint attention. Society for Neuroscience 2013 Annual Meeting. 
2013.11.9-13. San Diego, USA. 

・ Makita, K., H. Oishi, T. Kinoshita, K. Shimada, H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2013 The impact of second language proficiency on an automatic process of written words: an fMRI study. 
Society for Neuroscience 2013 Annual Meeting. 2013.11.9-13. San Diego, USA. 

・ Mizuno, K. 
2013 Study strategy for the neural bases associated with motivation to learn and fatigue resistance. The 7th 
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・ Tanabe, H.C. 
2013 Neural basis of metacognition. The 8th Conference on the RNMH Project. 2013.12.21-23. Kyoto 
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・ 川道拓東 
2013「社会学習を支える社会能力の神経基盤」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：

学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研究大

会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 河内山隆紀、田邊宏樹、荻原直道 

2013「計算論的解剖学を利用した化石脳頭蓋骨から脳実質の再構成」『ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 定藤規弘 

2013「「私たち」の脳科学に向けて：２個人同時計測 MRI 研究」日本心理学会第 77 回大会. 
2013.9.20. 札幌：札幌コンベンションセンター. 

・ 杉浦元亮 
2013「飽きに対する対処戦略の神経基盤と創造性・学習能力との関連の解明」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 杉浦元亮 

2013「飽きに対する対処戦略の神経基盤と創造性・学習能力との関連の解明」『ネアンデルター
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ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 8 回研究大会. 2013.12.21-23. 京都：京都大学. 
・ 田邊宏樹 

2013「心理学・認知神経科学からみたヒトの学習能力・社会能力の多様性」『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域

研究「交替劇」第 7 回研究大会. 2013.5.11-13. 東京：東京大学. 
・ 田邊宏樹 

2013「メタ認知の神経基盤」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に

基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 8 回研究大会. 2013.12.21-23. 
京都：京都大学. 

・ 田邊宏樹 
2013「二台の MRI を繋げて共同注意の神経メカニズムを探る：We-mode neuroscience の第一歩」

日本心理学会第 77 回大会. 2013.9.20. 札幌：札幌コンベンションセンター. 
・ 田邊宏樹 

2013「二台の MRI を使って目と目で見つめ合っている時の脳活動を調べる」東海若手実験心理

学研究会. 2013.2.23. 名古屋：名古屋大学.（招待講演） 
・ 田邊宏樹 

2013「知能のモジュール性と認知的流動性を脳機能イメージングから考える」『ネアンデルター

ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領

域研究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 田邊宏樹、定藤規弘 

2013「現代人脳機能地図生成：二つのタイプの共同注意の神経基盤を探る」『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域

研究「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
・ 三浦直樹、田邊宏樹、定藤規弘 

2013「ヒト特有の「遊び」と内発的報酬の神経基盤との関係性の解明」『ネアンデルタールとサ

ピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究

「交替劇」第 6 回研究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
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2013「学習意欲と抗疲労に関する神経基盤研究」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真

相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 6 回研

究大会. 2013.1.12-14. 東京：東京大学. 
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2013「学習意欲と疲労耐性による強化学習の神経基盤研究政略」『ネアンデルタールとサピエン
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・ Kawamichi, H., K. Yoshihara, R. Kitada, M. Matsunaga, A. Sasaki, Y. Yoshida, H. Takahashi, and N. Sadato 
2012 Study Implication Related to Sense of Acceptance: Key Factor of Social Learning. RNMH2012: The 
First International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing 
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International Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
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Conference of the Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of 
Learning. 2012.11.18-24. Tokyo, Japan. 

・ Miura, N., K. Nagai, M. Yamazaki, Y. Yoshida, H.C. Tanabe, T. Akazawa, and N. Sadato 
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第 5 回研究大会. 2012.4.14-16. 東京：学術総合センター. 
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・ Kawamichi, H., H.C. Tanabe, H.K. Takahashi, K. Shimada, and N. Sadato 

2011 Directed altruism induced by "warm-glow" through empathy: an fMRI study. 17th Annual Meeting of 
the Organization on Human Brain Mapping. 2011.6.27. Quebec, Canada. 

・ Kawamichi, H., R. Kitada, K. Yoshihara, H.K. Takahashi, and N. Sadato 
2011 Activation of the reward system by joining hands with familiar person: an fMRI study. 
2011.07.17. The 8th IBRO World Congress of Neuroscience. Florence, Italy. 

・ Kawamichi, H., A.T. Sasaki, H.K. Takahashi, H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2011 Empathy for social positive emotion activates cognitive empathy network. The 41th Annual Meeting 
of the Society for Neuroscience. 2011.11.16. Washington DC, USA. 

・ Makita, K., H., Yokokawa, H.C. Tanabe, H. Yoshida, M. Murase, and N. Sadato 
2011 The role of the right cerebellum during foreign language vocabulary learning enhanced by the 
phonological loop: an fMRI study. The 41th Annual Meeting of the Society for Neuroscience. 2011.11.22. 
Washington DC, USA. 

・ Miura, N., T. Akazawa, M. Yamazaki, K. Nagai, Y. Yoshida, H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2011 Learning effect on cortical activity during implicit imitation of bimanual tool production and word 
speech. 17th Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping. 2011.6.27. Quebec, Canada. 

・ Miura, N., K. Nagai, M. Yamazaki, T. Akazawa, Y. Yoshida, H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2011 Learning effect on cortical activity during implicit imitation of bimanual tool production and word 
speech. The 17th Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping. 2011.6.26-30. The Centre 
des Congres de Quebec, Quebec City, Canada. 

・ Mizuno, K., M. Tanaka, H.C. Tanabe, J. Kawatani, T. Jodoi, A. Tomoda, T. Miike, K. Imai-Matsumura, N. 
Sadato, and Y. Watanabe 
2011 Divided Attention and Childhood Chronic Fatigue Syndrome (CCFS). The 34th Annual Meeting of the 
Japan Neuroscience Society (Neuroscience 2011). 2011.9.17. Pacifico Yokohama, Kanagawa, Japan. 

・ Sasaki, A.T., T. Kochiyama, M. Sugiura, H.C. Tanabe, and N. Sadato 
2011 Neural networks for action representation. The 15th annual meeting of the Association for the 
Scientific Study of Consciousness. 2011.6.11. Kyoto, Japan. 

・ Sadato, N. 
2011 The Neural Basis of Social Reward and Decision-Making. The First International Society for Social 
Neuroscience Symposium. 2011.1. Shanghai, China. 

・ Tanabe, H.C., H. Kosaka, D.N. Saito, T. Munesue, H. Okazawa, Y. Wada, N. Sadato  
2011 Joint attention between individuals with normal and autism spectrum disorders using dual fMRI. 17th 
Aunnual Meeting of the Organization on Human Brain Mapping. 2011.6.27. Quebec, Canada. 

・ 赤松美穂、菊池赳夫、荻原直道、近藤 修、田邊宏樹、深瀬 均、石田 肇、與儀 彰、村山貞

之 
2011「現代人における頭蓋骨と脳形態の対応関係の定量化」第 65 回日本人類学会大会.ポスター

発表. 2011.11.4. 那覇：沖縄県立博物館・美術館. 
・ 岡本悠子、小坂浩隆、北田 亮、田邊宏樹、棟居俊夫、石飛 信、林正道、齋藤大輔、河内山隆

紀、谷中久和、大森晶夫、和田有司、岡沢秀彦、定藤規弘 
2011「自閉症スペクトラムにおける EBA の機能低下–相互模倣時の自他の動作の比較に関わる神

経基盤」第 13 回日本ヒト脳機能マッピング学会. 2011.9.2. 京都：京都国際会議場． 
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・ 岡本悠子、小坂浩隆、北田 亮、田邊宏樹、棟居俊夫、石飛 信、林 正道、齋藤大輔、谷中久

和、河内山隆紀、大森昌夫、和田有司、岡沢秀彦、定藤規弘 
2011「自閉症スペクトラムにおける Extrastriate body area (EBA) の機能低下―相互模倣時の自他

の動作の比較にかかわる神経基盤」第 34 回日本神経科学大会. 2011.9.16. 横浜：パシフィコ横浜． 
・ 川道拓東 

2011「模倣行為と動機付けの連関における神経基盤の解明」『ネアンデルタールとサピエンス交

替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」

第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 川道拓東、田邊宏樹、高橋陽香、定藤規弘 

2011「温情効果を介して向社会行動の動因となる共感に親密さが与える影響」第 34 回日本神経

科学大会．2011.09.17. 横浜：パシフィコ横浜． 
・ 川道拓東、北田 亮、吉原一文、佐々木章宏、高橋陽香、定藤規弘 

2011「fMRI を用いた手つなぎ時の脳活動計測」第 16 回認知神経科学会学術集会. 2011.10.22. 北
九州：産業医科大学． 

・ 河内山隆紀 
2011「SPM による脳機能画像データ解析」第 14 回日本光脳機能イメージング研究会. 2011.7.23. 
東京：星陵会館. （招待講演） 

・ 河内山隆紀、田邊宏樹 
2011「計算論的解剖学を利用した化石脳頭蓋骨から脳実質の再構成の試み」『ネアンデルタール

とサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域

研究「交替劇」第 3 回研究大会. 2011.4.23-24. 東京：学術総合センター. 
・ 佐々木章宏、河内山隆紀、杉浦元亮、田邊宏樹、定藤規弘 

2011「視覚運動的な動作表象を担う脳内ネットワーク」第 13 回日本ヒト脳機能マッピング学会．

2011.9.2. 京都：京都国際会議場． 
・ 定藤規弘 

2011「社会能力の発達過程：脳機能画像法によるアプローチ」第 58 回中部日本生理学会．

2011.11.1. 福井：福井県県民ホール. （招待講演） 
・ 定藤規弘 

2011「社会能力の発達過程：脳機能画像法によるアプローチ」第 26 回日本生体磁気学会 . 
2011.6.3. 福岡：九州大学百年講堂． 

・ 定藤規弘 
2011「意図理解の神経基盤」『ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に

基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第 2 回研究大会. 2011.2.19-20. 
兵庫：神戸学院大学. 

・ 田邊宏樹、河内山隆紀 
2011「現代人脳機能地図の化石脳への写像法への第一歩」『ネアンデルタールとサピエンス交替

劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新学術領域研究「交替劇」第

2 回研究大会. 2011.2.19-20. 神戸：神戸学院大学. 
・ 田邊宏樹、定藤規弘 

2011「現代人脳機能地図生成：共同注意の神経基盤と社会的文脈における学習の関係」『ネアン
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2011「見て聞いて感じてみよう！心と体の不思議」生理学研究所一般公開. 2011.11.5. 岡崎：生理



 

 

213

213 

学研究所. 
・ 三浦直樹、長井謙治、星野孝総 

2011「三次元動作計測を用いた熟練者の石器制作工程の身体動作解析」『ネアンデルタールとサ
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・ 田邊宏樹 
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・ 三浦直樹 
2010「三次元動作解析を用いた熟練者および初心者の石器製作工程の身体動作比較」『ネアンデ

ルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づく実証的研究』科学研究費補助金新

学術領域研究「交替劇」第 1 回研究大会. 2010.10.23-24. 東京：学術総合センター. 
【図書】 

2015 
・ Hasegawa, K., T. Kochiyama, H.C. Tanabe 

2015 Meta-analysis of functional brain maps in modern humans employing activation-likelihood estimation 
(ALE). In T. Akazawa (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary 
Models of Learning. No. 10: 116. Proceedings of the 10th Conference on RNMH. 
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・ Mizuno, K. 
2015 Neural and structural substrate associated with motivation to learn and fatigue. In T. Akazawa 
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2015「計算論的解剖学による復元頭蓋骨を用いた脳形態復元」赤澤 威編『ネアンデルタールと
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University of Technology. 

・ Hasegawa, K., T. Kochiyama, H.C. Tanabe, and N. Ogihara 
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Akazawa, N. Ogihara, H.C. Tanabe, and H. Terashima (eds.) Dynamics of Learning in Neanderthals and 
Modern Humans Volume 2: Cognitive and Physical Perspectives, pp. 209-215. Springer Tokyo. 

・ Miura, N. 
2014 Depiction of functional brain map of creativity: meta-analysis for neuroimaging data. In Y. Nishiaki 
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2013 The relevance of the learning reward system and the action plan to be verified from the characteristic 
body motion in the stone-tool making process. In K. Aoki (ed.) Replacement of Neanderthals by Modern 
Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 7: 95. Proceedings of the 7th Conference on 
RNMH. 

・ Hoshino, Y., K. Mitani, N. Miura, H.C. Tanabe, and K. Ngai 
2013 Productivity verification by 3D motion data analysis of recurrent Levallois method. In H. Terashima 
(ed.) Replacement of Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 8: 
115. Proceedings of the 8th Conference on RNMH. 



 

 

217

217 

・ Kawamichi, H. 
2013 Neural mechanisms of social ability underlying social learning. In M. Yoneda (ed.) Replacement of 
Neanderthals by Modern Humans: Testing Evolutionary Models of Learning. No. 6: 155. Proceedings of 
the 6th Conference on RNMH. 
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4. 研究成果 
 
はじめに 
本研究は、文部科学省科学研究費補助金・新学術領域研究「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の

真相—学習能力の進化に基づく実証的研究」（2010 平成 22 年度〜2014 平成 26 年度）の課題名のもと

に行ったものである。 
 
研究の目的は、20 万年前アフリカで誕生した新人サピエンスがその後(10 万年前以降)、ユーラシア

大陸各地へ移住拡散する先々で遭遇した旧人ネアンデルタール人たちと交替していった経緯を「交替

劇」と呼び、その舞台のシナリオを書くことであった。 
 
旧人と新人の間で演じられた交替劇の真相、その経緯については、20 世紀の後半から人類学、考古

学、遺伝学など関連する分野の専門家のあいだで、とりわけ欧米研究者の世界で脚光を浴びるテーマ

となり盛んに研究されてきた。その背景は以下の通りである。 
 
ヒトの進化の道筋に関する認識は20世紀後半の遺伝研究の発展によって劇的に展開した。その好例の

ひとつが、ヒトの起源問題とともに論争が絶えなかった現代人の起源問題が決着したことである。現

代人起源論争の舞台には二つの対立仮説、「多地域進化説」と「新人アフリカ起源説」があった。つ
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まるところ、ネアンデルタール人など旧人からわれわれ新人サピエンスが生まれたのか、われわれの

祖先はアフリカで誕生し、ネアンデルタ−ル人は絶滅したのかがメインテーマであった。化石や考古

資料の研究にもとづく論争は決着がつかなかった。その状況を劇的に変え、決着をつけたのが遺伝学

であった。 

 

そして、新人サピエンスは唯一アフリカの地で誕生(20万年前)したという進化モデル「新人アフリカ

起源説」に軍配があがる。1987年のことである。ネアンデルタール人登場から131年後のこと、やっ

と彼等と我々との間柄について結論がついた。それでネアンデルタール人論争は下火になるかと思い

きや、以前にも増して沸騰することになる。「新人アフリカ起源説」に軍配が上がったために持ち上

がった新たな謎である。いったいネアンデルタール人はどうなったのか。そして始まったのがネアン

デルタール人論争の第二ラウンド、ネアンデルタール人と新人サピエンスの交替劇という新たな舞台

である。 

 

交替劇論争とは、アフリカで誕生して新人サピエンスがアウト・オブ・アフリカを演じてユーラシア

各地に移住拡散し、先々で出会った先住民と交替してゆく、その交替劇の真相がメインテーマとなっ

た。なかでも、ヨーロッパに入植してきた新人サピエンスたち(クロマニョンと称する)が遭遇した先

住ネアンデルタール人と交替して行くという舞台である。ネアンデルタール人、なぜ絶滅した。なぜ

ネアンデルタール人だったのか。彼らの社会にいったい何が起こったのか。何が両者の命運をわけた

のか。その真相は、現代人起源論争に残された最大の謎として考古学者、人類学者、遺伝学者が競い

合う一大研究テーマとなった。 
 
このような世界的な交替劇論争の世界にわれわれは、これまで誰も唱えたことのない作業仮説を定義

し、チャレンジしたのである。その作業仮説が、「学習仮説」(Learning Hypothesis)である。 
 
学習仮説について 
学習仮説の最大のポイントは、交替劇を演じた新人サピエンスと旧人ネアンデルタールのあいだには、

人間が生きてゆく上で欠かせないもっとも基本的な能力、「学習」能力にもともと(生得的)違いがあ

ったとする主張(＝仮説)に基づいている。その違いが結局、両者の命運を分けることになった。以上

が学習仮説の骨子である。この「学習仮説」を定義提唱するに至った背景は以下の通りである。 
 
舞台は 4〜5 万年前、ちょうど最後の氷河時代のヨーロッパ大陸である。ネアンデルタール人が唯一

の住人だったヨーロッパ世界に中東西アジアから新人サピエンス(新人クロマニョン)が入植してくる。

それがことの始まりである。それ以降共存することになった両者の間には、同じ資源環境を巡る「生

態学的競争」関係が起こった。競争の顛末を考古学的証拠に基づいて推測すると次のようになる。 

 

ヨーロッパ世界で共存することになった旧人ネアンデルタールと新人クロマニョンの関係を両者の足

跡である遺跡の分布や密度に基づいて調べて見る。入植後繁栄し、拡大し続ける新人社会にたいして、

衰亡の途を歩み、消えて行く旧人社会という構図となる。競争関係は新人クロマニョン社会が優位だ

ったということだ。何が原因で両社会の間に優劣が生じたのか。両社会のあいだでいったい何が違っ

ていたのか。その背景を考古学的証拠から推測してみる。 

 

旧人ネアンデルタール社会と新人クロマニョン社会の道具の種類内容や製作技術を比べると、新人ク

ロマニョンは入植後、新天地の資源環境をより効率的に利用できる狩猟具などの新技術(＝道具の改

良改変や新規文化要素)をつぎつぎと開発していることが分かる。ところが先住ネアンデルタール人

の遺跡では同じような技術革新や文化進化の兆候はきわめて貧弱であり、新人社会と比べると明らか

に停滞気味である。対峙することになった二つの社会の間で文化の発展の様態と文化進化のスピード

が明らかに違う。なぜこのような違いが起こったのか。ここで、学習仮説の根幹をなすキーワード、

「学習能力」が登場する。 

 

学習能力には通常ふたつの種類がある。ひとつは模倣や教示によって他者から学ぶ能力である。伝統

技術や文化を学び継承する能力で、それを「社会学習能力」と称する。ところが、これだけでは社会

や文化は変化しない。そこにはもう一つの能力が働いている。試行錯誤や洞察によって新たな知識を
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生みだし、新たな技術を創造する能力である。自ら学習し新技術や新文化を創出する能力だから通常、

「個体学習能力」と称する。このふたつの能力の組み合わせの濃淡によって社会文化の発展の様態が

当然変わることになる。その濃淡差が旧人ネアンデルタールと新人クロマニョンの間に存在し、それ

が両社会の文化進化のスピードや文化発展の様態の違いとなったと仮定できる。 
 

すなわち、新人クロマニョン社会と旧人ネアンデルタール社会の間に存在する文化発展の違いは、両

者の学習能力の質の濃淡、とりわけイノベーション(革新的な道具や技術等)を創出する個体学習能力

(＝創造性)の濃淡が原因となって生じた。クロマニョン社会の文化進化のスピードが旧人社会より速

いということは、彼らが個体学習能力により長けていたということだ。クロマニョン社会は、旧人ネ

アンデルタール社会にくらべてより速く、より高い文化水準に達した。そして起こったのが、クロマ

ニョン社会とネアンデルタール社会との間に生じた文化格差であり社会格差そして人口格差である。

ネアンデルタール社会は隣接のクロマニョン社会の隆盛に圧倒され衰退し消滅していったというシ

ナリオとなる。交替劇の真相、その背景には学習能力の違いがあったと考えるのがもっとも妥当であ

る。 
 
以上要約した作業仮説を検証することがわれわれのプロジェクトの目的であった。 
 
学習仮説の検証作業に取り組んだ研究体制は以下の通りである。 
 
研究組織について（挿図参照） 
旧人と新人サピエンスの交替劇は両者の間に存在した学習能力の質的な違いが主因で起こった。この

作業仮説を具体的に検証するために欠かせないデータを調査分析する専門分野を考え、考古学、文化

人類学、数理生物学、環境科学、化石工学、脳神経科学諸分野からなる異分野連携を基盤とする研究

モデルを立案した。それが、三つの研究項目A・B・Cからなる以下の研究体制である。研究体制と研

究チームの研究内容の要点は以下の通りである。 
 
研究項目A「学習行動復元研究：旧人・新人学習行動差の実証的研究」 
計画研究A01「考古資料に基づく旧人・新人の学習行動の実証的研究」 

先史時代にあっても学習の質は人類の生存戦略を決定的に左右したに違いない。したがって、旧人と

新人の間の生存戦略、技術の違い、ひいては交替劇の背景を考察するにあたって学習行動の差異は重

要な着眼点となる。考古資料は交替劇の真相を考察する上でもっとも基本的なデータとなる。 

 

具体的な研究項目として以下のテーマに取り組んだ。①交替劇データベースの作成：旧人・新人交替

劇の具体的舞台となったアフリカ、ユーラシア大陸について、関連する旧石器遺跡のデータベースを

作成して、交替劇の時空間プロセス同定し、学習行動のパタン解析を行った。②学習の産物たる石器

製作伝統の解析：道具製作伝統の継承は社会学習を、新規伝統技術の出現は個体学習をそれぞれ反映

する。そこで、石器製作伝統の消長、時空間分布のあり方を長期的・広域的視野をもって比較し、旧

人・新人学習行動の違いを考察した。③学習の場としての遺跡事例分析：旧人と新人の生活面を良好

に残した遺跡について石器製作痕跡の分布・構造、製作伝統の通時的変化等を分析し、両者の学習行

動を物的証拠にもとづいて再構築した。④現代人観察にもとづく学習モデル作り：物的証拠にもとづ

いて過去の行動を再構築するには、行動と証拠の対応がわかる現代の事例を参照モデルとするのが有

効である。石器製作実験や民族考古学的観察を実施し、学習戦略の違いが文化形成プロセスに与える

影響を明らかにした。⑤「学習仮説」の検証と構築：以上の結果をもとに旧人と新人の学習行動の性

状、差異を明らかにし、さらに、他の研究チームの成果をふまえて旧人・新人間で技術格差が生じた

メカニズムを考察した。 

 

計画研究A02「狩猟採集民の調査に基づくヒトの学習行動の特性の実証的研究」 

旧人と新人の考古学的証拠をかれらの学習能力と結びつけて考察し、解釈するには、学習行動と物的

証拠との関係を具体的に説明するモデルが必要である。それに有用な手法が現生狩猟採集民社会に於

ける学習行動と、その所産である物質文化の関係を明らかにする民族考古学的調査である。 

 

アフリカ大陸カメルーン及び中央アフリカ共和国森林地帯のバカ・ピグミーとアカ・ピグミー、旧ザ
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イール(現コンゴ民主共和国)イトゥリの森のエフェ・ピグミーとムブティ・ピグミー、ボツワナ共和

国とナミビア共和国の半砂漠地帯のブッシュマン、オーストラリア北部森林地帯及び中央部砂漠地帯

のオーストラリア原住民、カナダ極北地帯のイヌイト社会において文化・社会人類学及び生態人類学

的調査を行い、子どもの発達や遊び集団を中心とした子どもの諸活動の観察を通して、各狩猟採集民

における遊び集団の実態、技術・技能・知識などの学習過程、創造性の出現と普及の様態、教示行動

と学習行動の関係を明らかにした。 

 

具体的に狩猟採集民の学習行動を実態調査し、①子ども期における模倣学習、②こども遊び集団での

主体的な学習行動の存在と独創的思考基盤の形成過程、③独創的思考に基づく文化革新は思春期スパ

ートを経て発現する過程、④技術革新や文化革新の継承が広範な社会的ネットワークで促進される過

程を記述・分析した。以上により、狩猟採集社会における文化的行動の継承には模倣学習、創造性を

生み出す主体的学習、それらを涵養する子どもの遊び集団の実態を明らかにした。 

 

研究項目B「学習能力進化研究：旧人・新人学習能力差の理論的根拠」   
計画研究B01「ヒトの学習能力の進化モデルの研究」 

交替劇の真相を説明しようとする仮説は乱立している。その中には、学習仮説に近い発想に基づくも

の、すなわち、両者の文化水準の違いにその原因を求める仮説も存在する。それはしかし、明確かつ

厳密な理論によって裏付けられた仮説ではない。社会が到達する文化水準は文化進化のあり方に依存

し、文化進化のあり方はこれを支える学習戦略によって左右される。その理論的根拠を明らかにする

必要がある。 

 

モデルシミュレーション研究によって、①急速な分布拡大による頻繁な環境変化に対する適応の必要

が原動力となってヒトに特異的な創造性が進化すること、②イノベーション率(新文化創出・出現率)、

伝達経路・様式(移住・婚姻・交易など)、集団サイズなどが文化進化速度に影響することを数理モデ

ルを用いて明らかにした。また、③ゲノム多様性データの多変量解析から、出アフリカ時の分岐や移

動の様式、集団サイズなどを統計的に推定する方法を開発した。以上によって、旧人と新人の間で生

得的学習戦略の違いが形成される過程を理論的に裏付けた。 

 

計画研究B02「旧人・新人時空間分布と気候変動の関連性の分析」 

旧人と新人の交替劇は、更新世の寒冷化がすすむ気候変動が激しい時代状況のなかで起こったと考え

られていたが、気候変動の影響がなぜ旧人の絶滅に結びつき、新人は生き延びることができたのか、

具体的な証拠に基づいた議論はなされてこなかった。その理由のひとつは、高解像度の気候変動が氷

床コアや鍾乳石など、年縞やウラン系列年代などによって絶対年代が決定された資料から復元されて

いるのに対し、旧人の絶滅や新人の拡散の証拠となる考古学遺跡の年代決定は放射性炭素年代に依拠

しており、それについては大気中の放射性炭素濃度の変化によって数千年ずれているからである。 
 

交替劇の経緯を時代状況に対する適応行動と結びつけて記述・分析する上で有用な交替期環境情報基

盤を創出した。そのために、①既報理化学年代値を搭載する旧人・新人遺跡データベースを構築した。

②交替期の古気候分布図の作成と、その高分解化に取り組んだ。また、③地域的な環境変動を記録す

るデータベースを構築した。④旧人・新人の分布変動と気候要素との関係を定量的に評価する生態学

的ニッチモデルの考古学データへの応用方法を確立した。以上によって、旧人・新人遺跡時空分布、

時代状況に対する両者の適応行動の違いを高精度で記述・分析するために有用な古環境情報基盤を整

備構築した。 

 

研究項目C「化石脳復元研究：旧人・新人学習能力差の解剖学的証拠」 
計画研究C01「3次元モデリング技術に基づく化石頭蓋の高精度復元」 

旧人と新人の交替劇が、両者の学習能力差に起因するとなれば、脳の神経基盤に相応の機能差が存在

することになる。この作業仮説を解剖学的に検証するには、化石脳、とりわけ旧人ネアンデルタール

の脳の形を正確に復元し、旧人と新人の脳の間で道具製作等の学習行動を制御する局部領域について

の形態差を突き止めることが必要となる。そのためには旧人・新人の化石頭蓋とその脳鋳型を精密に

復元する手法を開発し、その中に収まっていたはずの脳(化石脳)の仮想復元を行うことが不可欠であ
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る。 

 

通常断片化状況で発見される化石頭蓋の組立や補間等を行う新しい高精度復元手法を開発し、旧人・

新人の化石頭蓋および脳鋳型の正確な三次元形状モデルを生成する。この復元頭蓋モデルに基づいて

化石脳の復元と詳細な形態学的分析を行い、頭蓋と脳形態の進化プロセスを考察する。出土する化石

の多くは、化石生成過程において破片に分断され、また土圧等の影響により変形を受ける。化石脳か

ら旧人の学習能力を司る脳領域を正しく推定し、新人のそれと比較するためには、最新の工学的手法

を援用して断片化石の組み立てと歪み補正を行い、その生前の姿を正しく復元することが不可欠であ

る。 

 

そして、学習能力の解剖学的証拠検出の基盤資料となる化石頭蓋の復元システムの構築とその高精度

復元に取り組んだ。具体的には、①断片化した状態で発見される頭蓋破片の組立・歪み補正・欠損部

分補完の工学的手法を確立し、②当該手法をネアンデルタール頭蓋の復元に応用し、当頭蓋の工学的、

数理的復元手法を確立した。また、③化石頭蓋に収まっていた化石脳の形を、脳と頭蓋の比較形態学

的解析によって推定する方法を検討し(C02 班と連携)、化石脳を数理的に復元する手法を開発した。 

 

計画研究C02「旧人・新人の学習行動に関する脳機能マップの作成」 

現在の古神経学では、能力(脳力)差の推定、解釈は両者の頭蓋容量の比較にもとづいて行うことが主

流であり、その比較分析は当然その内容物である脳の機能推定に依拠したものである。ただし、脳容

量については、頭蓋骨の形状からラフに計算されているものがほとんどであり、頭蓋の厳密なフィッ

ティングによる差異の検出を行っている研究はほぼ皆無である。そこで、磁気共鳴画像法(MRI)等を

用いたヒト脳イメージング研究手法の分野で開発された脳形状を標準化した上で定量的に差異を見い

だす分析法を化石脳に適応する。 

 

ヒト脳イメージング手法を用いて、旧人および旧人と同時代に生きた新人の脳を仮想的に復元し、両

者の比較、さらには新人の末裔である現代人と脳形態を定量的に比較し、加えて現代人から作られた

色々な認知能力に対する脳機能マップとの対応関係を悉に検討することで、神経科学的見地から作業

仮説である「両者の運命を分けたのは学習能力差である」を検討した。 

 

そして、現代人脳の学習機能マップ生成に向けて、①「創造性」をキーワードに個体学習、社会学習

に関与する神経基盤の同定実験と分析を行い、②脳機能マップを、計算論的解剖学の手法を用いて化

石脳へ写像する方法を開発した。さらに、以上の結果をシームレスに繋ぐ解析法を検討し、③高精度

脳形状推定に基づく旧人・新人化石脳の比較分析によって、ヒトの創造性の神経基盤の同定・記述・

分析という全く未開拓な分野解明に繋がる手法を開発した。 
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研究成果について 
旧人・新人交替劇の具体的舞台となったアフリカ、ユーラシア大陸について、関連する旧石器遺跡の

データベース NeanderDB(2015 年 3 月 31 日現在：遺跡総数 3216,文化層情報 7170,年代値情報 6235,

石器伝統情報 1703,文献情報 827)を作成した(入力継続中)。当データベースの活用によって交替劇の

経過を具体的証拠に依拠して検証するとともに、交替劇の経緯を、旧人・新人両者の学習行動や文化

の進化速度などの視点から記述・分析し、学習仮説を実証的に検証した。そして、ヨーロッパ大陸中

心に進められてきた交替劇研究を全地球規模に拡大し、交替劇の経緯をより普遍的に考察し、新知見

を得た。 

 

(1) 新人クロマニョンのヨーロッパ入植はほぼ4万7000年前となった(下図参照)。それ以降共存するこ

とになった旧人・新人社会は、ほぼ7000年のあいだ対峙した後、ほぼ40,000年前に旧人社会は消

えていった。20万年前出現以来、盛衰を繰り返してきた旧人社会が、ついに回復できずに消えて

いった。引導渡したのは入植してきた新人だった。それには新人クロマニョンが4万2000年前頃に

開発したプロト・オーリナシアン文化が決定的な役割を果たしたことも判明した。 

 

(2) 共存期間7000年の間の旧人・新人社会の盛衰状況を比較すると(下図参照)、両社会の間で文化の

進化速度が違うことが分かる。新人文化の進化速度は速く、それだけ速くより高い文化水準に到

達し、しかも多様に展開し、両社会の間で文化格差が拡大することになった。その結果が両社会

研究体制図 
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の命運を分けたとするシナリオとなる。この仮説と学習能力との関係については以下の考察が可

能である。 

 

(3) 両社会の文化格差を拡大させた主因は文化進化のスピードの違いである。文化進化の基本的要因

は、新文化の素材となるイノベーションを創出する個体学習能力と、イノベーションを共有し、

社会化して行く社会学習能力の存在である。そこで、両社会の間に生じた文化格差の拡大は、主

としてイノベーション創出に関わる個体学習能力の違いに基づくと推定され、学習仮説を支持す

る結果である。  

 

 

 
 

 

(4) 新人行動が示唆するイノベーション能力が生得的に優れていたとする作業仮説については、補足

説明が必要である(Kadowaki,Omori,Nishiaki 2015)。新人クロマニョンが先住のネアンデルター

ル人とは異なる新技術や新文化をもって入植してきた証拠はなく、かれらが革新的行動を発達さ

せるのはヨーロッパ入植後であった可能性が高いことが明らかになった。その契機となったのは

ヨーロッパという新天地の物理的環境への適応と同時に、引き続き経験することになった急激な

気候変動への適応であったと推測される。学習仮説が提唱する学習能力の進化モデルを支持する

結果だが、新人の学習能力が移住拡散する先々で対峙することになった物理的環境への適応過程

で促進開花されることになったということである。さらに、拡大し複雑化する社会的環境への適

応が加わり、情報処理能力により長けていた新人サピエンスにおいて文化発展がますます促進さ

れたというモデルである。 

 

(5) 文化格差、社会格差の拡大は旧人ネアンデルタール社会により深刻な事態をもたらすことにな

った。隣接の新人社会の隆盛によって自らの生存戦略上の基盤となる経済システム等さまざま

な社会システムが弱体化することになったに相違ない。とりわけ、情報ネットワークや繁殖ネ
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ットワークが狭隘化し、集団の継続的な維持存続が弱体化した事態が想定できる。言い方を替

えれば、旧人社会集団の分断と地域的孤立である。その状況が結局、旧人社会の経済環境や社

会環境を決定的に弱体化することになったに相違ない。 
 
(6) 相次ぐ技術開発を成就し、人口増と相まって分布拡大路線を歩む新人社会では、広域化する集

団間ネットワーク網のもとで、生存戦略上有用な情報の多様化と複雑性は促進され、その共有

化のもとに社会経済システムはよりダイナミックに機能することになったに相違ない。この状

況のもとで社会集団間の結びつきは促進され、新人社会の継続的発展を支える社会的、経済的

複雑性はより発展した。そして、技術革新に長けた新人社会に軍配が上がったということである。 

 

(7) 以上の論点は、現生狩猟採集民社会における学習行動に関する文化人類学的・民族考古学的調査

と分析結果によって裏付けられた。現生人類では個体学習と社会学習は密接に関連している。個

体学習によるイノベーションは社会学習のネットワークによって伝播・普及・定着し、一方、社

会学習による知識・技能のレポジトリは個体学習の推進の基盤であることが分かった。また、累

積的文化継承は旧人や新人の特徴であるが、新人ではいったん習得した文化複合を客体化・要素

化した上で、改めてメタレベルで再構築することができる。その能力は生物学的認知能力ととも

に社会・文化的制度を通して発現することが判明した。 

 

(8) 旧人と新人の学習能力についてのより直裁的な証拠の検出に取り組んだ工学・脳神経科学連携研

究も同様に両者の学習能力差の存在を裏付けた。旧人化石頭蓋の高精度復元、その中に収まって

いたはずの化石脳を抽出する手法を開発した。そして、化石脳の古神経学的分析のベースとなる

ヒトの脳学習機能マップ作成に取り組み、旧人・新人の学習能力差の解剖学的証拠を同定・記述

することに世界ではじめて成功し、小脳・頭頂葉・後頭葉において形態差が存在することを実証

した。 

 

(9) 小脳は内部モデルに基づく学習を、頭頂葉は、身体イメージの形成や、道具使用、空間認知、数

学的知識、象徴の表象、対象の操作、他者視点などに関する機能を司る領域であり、学習能力と

密接に関係する。すなわち、旧人と新人の脳の間には、学習行動を司る神経基盤の形態差が存在

することが示唆された。以上の解析を計算解剖学・脳イメージングの同一の枠組みでおこなった

研究は今まで皆無であり、神経科学と人類学を融合する「化石工学」という新分野の創出につな

がった。 

 

研究課題の学術的意義と展望 

共通祖先ハイデルベルゲンシスをいただき、その後受けた自然淘汰の違いから別人種となったネ

アンデルタール人と新人サピエンスが再会し、しばらくは共存するが、結局、ネアンデルタール

人は生き残れなかった。いったい何が両者の命運を分けたのか。 

 

これまでの交替劇論争では、新人サピエンスの方が賢かった、コミュニケーション能力に優れて

いた、より優れた社会的戦略を産み出すほどに創造的だったと、その違いが両者の命運を分けた

と謳ってきた。そして今回われわれは、そのような違いの背景を学習能力という視点から論じ、

その能力が旧人ネアンデルタールと新人サピエンスの間で進化し、違うことを検証したのである。

そして最後に学習行動差の証拠を、それを司る脳の進化と結びつけることを試みたのである。 

 

脳のはたらきの変化は行動に反映され、その行動の発達が今度は脳の進化を促し、それに応えて、

脳を収めている容器＝頭蓋骨が拡大あるいは変形することになる。化石頭蓋の形態変化のようす

は、脳が、さまざまな行動と刺激し合いながら進化してきた証しというわけである。すなわち、

旧人ネアンデルタールと新人サピエンスの間に学習行動差が存在すれば、両者の脳の神経基盤の

間に相応の機能差が存在することになり、その機能差は脳に形態差として記録(=頭蓋形態差)さ

れるはずである。実際に、小脳半球、頭頂葉、後頭葉において形態差が存在することが明らかに

なった。 
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現代人とネアンデルタール人の脳形態比較結果 
黄色が差のあった領域。矢印は現代人を基準とした変化の方向 

（田邊宏樹・荻原直道原図 2015） 
 

 

具体的には、ネアンデルタール人に比べ現代のホモ・サピエンスの方が小脳半球および頭頂葉が大

きく、通常指摘されてきた前頭葉に関しては差がないことが明らかになった。この傾向はネアンデル

タール人と同時代に生きた新人とネアンデルタール人の比較でも見られ、特に小脳半球のサイズに違

いが顕著である。逆に旧人は新人に比べ大きな後頭葉を持っていたことが明らかになった。この形態

差がどのような機能差と結びつくのか。 

 

脳機能イメージング研究ならびにメタ解析の結果から、小脳半球がさまざまな認知機能に関与してい
ることが明らかとなった。さらに多くの既存研究において、頭頂葉や小脳半球が社会生活への適応や
創造性に関わる行動に関与することが指摘されている。とりわけ小脳半球に関する解釈の進展が注目
される。従来小脳は運動の調整が大きな役割であると考えられてきたが、近年、「学習マシン」と呼
ばれ、学習によって取得される情報が小脳半球に蓄えられていくと考えられている。その小脳半球が
新人サピエンスでより発達しているという証拠は、交替劇の真相を考察する上で重要である。そして
新たな疑問が起こる。 
 
共通祖先ハイデルベルゲンシスをいただき、その後受けた自然淘汰の違いから別人種として登場
したネアンデルタール人と新人サピエンス、その両者の頭蓋＝脳形態の違いが起こった背景であ
る。とりわけ、新人サピエンスで相対的に発達する小脳半球と頭頂葉は、何があって新人サピエ
ンスで発達したのか。小脳半球と頭頂葉のはたらきは行動に反映され、その行動がその脳部位の
発達を促し、それに応えて、拡大あるいは変形することになった。いったい、小脳半球と頭頂葉
を刺激した行動とは何だったのか。 
 
その上で知りたいのは、脳のはたらきを刺激し、脳の進化を方向づけた時代状況と淘汰要因の種
類内容である。それがわかれば、直近のターニングポイントを境にして、唯一生き残ったわれわ
れ新人サピエンスの子孫、今日の地球人の行く末はどうなるのか、その中にわれわれの行く末を
考えるためのヒントが見つかるかもしれません。 
 
以上 


